
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
元
年
6
月
9
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之�
氏

内
容
紹
介

現
代
の
P
K
研
究
で
は
、
乱
数
発

生
器（
R
N
G
）
と
い
う
電
子
的
な
サ

イ
コ
ロ
が
検
出
装
置
と
し
て
よ
く
使
わ

れ
ま
す
。
R
N
G
を
使
っ
た
実
験
は
、

R
N
G
を
標
的
と
し
た
P
K
実
験
と
、

儀
式
や
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
に
R
N
G
を

持
ち
こ
み
参
加
者
の
無
意
識
的
な
P
K

を
測
定
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
R
N
G
実
験

と
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
R
N
G
の

出
力
異
常
が
統
計
的
に
無
視
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
R
N
G
が
何
ら
か
の
方
法

で
P
K
を
検
出
し
て
い
る
の
は
確
か
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
仕
組
み
と
し

て
、R
N
G
回
路
に
直
接
P
K
が
働
く
、

最
終
的
に
出
力
さ
れ
た
乱
数
に
P
K

が
作
用
す
る
、
偏
り
が
生
じ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
予
知
し
て
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

R
N
G
を
作
動
さ
せ
る
、
の
3
種
の
仮

説
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
R
N
G
回
路
に
直
接
P
K

が
作
用
す
る
と
仮
定
し
、
1
9
7
0
年

代
以
降
の
マ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ
P
K

実
験
で
観
察
さ
れ
た
P
K
現
象
の
特
性

を
基
に
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
ア
ナ
ロ
グ

信
号
異
常
、
波
形
の
場
を
特
徴
と
す
る

検
出
機
構
の
理
論
モ
デ
ル（
C
A
W
モ

デ
ル
）を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

※
小
久
保
氏
は
平
成
25
年
11
月
に
も
、

本
部
例
会
で
講
演
さ
れ
、
世
界
の
サ
イ

研
究
と
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た
念
力
の

生
物
物
理
学
的
研
究
等
の
お
話
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
回
サ
イ
研
究
の
重
要

テ
ー
マ
で
あ
る
「
マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象

の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
」に
つ
い
て
、
分

今
月
号
の
記
事

◎�

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎�

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ
（
発
表

者
募
集
中
）

◎
第
28
回
全
国
大
会
会
員
発
表
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
六
月
七
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
ご
挨
拶

◎�

第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
37
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
30
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
三
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
三
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
実
験
値
が
示
す
サ
イ（
気
）の
性
質
Ⅰ

◎
水
と
サ
イ
科
学

か
り
や
す
く
詳
細
に
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加
願
い

ま
す
。

◎
小
久
保
秀
之
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
生
。
名
古
屋
大
学
理
学

部
物
理
学
科
卒
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放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
客
員
協
力
研

究
員
、
国
際
総
合
研
究
機
構
研
究
部
長

を
経
て
、現
在
は
明
治
大
学
兼
任
講
師
。

専
門
は
超
心
理
学
と
気
功
研
究
。
人

体
科
学
会
、
国
際
生
命
情
報
科
学
会
、

N
euroQ

uantology
な
ど
の
理
事
・
編

集
委
員
も
務
め
て
い
る
。

http://kokubo.cool.coocan.jp/

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※�

五
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
五
月
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

研
究
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
四
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
一
千
円
也　

久
保
田
昌
治　

様

金
二
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

河
野　

明
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
回
通
常
総
会
出
欠
用
（
正
会
員
・

維
持
会
員
）
も
兼
ね
た
会
員
全
員
に
ハ

ガ
キ
を
同
封
致
し
ま
し
た
が
、
可
能
で

あ
れ
ば
、
そ
こ
に
パ
ソ
コ
ン
用
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
と
携
帯
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

と
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
へ
の
登
録
希
望

の
可
否
を
記
入
し
て
返
送
願
い
ま
す
。

M
L（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
?

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関
わ

る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
を
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
M
L
に
登

録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
M
L
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
日
本
サ
イ
科

学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

に
返
信
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
元
年
7
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
）。
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ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
１
９
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
28
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
14
日（
月
・
祝
日
）

に
北
と
ぴ
あ
第
1
研
修
室
に
於
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー
マ
：
ヒ
ー
リ
ン
グ

&
セ
ラ
ピ
ー
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
8
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

御
世
替
わ
り
以
降
の
日
本
、
世
界

～
ど
う
な
る
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

日
時　

令
和
元
年
5
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
2
会
議
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ク
の
現い

代ま

～
Ｐ
Ｐ
Ｋ
背
骨
健
康
法
～

　
　
　
　

講
師　

中
垣　

光
市�

氏

日
時　

令
和
元
年
6
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

孝
明
天
皇
は
切
紙
神
示
で
太
平
洋
戦

争
を
予
言
し
た　

～
誰
も
知
ら
な
い

幕
末
維
新
の
真
実
と
出
口
王
仁
三
郎

　
　
　
　

講
師　

出
口　

恒�

氏

日
時　

令
和
元
年
7
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ



　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�
三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
は
新
年
度
４

月
よ
り
、
会
長
と
事
務
局
の
退
任
と
新

会
長
、
事
務
局
の
就
任
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
会
長
お
二
人
の
ご
挨
拶
を
掲
載

致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
の
河
野

明
夫
で
す
。
今
回
、
私
は
会
長
を
辞
任

し
、
和
田
副
会
長
に
会
長
を
お
願
い
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
初
代
会
長

木
村
六
郎
氏
の
後
を
受
け
て
平
成
5
年

か
ら
会
長
を
約
25
年
務
め
ま
し
た
。
こ

の
間
、
東
京
本
部
か
ら
も
含
め
多
く
の

方
々
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
中

で
も
故
関
会
長
に
は
世
田
谷
の
自
宅
で

の
統
合
科
学
大
学
講
座
の
内
容
を
含
め

10
回
以
上
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
和
田
会
長
は
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
権

威
で
も
あ
り
、
サ
イ
科
学
に
必
要
な
ひ

ら
め
き
も
あ
り
ま
す
。
す
で
に
会
場
の

変
更
を
実
施
し
、
事
務
局
を
整
備
し
、

分
科
会
や
会
員
発
表
の
場
も
設
け
ま
し

た
。
今
後
私
も
こ
の
場
を
生
か
し
て
関

先
生
の
資
料
等
を
改
め
て
見
直
し
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

高
幸

新
年
度
の
４
月
、「
令
和
」へ
の
御
代

替
わ
り
、
桜
花
ほ
こ
ろ
ぶ
季
節
に
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
長
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
き
び
し
い
時
代

と
な
り
、
行
き
届
か
な
い
点
も
多
々
あ

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会（
旧
日
本
Ｐ
Ｓ
学

会
）の
大
阪（
当
時
木
村
六
郎
副
会
長
＝

故
人
）
で
は
、
設
立
後
か
ら
の
お
つ
き

あ
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
本
業（
産

経
新
聞
社
勤
務
）
に
追
わ
れ
、
会
員
を

は
な
れ
た
空
白
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
研
究
集
会
で
講
演
さ
せ
て
い

た
だ
く
な
ど
旧
知
の
皆
様
方
と
接
触
す

る
機
会
も
あ
り
、
ま
た
近
年
は
従
来
の

生
活
ス
タ
イ
ル
が
一
変
し
て
、
こ
れ
が

ご
縁
を
つ
な
ぐ
動
機
づ
け
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
参
考
ま
で
に
、
拙
著
、
論
文
の
い

く
つ
か
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
秘
密
～
日

本
の
近
未
来
戦
略
」「
未
知
の
彼
方
へ
～

神
秘
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
集
」「
直
観
と
環
境

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
言
霊
予
知
術
」「
生

命
観
の
確
立
に
果
た
す
音
の
作
用
と
意

識
へ
の
影
響
に
つ
い
て
～
言
霊
の
解
明

と
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
応
用
」「
音
楽
療
法

概
論
」「Lighting�A

ssociated�w
ith�

U
FO

�Phenom
ena

」（SSE

）ほ
か
。

関
西
Ｐ
Ｓ
Ｉ
で
は
、
変
化
す
る
時
代

の
ニ
ー
ズ
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
会
員

の
皆
様
方
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る

よ
う
、
で
き
る
限
り
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
。
こ
ん
ご
と
も
お
力
添
え
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

令
和
元
年
5
月
12
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階　

第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

天
運
に
導
か
れ
る
!

「
ひ
ら
め
き
を
受
け
る
に
は
」

　
　
　

講
師　

小
林　

信
正�

氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

内
容
紹
介

私
は
湯
川
秀
樹
博
士
か
ら
「
ひ
ら
め

き
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
好
奇
心

を
抱
き
、
そ
の
不
思
議
さ
の
究
明
に
長

年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
超
感
覚
的
知
覚
」（
E
S
P
）
と
い

う
不
思
議
な
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ひ

ら
め
き
」
と
い
う
も
の
に
た
ど
り
着
き
、

● ❹●



人
は
誰
で
も
超
常
能
力
を
潜
在
的
に
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

先
行
き
不
透
明
な
現
代
社
会
に
お
い

て
、
先
見
の
明
や
創
造
力
、
そ
し
て
天

運
を
も
導
く
「
ひ
ら
め
き
」
を
授
か
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
の
存

在
と
意
義
、
さ
ら
に
は
「
ひ
ら
め
き
」

を
得
る
た
め
の
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
。
T
V
局
勤
務
、
チ
ー

フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
部
長
と
し
て
多

数
の
番
組
制
作
に
長
年
携
わ
る
。
退
社

後
、
T
V
制
作
会
社
の
代
表
取
締
役
。

大
学
、
企
業
研
修
の
講
師
。
特
異
能
力

研
究
所
代
表
と
し
て
意
識
と
超
能
力
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
精
神
文
化
研
究
会
主
宰
。
公
益

財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
元
常
任

理
事
。
著
書
に
「
神
社
仏
閣
50
選
」「
ご

利
益
さ
ま
」「
ひ
ら
め
き
」ほ
か
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
37
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
13
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
令
和
と
宇
宙
交
信
」

日
時　

令
和
元
年
7
月
14
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治

癒
に
導
く�

未
来
の
医
学

「
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
」

　
　
　
　

講
師　

由
井　

寅
子�

氏

強
い
思
い
で
あ
る
感
情
を
抑
圧
す
る

と
、
潜
在
意
識
に
沈
み
込
ん
で
い
き
ま

す
。
弟
が
い
る
こ
と
で
自
分
は
愛
さ
れ

な
い
と
思
う
こ
と
は
苦
し
い
か
ら
で
す
。

そ
れ
で
肩
こ
り
に
な
っ
た
り
、
偏
頭
痛

に
な
っ
た
り
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
が
潜
在
意
識
に
落
っ
こ
ち
た
心
の

感
情
の
抑
圧
で
、
そ
の
結
果
、
体
が
犠

牲
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

未
解
決
な
感
情
の
こ
と
を
「
イ
ン
ナ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
」と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
意
識
的
に
つ
ら
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
否
定
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
、
そ
れ
と
向
き
合
い
、

「
あ
の
と
き
は
つ
ら
か
っ
た
な
あ
」
と

か
、「
あ
の
と
き
は
本
当
に
自
分
は
死
の

う
と
思
っ
た
な
あ
」
と
か
、
そ
う
い
う

ふ
う
に
自
分
を
慰
め
た
り
、
愛
し
て
あ

げ
な
い
限
り
、
こ
の「
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
」
は
癒
え
る
こ
と
な
い
の
で
す
。

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
と
い
う
の
は
、

心
の
慢
性
病
で
す
。

私
達
の
心
は
、
潜
在
意
識
に
沈
ん
だ

膨
大
な
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の
集
合

体
で
す
。
そ
し
て
同
種
の
出
来
事
で
共

鳴
し
ま
す
。
子
供
の
頃
の
未
解
決
な
感

情
を
現
代
の
出
来
事
に
投
影
し
、
急
性

症
状
が
生
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
子
供
の

頃
に
お
母
さ
ん
に
愛
さ
れ
な
か
っ
た
、

愛
さ
れ
た
い
と
い
う
「
悲
し
み
の
イ
ン

ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
」
が
あ
る
と
、
今
の

彼
氏
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
冷
た
く
さ
れ
る

と
、
悲
し
く
て
寂
し
く
て
死
ん
で
し
ま

い
た
く
な
り
ま
す
。
子
供
の
頃
、
も
う

既
に
お
母
さ
ん
に
失
恋
し
て
い
ま
す
か

ら
ね
。
彼
氏
に
も
失
恋
す
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
恐
れ
る
わ
け
で
す
。

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
は
抑
圧
さ
れ

た
感
情
だ
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
こ
に
は
こ
う
し
た
い
と
い
う
意
志
、

こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
価
値
観
を
含
ん

で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
と
い
う
の
は
、
正
確
に
は
自
分

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
、
独
立
し
た
意
志
、

魂
と
心
を
も
っ
た
も
う
一
つ
の
自
分
な

の
で
す
。

私
の
場
合
、
ト
ラ
ッ
ク
5
杯
分
位
、

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
が
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
そ
れ
を
癒
や
す
の
は
本
当
に
大

変
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
母
の
お

腹
に
い
た
3
カ
月
の
と
き
に
父
が
死
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
貧
乏
人
で
し
た
か

ら
、「
お
ま
え
を
殺
そ
う
と
思
っ
た
け
れ

ど
も
死
な
な
か
っ
た
。
堕
ろ
す
た
め
の

病
院
も
無
か
っ
た
か
ら
、
産
む
し
か
な

か
っ
た
。
お
ま
え
は
い
ら
ん
子
だ
、
い

ら
ん
子
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
本
当
に
つ

ら
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
こ
の
「
い

ら
ん
子
」
の
私
を
、
自
分
自
身
が
愛
し

て
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
を
癒
や
し

●❺ ●



て
い
っ
て
、
や
っ
と
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
、

と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
ま
た
何
か
出
来
事
が
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
感
情
が
未
解
決
な
ま

ま
あ
る
よ
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
に
対
し
て

は
有
り
難
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
ね
。
出
来
事
が
あ
っ
て
、
悲
し
く

な
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
こ
の
感
情
は

今
の
感
情
で
は
な
く
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
の
昔
の
感
情
で
あ
る
と
、
分
離

し
ま
し
ょ
う
。
今
の
感
情
を
出
さ
せ
て
、

同
じ
よ
う
な
体
験
が
過
去
に
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
出
す
の
で
す
。

上
司
か
ら
「
君
は
何
だ
、
コ
ピ
ー
も
出

来
な
い
の
か
」
と
言
わ
れ
て
、
も
の
す

ご
く
上
司
に
対
し
て
腹
が
立
っ
た
り
悲

し
く
な
っ
た
と
き
に
、
例
え
ば
お
父

さ
ん
か
ら
「
ダ
メ
ダ
メ
」
と
言
わ
れ
て
、

お
父
さ
ん
に
対
し
て
腹
が
立
っ
た
り
悲

し
く
な
っ
た
の
を
投
影
し
て
い
る
だ
け

で
す
。

で
す
か
ら
こ
の
よ
う
な
未
解
決
な
心

の
慢
性
病
が
浮
上
し
て
初
め
て
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
上
司
は
有
り
難

い
存
在
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、

「
そ
ん
な
に
お
父
さ
ん
、
バ
リ
バ
リ
怒
ら

な
く
て
も
よ
か
っ
た
で
し
ょ
、
も
っ
と

分
か
り
や
す
く
教
え
て
ち
ょ
う
だ
い
よ
」

と
言
っ
て
あ
げ
て
、
自
分
を
慰
め
て
ほ

し
い
わ
け
で
す
。

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
は
感
情
の
抑

圧
で
し
た
か
ら
、
感
情
を
表
現
さ
せ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。「
ど
う
し
た
か
っ
た

の
?
」、「
ど
う
痛
か
っ
た
の
?
」、「
ど

う
言
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
、
あ
の

と
き
は
?
」
と
聞
く
と
、「
お
兄
さ
ん
み

た
い
に
愛
さ
れ
た
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と

か
、「
弟
み
た
い
に
愛
さ
れ
た
か
っ
た
ん

だ
よ
」
と
い
う
の
が
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
て
そ
の
願
い
を
叶
え
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

イ
メ
ー
ジ
で
お
母
さ
ん
を
登
場
さ
せ

て
、「
い
つ
も
我
慢
さ
せ
て
ご
め
ん
ね
、

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
ば
っ
か
り

言
っ
て
、
ご
め
ん
ね
。
さ
あ
こ
っ
ち
に

お
い
で
」
と
言
っ
て
、
抱
き
し
め
て
く

れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

イ
メ
ー
ジ
だ
か
ら
何
で
も
で
き
ま
す

よ
。「
寂
し
か
っ
た
よ
、
愛
し
て
ほ
し
か

っ
た
よ
」と
、
本
音
で
母
親
に
甘
え
ま
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
イ
ン
ナ

ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の
癒
や
し
で
す
。
自
分

が
自
分
自
身
を
慰
め
、
癒
や
す
の
で
す
。

こ
れ
は
大
切
な
作
業
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
は「
愛
さ
れ
る
こ
と
は
、
善
」

と
い
う
こ
の
世
的
な
価
値
観
を
も
っ
て

い
ま
す
。
伝
世
の
価
値
観
は
「
愛
す
る

こ
と
が
善
」
な
ん
で
す
ね
。
愛
さ
れ
な

く
て
も
い
い
ん
で
す
ね
。
で
も
子
供
の

場
合
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
大
人
に

な
っ
た
ら
ね
、
も
う
別
に
親
に
愛
さ
れ

な
く
て
も
死
に
は
し
ま
せ
ん
。
自
分
で

食
べ
て
い
け
る
か
ら
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
に
小
さ
い
頃
の
未
解
決
な

感
情
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
思
い
出

し
て
、
自
分
自
身
を
励
ま
し
、
い
た
わ

り
、
愛
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
想
い
が
叶
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
お
ま
え
は
何
も
出
来
な
い
な
あ
、

大
学
出
て
も
こ
れ
す
ら
出
来
な
い
の
か
」

と
上
司
に
言
わ
れ
た
と
き
に
、
自
分
が

過
去
に
我
慢
し
た
こ
と
は
な
い
か
、
怒

り
を
抑
圧
し
た
こ
と
は
な
い
か
?�

と

い
う
こ
と
を
、
同
じ
よ
う
な
状
況
で
、

怒
り
た
か
っ
た
け
ど
、
怒
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
な
い
か
、
と
い
う
の
を
思
い
出

し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
ま
せ
ん
と
、
ど

ん
ど
ん
上
司
が
嫌
い
に
な
っ
て
、
会
社

を
辞
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
弟
は
よ
く
出
来
る
の
に
、
お
ま
え

は
だ
め
だ
な
あ
」
と
親
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、「
あ
の
と
き
は
そ

う
言
わ
れ
て
、
腹
が
立
っ
た
よ
ね
、
怒

り
た
か
っ
た
よ
ね
、
我
慢
し
た
の
は
偉

か
っ
た
ね
」
と
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。「
も
う
我
慢
し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
、

怒
っ
て
い
い
ん
だ
よ
、
言
い
た
い
だ
け

言
っ
て
ご
ら
ん
」、「
お
ま
え
に
は
厳
し

か
っ
た
な
あ
、
悪
か
っ
た
な
あ
」
と
お

父
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を

描
い
て
く
だ
さ
い
。

本
当
に
自
分
は
上
司
が
言
っ
て
い
る

よ
う
な
、
ダ
メ
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
を
癒
や

し
て
初
め
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ダ
メ
さ
加

減
の
自
分
も
許
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
自
分
の
ダ
メ
さ
加
減
を
受

け
入
れ
る
と
自
然
に
涙
が
出
ま
す
。「
こ

れ
す
ら
で
き
な
い
の
か
、
俺
は
」
と
思

う
で
し
ょ
う
ね
。「
そ
こ
に
は
優
秀
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
の
世
的

価
値
観
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
泣
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
外
れ
て
い
き
ま
す
。

　

君
が
優
秀
で
な
く
て
も
、
君
が
ハ
ン
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サ
ム
で
な
く
て
も
、
君
が
稼
が
な
く
て

も
、
神
様
、
仏
様
は
全
然
厭
い
ま
せ
ん
。

君
が
愛
さ
な
い
と
困
る
ん
で
す
。
自
然

を
破
壊
す
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
の

世
的
価
値
観
は
神
様
、
仏
様
に
と
っ
て

み
る
と
、
何
て
い
う
こ
と
は
な
い
こ
と

な
ん
で
す
よ
。
君
が
自
分
自
身
を
愛
し
、

人
を
愛
し
、
み
ん
な
を
愛
し
、
万
物
を

愛
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
最
も
大
切
な
こ

と
な
ん
で
す
。
愛
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
は
ず
で
す
。

※�

こ
の
後
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の

患
者
さ
ん
達
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像

が
紹
介
さ
れ
る
。

日
本
人
が
難
病
が
多
か
っ
た
理
由
と

い
う
の
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

医
原
病
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
次

に
食
原
病
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、

次
に
心
の
道
徳
観
に
縛
ら
れ
て
、
感
情

を
出
せ
な
い
と
い
う
の
が
、
問
題
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
イ
ン
ナ
ー
チ

ャ
イ
ル
ド
と
言
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ

に
対
し
て
癒
や
し
を
や
っ
て
い
く
、
食

事
は
自
然
農
の
も
の
を
食
べ
て
い
く
、

な
る
べ
く
要
り
も
し
な
い
薬
は
摂
ら
な

い
と
い
う
こ
と
、
自
己
治
癒
力
を
使
っ

て
自
ら
健
康
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
や

っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
中
に
ホ
メ
オ
パ
シ

ー
の
ホ
ー
ム
キ
ッ
ト
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
熱
に
も
、
下
痢
に
も
、
試

験
に
す
べ
っ
た
悲
し
み
に
も
、
失
恋
の

悲
し
み
に
も
合
う
レ
メ
デ
ィ
が
入
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
使
い
く
だ
さ

い
。そ

れ
で
は
難
病
が
多
い
原
因
と
し
て

魂
の
問
題
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
世
的
価
値
観
（
道
徳
）
に

縛
ら
れ
て
、
自
分
が
本
当
に
何
を
望
ん

で
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
、
道
徳
に
よ
っ
て
生
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
非
常
に

苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
々
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
が
本
当
に
望
む
こ

と
は
何
か
、
そ
れ
に
正
直
に
従
っ
て
生

き
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

信
仰
心
を
失
い
、
何
が
大
切
な
の
か

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
、
今
の

日
本
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
愛
さ
れ

る
こ
と
や
東
大
に
行
く
こ
と
、
優
秀
な

こ
と
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
、
そ
れ
が
本

当
に
大
切
で
大
切
で
最
も
大
切
な
こ
と

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
一
度
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
も
大
切
な
の
は
、
神
仏
へ
の
畏
敬

の
念
、
尊
敬
の
念
、
感
謝
の
念
、
そ
し

て
自
分
と
人
と
万
物
へ
の
愛
と
感
謝
、

他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
、
こ
れ
が
最

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

魂
を
汚
し
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
世

的
価
値
観
だ
け
で
は
な
い
で
す
。
イ
ン

ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
も
、
魂
の
周
り
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
べ
っ
た
り
と
張
り
付
い

て
い
ま
す
。
魂
と
い
う
の
は
、
分
霊（
わ

け
み
た
ま
）
と
古
神
道
で
書
い
て
あ
り

ま
す
。
神
様
の
分
霊
（
わ
け
み
た
ま
）

で
私
達
に
魂
を
付
与
し
て
く
れ
、
そ
し

て
魂
の
宿
題
を
せ
ん
が
た
め
に
こ
の
世

に
来
る
と
古
神
道
に
は
書
い
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
せ
ん
が
た
め
に
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
身
体
を
造
っ
て
く
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
魂
の
宿
題
は
、
執
着
と

か
欲
と
か
カ
ル
マ
と
か
捨
て
て
い
か
な

け
れ
ば
、
何
の
た
め
に
生
ま
れ
た
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
「
自
分
は
だ
め

だ
」
と
か
、「
自
分
は
く
ず
だ
」
と
か
、

「
自
分
は
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
か
、

そ
う
や
っ
て
自
分
自
身
を
責
め
る
、
こ

う
い
う
こ
と
が
終
わ
ら
な
い
限
り
、
心

の
苦
し
み
は
重
い
心
に
な
っ
て
、
魂
に

へ
ば
り
つ
い
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
の

よ
う
な
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
を
ど
ん

ど
ん
癒
や
し
て
、
軽
く
楽
に
生
き
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。　

も
う
一
つ
魂
を
汚
し
て
い
る
も
の
は
、

カ
ル
マ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
間

違
え
た
価
値
観
か
ら
は
、
間
違
え
た
行

動
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
間
違
え
た
行
動

と
い
う
も
の
が
、
魂
を
汚
し
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。
こ
れ
を
カ
ル
マ
、
業
（
ご

う
）
と
い
い
ま
す
。
こ
の
カ
ル
マ
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
に
、
何
回
も
何
回
も

生
ま
れ
変
わ
る
。
過
去
に
自
分
が
し
た

こ
と
の
結
果
を
今
世
で
受
け
る
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
、
万
物
平
等
と
い
い
ま

す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
前
世
、
今
世
、
来

世
に
お
い
て
、
平
等
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
今
世
は
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な

い
か
」
と
よ
く
言
う
人
が
い
ま
す
け
れ

ど
、
来
世
が
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
前
世
で
人
を
殴
っ
た
人
は
、
今

世
で
殴
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
き
な
カ
ル
マ
は
子
孫
に
も
影
響
を

及
ば
し
ま
す
。
未
解
決
な
感
情
が
あ
る

と
、
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
も
い
ろ

ん
な
人
に
投
影
し
、
そ
の
抑
圧
し
た
感

情
が
吹
き
出
て
、
悪
し
き
行
為
を
繰
り

返
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
イ
ン
ナ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
未

解
決
な
小
さ
い
頃
の
こ
の
よ
う
な
感
情

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
悪
い
カ
ル
マ

を
造
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
カ
ル
マ
を

作
ら
な
い
た
め
に
も
、
自
分
自
身
を
自

分
が
愛
し
、
癒
や
す
こ
と
が
と
て
も
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
す
。

（
終
わ
り
）
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第
四
三
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

旧
約
聖
書
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」

に
秘
め
ら
れ
た
真
実

　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一�

氏

と
き
：
平
成
31
年
1
月
19
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

1
9
2
2
年
、
エ
ジ
プ
ト
で
世
紀
の

発
見
が
カ
ー
ナ
ボ
ン
卿
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
。
そ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
新
王
朝
時
代
、

い
ま
か
ら
約
3
3
0
0
年
ぐ
ら
い
前
の

少
年
王
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
手
つ
か
ず

の
墓
。
は
じ
め
は
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た

黄
金
の
マ
ス
ク
に
人
々
の
注
目
が
集
ま

っ
た
が
、
徐
々
に
壁
面
に
描
か
れ
た
絵

や
文
字
に
研
究
者
た
ち
の
熱
い
視
線
が

注
が
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
エ
ジ
プ

ト
史
上
で
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の

名
は
神
父
ア
イ
。

17
歳
で
夭
折
し
た
若
き
フ
ァ
ラ
オ
の

口
開
け
の
儀
式
を
神
父
ア
イ
が
行
っ
て

い
る
絵
が
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
た
。
口

開
け
の
儀
式
と
は
、
フ
ァ
ラ
オ
が
亡
く

な
っ
て
別
の
世
界
で
息
を
吹
き
返
し
、

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
時
代
に
最
も
影
響
力
の
あ
る
人
物

が
亡
き
フ
ァ
ラ
オ
に
対
し
て
行
う
儀
式

だ
。
そ
れ
を
神
父
ア
イ
が
や
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
が
亡

く
な
っ
た
紀
元
前
1
3
4
0
年
ご
ろ
、

エ
ジ
プ
ト
で
も
っ
と
も
尊
敬
さ
れ
、
力

を
も
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

旧
約
聖
書
を
注
意
深
く
み
れ
ば
、
そ

の
舞
台
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
こ
ろ
の
エ

ジ
プ
ト
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
旧
約

聖
書
に
よ
れ
ば
、
ア
ダ
ム
か
ら
始
ま
り
、

ノ
ア
の
大
洪
水
を
生
き
延
び
た
ノ
ア
一

族
の
子
孫
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
シ
ュ
メ
ー

ル
の
ウ
ル
を
神
に
導
か
れ
て
出
発
し
約

束
の
地
カ
ナ
ン
に
着
く
が
飢
饉
が
ひ
ど

か
っ
た
た
め
エ
ジ
プ
ト
に
向
か
い
、
そ

こ
で
4
3
0
年
も
の
間
、
フ
ァ
ラ
オ
の

圧
制
の
も
と
、
重
労
働
を
強
い
ら
れ
、

最
後
に
は
耐
え
き
れ
ず
に
、
モ
ー
ゼ
に

率
い
ら
れ
て
エ
ジ
プ
ト
軍
を
う
ま
く
ま

い
て
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
、
艱
難
辛
苦

の
40
年
の
旅
を
経
て
約
束
の
地
カ
ナ
ン

に
舞
い
戻
る
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

し
か
し
、
今
に
至
る
ま
で
、
ユ
ダ
ヤ

人
と
呼
ば
れ
る
遊
牧
民
族
が
4
3
0
年

も
の
間
、
エ
ジ
プ
ト
に
い
た
と
い
う
考

古
学
的
証
拠
は
ひ
と
つ
も
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
初

代
族
長
と
さ
れ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
や
そ
の

子
孫
の
痕
跡
も
、
彼
ら
の
出
身
地
と
さ

れ
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
地
方
の
発
掘
を
も

っ
て
し
て
も
何
の
痕
跡
も
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。
い
っ
た
い
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
は

何
者
な
の
か
?

実
は
、
こ
れ
に
対
す
る
答
え
が
ツ

タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
墓
か
ら
得
ら
れ
る
の

だ
！�

旧
約
聖
書
の
出
エ
ジ
プ
ト
に
出
て

く
る
フ
ァ
ラ
オ
は
名
を
名
乗
ら
な
い
。

「
フ
ァ
ラ
オ
」と
し
て
し
か
語
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
ユ
ダ
ヤ
人
の
出
エ
ジ
プ
ト
を
最

終
的
に
は
許
し
た
フ
ァ
ラ
オ
も
特
定
で

き
て
い
な
い
の
だ
。
数
々
の
映
画
で
は

そ
れ
は
、
モ
ー
ゼ
と
兄
弟
同
然
に
育
っ

た
ラ
ム
セ
ス
2
世
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
は
、
モ
ー
ゼ
の
実
在
も
な
ん
ら
証
明

さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。
い
っ
た
い
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？�

ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
、
旧
約
聖
書
に
は
大
い
な
る
秘

密
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
?�

世
紀
の
発

見
で
あ
る
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
王
墓
の

発
見
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
事
実
が
あ
る
。

壁
面
に
描
か
れ
た
当
時
最
大
の
エ
ジ

プ
ト
の
実
力
者
で
あ
っ
た
神
父
ア
イ
は
、

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
父
で
あ
る
ア
メ
ン

ホ
テ
プ
4
世
、
別
名
イ
ク
ナ
ト
ン
が
そ

の
治
世
に
お
い
て
、
こ
の
地
球
上
で
初

め
て
一
神
教
を
起
こ
し
た
と
き
、
そ
れ

に
加
担
し
た
。
新
し
い
都
ア
マ
ル
ナ
を

建
設
し
、
そ
こ
に
、
多
神
教
か
ら
太
陽

神
ア
テ
ン
だ
け
を
信
仰
す
る
一
神
教
に

強
制
的
に
改
宗
さ
せ
た
神
官
と
そ
の
一

族
が
そ
こ
に
移
り
住
ん
だ
。

当
初
は
う
ま
く
い
く
か
に
み
え
た
そ

の
政
策
も
イ
ク
ナ
ト
ン
の
死
と
と
も
に

頓
挫
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
エ
ジ
プ

ト
は
根
強
い
多
神
教
派
と
改
宗
し
た
一

神
教
派
の
宗
教
戦
争
と
な
り
亡
国
の
危

機
を
迎
え
て
し
ま
う
。
そ
う
危
惧
し
た

当
時
の
最
大
の
実
力
者
で
あ
り
、
一
神

教
徒
か
ら
も
多
神
教
徒
か
ら
も
慕
わ
れ

て
い
た
神
父
ア
イ
は
、
イ
ク
ナ
ト
ン
の

あ
と
を
継
い
だ
若
き
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン

王
の
摂
政
と
し
て
、
一
大
改
革
に
乗
り

出
し
た
。
つ
ま
り
、
エ
ジ
プ
ト
を
不
幸

に
す
る
一
神
教
を
廃
止
し
、
多
神
教
に

戻
す
。
そ
し
て
、
一
神
教
に
改
宗
し
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
を
エ
ジ
プ
ト
北
部
の

領
土
で
あ
る
カ
ナ
ン
に
強
制
移
住
さ
せ
、

そ
こ
で
の
安
全
で
快
適
な
生
活
を
保
証

し
た
。
そ
の
時
に
ア
マ
ル
ナ
か
ら
カ
ナ

ン
ま
で
の
道
の
り
を
護
衛
し
た
の
は
、

ア
イ
の
忠
実
な
部
下
で
あ
り
将
軍
だ
っ

た
ホ
ル
エ
ン
へ
ブ
と
ラ
ム
セ
ス
だ
っ
た
。

ふ
た
り
は
の
ち
に
フ
ァ
ラ
オ
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
エ
ジ
プ
ト
に
は
再
び
平
和

が
訪
れ
た
が
、
カ
ナ
ン
は
そ
れ
か
ら
数

百
年
後
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
占
領
さ
れ
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て
し
ま
う
。
そ
の
時
の
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア

の
最
大
の
敵
は
国
力
が
徐
々
に
下
り
坂

と
な
っ
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
だ
っ
た
。
そ

の
段
階
で
エ
ジ
プ
ト
は
カ
ナ
ン
に
移
住

し
た
一
神
教
の
エ
リ
ー
ト
神
官
た
ち
の

子
孫
の
安
全
を
保
障
す
る
力
は
な
か
っ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア

に
皆
殺
し
に
さ
れ
て
し
ま
う
危
機
を
抱

い
た
エ
ジ
プ
ト
の
一
神
教
徒
の
神
官
た

ち
は
、
一
計
を
案
じ
た
。
つ
ま
り
自
分

た
ち
は
エ
ジ
プ
ト
で
4
3
0
年
間
フ
ァ

ラ
オ
の
圧
制
の
も
と
、
強
制
労
働
を
課

せ
ら
れ
て
最
後
に
は
そ
こ
を
脱
出
し
た

ユ
ダ
ヤ
と
い
う
遊
牧
民
族
で
あ
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
ぎ
だ
し
た
の
だ
。

そ
れ
が
旧
約
聖
書
と
な
り
、
以
降
数
千

年
の
時
を
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う

の
出
自
を
隠
し
通
し
て
き
た
。

し
か
し
1
9
2
2
年
の
ツ
タ
ン
カ
ー

メ
ン
の
王
墓
の
発
掘
に
よ
り
、
ユ
ダ
ヤ

人
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
の
本
当
の
ル
ー

ツ
、
つ
ま
り
、
彼
ら
は
古
代
エ
ジ
プ
ト

新
王
朝
の
イ
ク
ナ
ト
ン
の
治
世
下
に
一

神
教
に
改
心
し
た
誇
り
高
き
エ
リ
ー
ト

の
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
た
ち
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ア
ブ
ラ

ハ
ム
や
モ
ー
ゼ
は
架
空
の
存
在
だ
っ
た

の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
時
代
の
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
た
ち
の
墓
は
す
べ

て
見
つ
か
っ
て
い
る
の
に
、
同
時
代
に

エ
ジ
プ
ト
に
い
た
と
さ
れ
る
ア
ブ
ラ
ハ

ム
一
族
の
墓
は
い
ま
だ
に
ひ
と
つ
も
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
も
の
は
存

在
し
な
い
か
ら
だ
。

さ
ら
に
時
が
た
ち
、
古
代
エ
ジ
プ
ト

の
多
神
教
徒
た
ち
が
や
っ
て
き
た
日
本

列
島
に
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
た
ち
も
や
っ
て

き
て
、
共
生
し
は
じ
め
た
。
日
本
人
の

真
の
ル
ー
ツ
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
シ

ュ
メ
ー
ル
人
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
、
そ
し

て
多
神
教
時
代
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
で

あ
る
。
そ
こ
に
一
神
教
に
改
心
し
の
ち

に
自
ら
の
出
自
を
隠
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
と

い
う
あ
ら
た
な
人
種
を
創
造
し
た
人
た

ち
が
や
っ
て
き
た
。
彼
ら
の
本
拠
地
は

出
雲
だ
っ
た
。
日
本
の
二
大
聖
地
で
あ

る
伊
勢
と
出
雲
。
伊
勢
は
も
と
も
と
シ

ュ
メ
ー
ル
系
で
あ
り
、
風
神
エ
ン
リ
ル

を
祀
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
出
雲
が
も

と
も
と
エ
ジ
プ
ト
系
の
地
上
神
ゲ
ブ
を

祀
っ
て
い
た
。
日
本
と
い
う
の
は
、
古

代
シ
ュ
メ
ー
ル
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
が
縦

横
に
交
わ
っ
て
で
き
た
文
明
国
家
な
の

で
あ
る
。

◎
坂
井
洋
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
28
年
茨
城
県
日
立
市
生
ま
れ
。

慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
松
竹
や

ギ
ャ
ガ
な
ど
大
手
映
画
会
社
で
勤
務
。

映
画
製
作
や
買
い
付
け
で
活
躍
す
る
か

た
わ
ら
、
作
詞
作
曲
家
と
し
て
も
、
日

本
を
代
表
す
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
小
田

裕
一
郎
氏
に
師
事
し
、
数
多
く
の
歌
手

に
作
品
を
提
供
。
近
年
は
日
本
の
隠
さ

れ
た
古
代
史
に
興
味
を
も
ち
、
歴
史
言

語
学
の
観
点
か
ら
日
本
の
始
ま
り
は
世

界
最
古
の
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
に
遡
る
と

提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
古
来
の

和
歌
や
祝
詞
に
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
、
コ

ト
ダ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
い
う
日
本
発

の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
世
界
発
信
を

目
指
し
て
い
る
。

著
書
に「
日
本
の
始
ま
り
は
シ
ュ
メ

ー
ル
」定
価（
1
8
1
5
円
+
税
）、「
坂

井
洋
一
の
ワ
ク
ワ
ク
超
古
代
史
セ
ミ
ナ

ー
」（
1
8
1
5
円
+
税
）
い
ず
れ
も
ヒ

カ
ル
ラ
ン
ド
、
が
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
19
名
、
計
30
名
で
あ
っ
た
。

第
四
三
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

人
生
の
航
海
図
～
イ
ン
ド
占
星
術

で
見
え
る
こ
と
～

　
　
　
　

講
師　

金
子　

栄
子�

氏

と
き
：
平
成
31
年
2
月
16
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

イ
ン
ド
占
星
術
は
ジ
ョ
ー
テ
ィ
シ
ュ

と
言
い
「
光
の
科
学
」
と
い
う
意
味
で

す
。
そ
の
的
中
率
は
高
く
、
人
生
の
航

海
図
と
し
て
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

　

イ
ン
ド
占
星
術
の
起
源
は
紀
元
前
数

千
年
前
と
も
数
万
年
前
と
も
言
わ
れ
、

聖
仙
（
リ
シ
）
が
こ
の
世
に
下
ろ
し
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ（
古
代
か
ら
の
知
識
）

を
ま
と
め
体
系
づ
け
編
纂
さ
れ
た
の
は

紀
元
前
1
5
0
0
年
～
5
0
0
年
頃
と

言
わ
れ
、
現
存
す
る
最
古
の
文
献
の
中

に
イ
ン
ド
占
星
術
も
含
ま
れ
ま
す
。
イ

ン
ド
占
星
術
は
代
々
、
口
伝
の
一
子
相

伝
、
も
っ
と
も
資
質
の
あ
る
者
だ
け
に

そ
の
知
識
を
受
け
継
が
せ
て
き
ま
し
た
。

伝
統
的
な
知
識
の
リ
レ
ー
、
継
承
を
パ

ラ
ン
パ
ラ
と
い
い
、
カ
ー
ス
ト
最
高
位
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の
バ
ラ
モ
ン
や
そ
れ
に
次
ぐ
身
分
の
者

が
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、
現
在
に
お
い
て
、
も
し
パ
ラ

ン
パ
ラ
や
そ
の
系
統
を
名
乗
る
者
が
い

た
ら
眉
に
つ
ば
を
つ
け
て
話
を
聞
い
て

く
だ
さ
い
。
パ
ラ
ン
パ
ラ
の
伝
統
は
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
こ
と
ご
と
く
断

絶
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
生
は
過
去
生
か
ら
の
カ
ル
マ
（
行

為
）
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
今
の
生
で

発
露
す
る
良
い
こ
と
も
良
く
な
い
こ
と

も
、
過
去
生
で
の
行
い
（
カ
ル
マ
）
の

結
果
で
す
。
変
え
ら
れ
な
い
領
域
の
運

命
は
75
～
80
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り
は
自

由
意
志
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
用
語
の
日
本
語
表
記

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
由
来
、
ヒ
ン
ズ

ー
語
由
来
、
英
語
由
来
等
が
あ
り
、
同

じ
も
の
を
指
し
て
い
る
の
に
様
々
な
呼

称
が
あ
り
、
学
習
者
を
混
乱
さ
せ
て
い

ま
す
が
こ
れ
は
慣
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。西

洋
占
星
術
を
か
じ
っ
た
人
の
中
に

は
、
こ
れ
は
使
え
る
、
と
言
い
、
ト
ラ

ン
ス
サ
タ
ニ
ア
ン
（
土
星
外
惑
星
の
天

王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
）
を
隠
し
味

の
よ
う
に
分
析
に
混
ぜ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
占
星
術
で
は

一
切
、
使
い
ま
せ
ん
。
使
う
必
要
が
無

い
か
ら
で
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
イ
ン
ド
占
星
術

が
初
め
て
の
参
加
者
向
け
に
基
本
的
な

事
柄
か
ら
お
話
し
し
ま
し
た
。
ま
ず
は

ど
な
た
も
知
っ
て
い
る
、
ま
た
誰
も
が

強
運
の
持
ち
主
と
認
め
る
エ
リ
ザ
ベ
ス

女
王
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
と
最
後
は
非
業

な
死
を
遂
げ
た
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
の

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
見
比
べ
、
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ
に
約
束
さ
れ
た
幸
運
や
持
っ
て
い
る

強
運
の
印
や
、
弱
点
、
そ
れ
が
い
つ
起

こ
る
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
は
生
ま
れ
た
と
き
に

王
位
継
承
権
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

1
9
3
6
年
、
10
歳
の
時
、
父
の
兄
で

あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
8
世
が
王
位
を
放
棄

し
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
父
が
王
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
1
9
5
3
年
6
月
即
位

以
来
、
今
に
至
る
ま
で
女
王
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
強
運
の
持
ち
主
で
す
。

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
は
農
村
に
生
ま

れ
、
戦
国
の
世
を
生
き
、
大
統
領
ま
で

に
上
り
つ
め
ま
し
た
が
、
最
後
は
捕
ら

え
ら
れ
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ
に
ど
う
出
て
い
る
の
か
を

お
話
し
し
ま
し
た
。

個
人
的
な
事
柄
（
結
婚
・
恋
愛
・
仕

事
・
学
業
・
健
康
・
金
運
・
引
越
等
）

を
み
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
単
位
を
み

る
マ
ン
デ
ー
ン
や
、
良
き
幸
先
を
切
る

日
時
を
選
ぶ
ム
フ
ル
タ
、
一
つ
の
出
来

事
に
つ
い
て
の
み
見
る
プ
ラ
シ
ュ
ナ
と

い
う
手
法
等
の
お
話
も
引
き
続
き
し
ま

し
た
。

事
業
を
興
す
、
開
店
、
結
婚
、
旅
行

出
発
に
ふ
さ
わ
し
い
日
時
を
選
ぶ
ム
フ

ル
タ
と
い
う
技
法
は
大
変
、
重
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
の
身
内
の
結
婚
に
際
し
、
結
婚
式

の
日
取
り
は
式
場
の
予
約
の
関
係
で
ど

う
に
も
で
き
ず
、
せ
め
て
入
籍
日
は
き

ち
ん
と
良
き
日
を
選
ぼ
う
と
、
特
別
に

イ
ン
ド
占
星
術
の
師
で
あ
る
清
水
先
生

に
ム
フ
ル
タ
で
見
立
て
て
も
ら
い
ま
し

た
。こ

れ
は
当
事
者
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
と

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
現
在
の
惑
星
配
置
）

を
照
ら
し
合
わ
せ
、
月
日
と
そ
の
日
の

ど
の
時
間
が
い
い
の
か
を
選
定
し
ま
す
。

身
内
の
入
籍
選
定
は
平
日
の
午
前
5

時
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
の
時
間
が
出
ま
し
た
。

現
実
で
は
そ
の
時
間
に
受
理
は
出
来
な

い
の
で
、
選
定
時
間
ぴ
っ
た
り
に
家
を

出
て
、
役
所
へ
向
か
う
よ
う
に
し
ま
し

た（
旅
行
出
発
も
こ
の
よ
う
に
で
き
ま

す
）。国

際
社
会
の
動
向
を
み
る
マ
ン
デ
ー

ン
で
は
国
単
位
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
か
ら
、

天
災（
気
象
）、
近
隣
諸
国
と
の
摩
擦
等

を
予
測
し
ま
す
。
マ
ン
デ
ー
ン
で
は
国

の
命
運
を
握
る
時
の
権
力
者
、
国
家
元

首
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
も
合
わ
せ
て
見
ま

す
。
日
本
な
ら
天
皇
さ
ま
の
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
や
時
の
首
相
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
、

も
う
一
つ
、
内
閣
成
立
時
の
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
も
合
わ
せ
て
み
ま
す
。

内
閣
成
立
時
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
は
政

権
が
ど
れ
だ
け
も
つ
か
見
る
の
に
大
変

に
重
要
で
す
。

1
9
4
7
年
7
月
、
イ
ギ
リ
ス
議
会

が
イ
ン
ド
独
立
法
を
可
決
す
る
と
、
そ

れ
を
受
け
て
同
年
8
月
15
日
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
徒
の
国
で
あ
る
イ
ン
ド
連
邦
と
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
国
で
あ
る
パ
キ
ス

タ
ン
に
分
離
独
立
と
い
う
形
と
な
り
、

2
0
0
年
に
及
ぶ
植
民
地
支
配
が
終
わ

り
を
告
げ
ま
し
た
。
1
9
4
7
年
8
月

15
日
イ
ン
ド
独
立
に
際
し
て
、
占
星
術

の
大
家
数
人
で
独
立
宣
言
の
最
適
な
時

間
を
検
討
し
、
宣
言
は
夜
中
と
な
り
ま

し
た（
こ
れ
は
ム
フ
ル
タ
で
す
）。
こ
の

時
、
さ
っ
さ
と
8
月
14
日
に
独
立
宣
言

し
た
パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ン
ド
は
国
の
誕

生
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
違
い
、
そ
の
後

の
国
情
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
生
時
間
が
は
っ
き
り
し
な
い
人
で

あ
っ
て
も
、
質
問
し
た
日
時
で
み
る
プ

ラ
シ
ュ
ナ
で
多
く
の
悩
み
を
解
決
で
き

ま
す
。
プ
ラ
シ
ュ
ナ
の
手
法
は
ど
ち
ら

を
選
ぶ
べ
き
か
？�

失
せ
物
は
出
て
く
る



●� ●

の
か
？�

こ
の
結
婚
を
進
め
て
良
い
か
？�

と
悩
め
る
時
に
使
え
ま
す
。
相
談
日
時

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
作
成
し
、
ベ
ス
ト

な
の
は
ど
ち
ら
な
の
か
、
失
せ
物
は
自

分
の
手
に
戻
る
か
、
結
婚
話
は
受
け
て

良
い
か
ど
う
か
の
答
え
を
導
き
出
し
ま

す
。
プ
ラ
シ
ュ
ナ
チ
ャ
ー
ト
の
有
効
期

限
は
1
年
と
な
り
ま
す
。

ご
自
分
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
作
ら
れ

る
、
清
水
俊
介
先
生
の
グ
ル
ー
プ
の
石

丸
氏
が
作
っ
た
無
料
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
作

成
ア
プ
リJyotish-O

N
E

（
ジ
ョ
ー
テ

ィ
シ
ュ
・
ワ
ン
）

https://jyotish-one.com
/

を
紹
介
が
て
ら
、
参
加
者
の
方
に
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
左
記
参
照

http://xn--dckxbb0dvii1m
.com

/
essay/jyotish_one_tem

poral_release

そ
の
つ
い
で
に
自
己
申
告
さ
れ
る
出

生
時
間
が
い
か
に
あ
や
ふ
や
か
と
い
う

お
話
も
少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

時
刻
修
正
が
必
要
に
な
る
場
合
が
多
い

の
で
す
。

時
刻
修
正
は
過
去
の
出
来
事
が
当
た

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
父
親
の
こ
と
、

母
親
の
こ
と
、
兄
弟
の
数
、
専
攻
し
た

学
業
や
子
ど
も
の
誕
生
等
、
客
観
的
に

変
え
よ
う
の
な
い
事
実
（
バ
イ
オ
フ
ァ

ク
ト
）を
元
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
特
徴
で
あ
る
ダ
シ

ャ
ー
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
あ
る
約
束
事
は
、
何

歳
く
ら
い
に
具
現
化
す
る
か
？�

は
、
ダ

シ
ャ
ー
と
い
う
星
回
り
で
み
ま
す
。

天
体（
3
6
0
度
）
を
13
度
20
分
で

区
切
っ
た
27
の
ナ
ク
シ
ャ
ト
ラ
ハ
ウ
ス

の
ど
こ
に
生
誕
時
の
月
が
あ
る
の
か
を

ま
ず
見
ま
す
。
ダ
シ
ャ
ー
は
特
定
の
惑

星
の
影
響
が
強
く
出
る
期
間
の
こ
と
で
、

生
ま
れ
た
時
の
月
の
位
置（
度
数
）か
ら

始
ま
る
の
で
出
生
時
間
は
正
確
さ
を
求

め
ら
れ
ま
す
。

運
命
の
時
の
流
れ
を
読
み
解
く
ダ
シ

ャ
ー
は
、
人
生
の
出
来
事
が
ダ
シ
ャ
ー

と
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
、
ダ
シ
ャ
ー
の
変
化
に
よ
り
人

は
ま
る
で
性
格
が
変
わ
っ
た
か
の
よ
う

な
流
れ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な

お
話
を
橋
本
ド
ク
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の

ダ
シ
ャ
ー
で
お
話
し
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
時
は
残
り
少
な
い
ラ
ー
ジ
ャ

ヨ
ー
ガ
の
土
星
期
ダ
シ
ャ
ー
を
過
ご
し
、

次
は
勉
学
が
出
来
る
ブ
ッ
ダ
ア
ジ
ィ
チ

ャ
ヤ
ヨ
ー
ガ
を
組
む
水
星
期
ダ
シ
ャ
ー

（
ち
ょ
う
ど
学
童
期
か
ら
大
学
ま
で
）、

ケ
ー
ツ
ゥ
期（
専
門
職
の
勉
強
の
時
期
）

と
続
き
金
星
期
ダ
シ
ャ
ー（
対
人
関
係

の
広
が
り
）、
そ
し
て
現
在
は
太
陽
期

ダ
シ
ャ
ー（
社
会
的
な
活
動
が
増
え
る
）

で
、
も
う
す
ぐ
月
期
の
ダ
シ
ャ
ー
を
迎

え
ま
す
。

生
ま
れ
た
時
の
ダ
シ
ャ
ー
、
3
番
目
、

5
番
目
の
ダ
シ
ャ
ー
が
重
要
と
言
わ
れ
、

幼
少
期
が
ど
う
だ
っ
た
か
?�

ど
ん
な
教

育
を
受
け
た
の
か
?�

人
格
形
成
の
ダ
シ

ャ
ー
を
無
視
し
て
鑑
定
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
橋
本
ド
ク
タ
ー

の
子
ど
も
時
代
は
勉
学
に
取
り
組
め
る

ダ
シ
ャ
ー
で
し
た
。

ま
た
特
定
の
テ
ー
マ
を
細
か
く
み
る

分
割
図
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

カ
ル
マ
解
消
は
自
分
自
身
で
行
う
大

切
さ
、
宝
石
処
方
は
し
な
い
こ
と
な
ど

も
お
話
し
し
ま
し
た
。

最
後
に
無
料
で
勉
強
で
き
る
清
水
俊

介
先
生
の
動
画
の
ご
紹
介
と
必
要
な
方

に
届
く
よ
う
に
と
マ
ン
ト
ラ
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
考
：
バ
ー
ラ
テ
ィ
ー
ヤ
・
ヴ
ィ
デ
ィ

ヤ
ー
・
バ
ワ
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
占

星
術
学
校（
K
N
・
ラ
オ
先
生
が
立
ち

上
げ
た
イ
ン
ド
占
星
術
の
学
校
）

（Institute�of�A
astrology,�Bharatiya�

V
idya�Bhavan,�N

ew
�D

elhi

）の
理
念

世
界
標
準
に
達
す
る
高
い
レ
ベ
ル
の

教
授
陣
を
擁
し
、
彼
ら
の
献
身
的
な
努

力
に
よ
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
聖
な
る
知
識

を
授
け
る
だ
け
で
な
く
、
高
い
規
律
を

守
る
こ
と
の
意
義
を
広
め
、
学
ぶ
者
が

ス
キ
ル
に
お
い
て
秀
で
る
だ
け
で
な
く
、

倫
理
に
お
い
て
も
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
で
、

人
類
の
生
活
の
質
的
向
上
に
資
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

我
々
が
お
こ
な
う
占
星
術
は
、
厳
密

に
古
典
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
グ
ラ
ハ
・
シ
ャ
ン
テ
ィ
、
宝
石
、

カ
ー
ラ
・
サ
ル
パ
・
ド
ー
シ
ャ
、
な
ど

の
処
方
を
支
持
し
な
い
。

そ
れ
ら
の
処
方
は
、
こ
ん
に
ち
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
広
く
流
布
さ
れ

て
い
る
が
、
ブ
リ
ハ
ッ
ト
・
パ
ラ
ー
シ

ャ
ラ
・
ホ
ラ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
に
は
一

切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。



参
考
書

「
イ
ン
ド
占
星
術
で
見
る
カ
ル
マ
と
輪

廻
転
生
P
A
R
T
Ⅰ
」

「
ラ
オ
先
生
の
イ
ン
ド
占
星
術
シ
リ
ー

ズ
入
門
編
」

以
上　

K
indle

版

「
流
水
り
ん
こ
の
イ
ン
ド
占
星
術
は
深

い
ぞ
～
!
」

金
子
栄
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・�

N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

副
理
事

・�

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

医
学
研
究
会　

理
事

・�

日
本
ジ
ョ
ー
テ
ィ
シ
ュ
協
会
メ
ン
バ

ー
・
医
療
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

・
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト

・
気
当
て
診
断
法
N
P
O
認
定
講
師

2
0
0
7
年
よ
り
イ
ン
ド
占
星
術
を

学
び
始
め
、
2
0
0
8
年
よ
り
K
N
・

ラ
オ
先
生
に
直
に
学
ん
だ
清
水
俊
介
先

生
に
師
事
。
以
来
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
イ
ン
ド
占
星
術
を
勉
強
、
研
究
中
。

2
0
1
1
年
、
バ
ー
ラ
テ
ィ
ー
ヤ
・

ヴ
ィ
デ
イ
ヤ
ー
・
バ
ワ
ン
・
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
の
占
星
術
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ミ
ナ
ー
に
清
水
先
生
の
通
訳

付
き
で
初
参
加
。

2
0
1
2
年
6
月
イ
ン
ド
占
星
術
の

大
御
所
、
K
N
・
ラ
オ
先
生
の
初
来
日

イ
ン
ド
占
星
術
、
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
運
営
。

ま
た
同
年
、
10
月
に
渡
印
し
、
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
特
別
特
訓
と
バ
ー
ラ
テ
ィ

ー
ヤ
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
・
バ
ワ
ン
・
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
の
占
星
術
学
校
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。

◆
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

https://npo-iyashi.com
/

所
在
地
：
〒
5
6
6
・
0
0
2
4

大
阪
府
摂
津
市
正
雀
本
町
2
・
5
・
23

（
医
療
法
人
春
鳳
会
は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

電　

話�

0
6
・
4
7
0
3
・
4
4
8
8

F
A
X�

0
6
・
6
3
1
9
・
3
5
4
4

E-m
ail�npo.184.kenkou@

gm
ail.com

◆
J
I
S（
日
本
ジ
ョ
ー
テ
ィ
シ
ュ
協
会
）

https://jyotish-house.com
/profile

https://xn--dckxbb0dvii1m
.com

/

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会
員

13
名
計
25
名
で
し
た　
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図1　ピラミッドのエネルギー

以上の諸研究は、ピラミッドの機能を科学的
に説明する事が出来たとは考え難い事、再現性
に欠ける事、学術論文として報告されていない
事などから、多くの科学者からは無視されてお
り、公認されているとは言い難い。（7）植物の成
長テスト等を筆者らが行った実験結果を見る。
高さ57.5cmのピラミッド模型をアルミパイプで
組み立て、斜面の板は付けないで、キャップ・
ストン（頂上の石）として三角錐の頂上に水晶単

結晶を1個置いた。住宅の北側の部屋の畳の上
に正方形の1辺を磁北に合わせて置き、下から
1/3の高さの位置に、ガラス製シャーレ内に「こ
まつな」の種を36粒置いて、沸騰後に冷却した
水道水を与えてピラミッド・パワーの効果を調
べた。1989年8月に行った結果をみる。（8）コン
トロール（ピラミッドの端から2.5m離す）と比
較すると、ピラミッドの中の（−）グリーン（GE）
の位置では、最大の成長促進効果が現れてい
る。（9）図1のピラミッド模型先端から6度15分
傾いた位置のパイレイ（中実丸印）にも成長促進
効果は現れているが、大きさは（−）GEよりも小
である。（10）経過日数の増加につれて、それら
の効果は増大するが、1週間程度でほぼ飽和す
る傾向がある。しかし効果は比較対象物（ピラ
ミッドの外）と比較して、ほぼ±20%以内であっ
た。以上より、アルミ製ピラミッド模型にも植物
の生長を促進させる機能があると考えられるが、
このままでは、実用化には難いものがある。
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て生ずる熱対流ならびに月や海洋の潮の満ち干
などに依っても電離層内の気体運動は影響をう
ける。水蒸気等をプラズマ化して得た（解離し
た）イオンや電子は、電離層内の電気伝導率を
高め、地球磁場との相互作用に依って地球内に
起電力を生じ（ダイナモ作用）、地球内に誘導電
流を呼ぶことになる。しかし、サイ（気）現象に
及ぼす実験的な詳細は不明のままである。

3）活性化エネルギー測定
「気功水には治療効果がある」等と言われる様

に、水と外気（サイ）とは相互作用のある事が知
られている。蒸留水の自由表面を実験室内の空
気に充分に接触させた（電気伝導率を飽和させ
た）蒸留水をテスト用水とした。これに気功師

（中国、智能功集団のShi師、Cong師、Guan師）
の3名が、別々に、それぞれが15分ずつ、手か
ざし処理を施して気功水を造る。さらに、別に、
2～3種の無誘導巻きコイルに通電してゼロ磁
場を作り、これをテスト用水中に浸して人工的
な気功水を造る。

結果を見ると、これらはほぼ同一の変化量で
あった。サイ（気）の作用に依り、水の電気伝導
率が増加している。恒温水槽の温度を変えた場
合には、温度が高いほどより多量に変化する傾
向があった。そこで、これを熱活性化の速度過
程であるとした。電気伝導率がほぼ飽和する時
間（t-min）と､ その時の温度（T度K±0.5度K）
を求め、活性化エネルギー△Hをもとめたとこ
ろ、（1）△H=32Kcal/mol=1.388eVが得られた。
水分子同士を結合する水素結合は10Kcal/mol
であり、求めたサイ（気）の活性化エネルギーは
これよりも大なので、サイ（気）によって、水の
分子集団の大きさを変える事が出来ると判断し
た。べつに、（2）核磁気共鳴法（MRA）によって
処置水（気功水）の分子集団の大きさを調べた
ところ、サイ（気）によって変化する事が判った。
また（3）処置水（気功水）の赤外線吸収率を測定
したところ、水の分子構造としての結合角度や
結合長さは変化しないで、結合の強さが変化す
る事が判った。つまり（4）サイ（気）によって、水

の分子構造は変化しないが、イオン周りの構造
化した水の分子集団の大きさやその結合状態が
変化する。その為に電気伝導率が変化する、と
考えられた（引用文献：サイ科学Vol.26、No.1、
pp.13−20、DEC,�2004）。なお、求められた活
性化エネルギー△H=32Kcal/mol=1.388eVは、
電磁波の波長でみると近赤外線領域に属するの
で、サイ（気）は非可視である。さらに、サイ（気）
は人の五感では、ふつうは感知出来ない。

4）ピラミッド
エジプトのギザにクフ王のピラミッドがある。

これは、（1）クフ王の墓。または古代のサイ（気）
エネルギーの制御装置である、と言う仮説があ
る。またピラミッドの高さの1/3の位置（下か
ら）にパワーが集中する傾向があるという。ピラ
ミッド模型の筆者らのテスト結果からも、この
傾向は認められている。さらに（2）エネルギー
の強度はX線領域のγ線近くにある（1958、チャ
ンセラー）。我々のPK（念力）テスト結果では、
紫外線領域に属すると推定した（1980代）。ま
た（3）パワーは重力や光や磁力に関係している、
と言う。パトリック・フラナガン（1974）による
と、ピラミッド・パワーには重力的、電子的な
作用があり、これらはプロトン、ニュートロン、
エレクトロンに関係している、と言う。同様に
ジョー・バー（1980）によると、ピラミッド・パ
ワーは月齢（月の満ち欠け）や日照に影響されて
いるという。さらに（4）ピラミッド・パワーは渦
巻き状で存在している（1911、ミカルソン）。ま
た周知の神智学ならびにヒルズは、エネルギー
は渦巻き状の存在であるという。

また（5）ピラミッド・パワーには3種類のエネ
ルギーがある（1975、クリストファー・ヒルズ）
という。これを図1にしめした。ヒルズは30年
余にわたる（体感）研究結果から、（6）（−）GE（グ
リーン・エネルギー）は生命の成長促進作用で、
周囲からエネルギーを吸収する。（+）GEは、成
長阻害作用のエネルギーであり、エネルギーを
放出する、と述べている。　
　



4．まとめ
　このように見てくると水とサイ科学は密接な
関わりがあることが分かる。水は情報の記憶・
貯蔵媒体であると共に伝達媒体の機能も持つと
考えられている。しかしその証拠を掴むことは
なかなか難しい。しかしながらそう考えないと
説明が出来ない、或いはそう考えると上手く説
明が出来る現象はいろいろとある。ところで地

球上では水がないところは少なく、仮に水がな
くても水蒸気は存在する。したがってサイ科学
は十分に活用できる。しかし広大な宇宙空間に
は水がない天体は珍しくないであろう。そのよ
うな天体ではサイ科学はあまり役立たないこと
になる。しかしながらそのような水がない天体
では人間は生きていけない以上サイ科学は必要
ないのである。

● �●

1）サイ（気）とは
生活空間としての4次元世界（3次元+時間）

では、形而下学としての「もの」の科学・技術が
最も進足・発達しているが、これを支える基盤
は形而上学としての「心（意識、無意識）」であ
る。また最近の人工知能（AI）研究では、科学
的に心を造ることを計画しているが、前者と後
者とは「異質」であり、別の世界に属している。
他方、心と物の両者の性質を併せ持つものにサ
イ現象があり、研究としては､ 例えばサイ（気）
科学がある。サイ科学の主要な研究目標は超感
覚（ESP）と念力（PK）であり、前者は心と心が
関係する現象、後者は心と物が関係する現象を
扱っており、これらは超常現象といわれている
が、科学としての心の説明は無いので、ESPも
PKも説明する事は出来ない。未解明な心の科
学評価を進める為にも、サイ（気）の研究が有効
であると考えられる。研究の初期段階としては、
サイ（気）はどんな性質を持つのか、どんな状態
で、どんな条件で存在しているか等を究明する
必要がある。本稿では、できる限り、実験を介
してサイ（気）を求めることにしたい。

2）地球磁場の関係
100年以上も続いた超心理学（SPR、ASPR）

の研究成果の一つとして、地磁気変化がサイ現

象の生起に関係の深い事が判ってきた。（1）超感
覚（ESP）や遠隔視などは地磁気変動が割合に
静かな時に生起しやすい。（2）念力（PK）やポル
ターガイストは局部的な地磁気変動が顕著な時
に生起しやすい。（3）予知は地磁気変動とは無
関係である。これらについて初歩的な検討、推
定をおこなう。太陽風（フレヤ）と地球磁気圏の
関係は大林辰蔵（1070）らによって与えられた。
地磁気は地球半径の5倍以上にも達する大きさ
で天空に拡散しているが、太陽から吹き付ける
てくる高エネルギー・プラズマ流（太陽風）、つ
まり電離した電子や陽子の流れに伴って誘発さ
れる磁気の影響によってある範囲内に閉じ込め
られている。一方、検討によれば、正の要素と
負の要素を互いに干渉（衝突、すれ違い）させ
た場合には、「（+）要素+（−）要素」=0、つまり
ゼロ又は中和ができる。サイエネルギーは、こ
の場（零場）に集積する性質のある事が判ってき
た。太陽風による誘導磁気と地磁気とは互いに
干渉している。地表で観察される磁場は絶えず
変動しており、変動の周期は、1秒くらいの短い
ものから数年以上にもわたる長い周期のものが
あると言う。太陽で爆発が起こると、高エネル
ギーのプラズマ流が放出され、これが地球の磁
気圏と相互作用して短期の磁気あらしを引き起
こす様になる。さらに太陽からの輻射熱によっ

実験値が示すサイ（気）の性質（1）実験値が示すサイ（気）の性質（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木�茂美



なってしまったという。すなわちBODやCOD
が低下した。一切化学薬品を使わず、また微生
物処理も行っていないのにどうしてかという相
談を受けたことがあった。

2．最近の水分野での興味深い動向
最近の水分野での興味深い動向は我々がリ

ラックス状態で発する脳波のα波である7.8Hz
の電磁波を照射した水が植物の成長を促進する
こと。またこの処理した水を飲用すると各種疾
病の治癒効果があることが明らかになって来た
ことである。

2009年ウクライナのキエフ大学のV・I・ヴィ
ソツキー博士ほかが7.8Hzの電磁波を照射した
水について広く深く研究した結果を単行本「活
性水の応用生物物理学」にまとめ発表した。そ
れによると原水に比べ処理水では　1）3倍速く
細胞に浸透する、2）病原性微生物の増殖を抑
制する、3）がん細胞の成長を抑制する、4）免
疫力を高めるなど。このような作用効果を示す
活性水は低温で保存した方が長時間機能が持
続すること、また金属製の容器では機能が失わ
れ易いことなどを述べている。

水に7.8Hzの電磁波を照射することによりこ
のような作用効果が得られるメカニズムについ
てヴィソツキー博士は7.8Hzの電磁波を照射す
ると水分子H−O−Hの結合角104 .5°が108°に
なる。その結果水分子が5個集まり正5角形を
形成することが出来るようになり、正5角形を形
成した水分子体が12枚集合し正12面体を形成
するようになる。水はこのような12面体のクラ
スレートハイドレート構造を形成すると安定化
するとともに12面体内の空孔等も関り情報の保
持・伝達に寄与するようになると言う。

ところで7.8Hzはシューマン波とも呼ばれド
イツの物理学者のV.O.シューマンにより発見さ
れた地球表面と地球を取り巻く電離層との間で
反射を繰り返す極々超波長の周波数のシューマ
ン共振波と一致する。このシューマン共振と同
じ周波数の電磁波にリラックス効果や治癒効果
があると言われたりするが科学的根拠はないと

いう。しかし人類は有史以来この周波数の下で
生まれ生活し進化して来たことは疑いのないと
ころである。したがって我々は多かれ少なかれ
その影響を受けてきていると考えられる。先に
述べた7.8Hzの電磁波を照射した水を飲用する
ことによる疾病の治癒効果は、我々が本来持っ
ていた生体機能が現代の各種外部刺激によりか
く乱された結果生じた疾病と考えると、照射水
の飲用により人体が本来持っていた正常状態に
戻ることによる効果効能と見ることが出来るの
ではないか?

3．意識エネルギー
最近オーブの発生であり生成にも意識エネル

ギーの関わりが指摘されている。サイ科学は意
識エネルギーの存在を認めているので今の科学
で説明出来ない現象をかなり説明できる。山や
海で遭難した時最後まで生き延びている人は何
が何でも生きて帰る、帰らなくてはという思い
の強い人であるという。大きな手術をした人で
一日でも早く退院してやらなくてはならないこと
があるという人は傷の治りが早いという。偽薬
効果と言われるプラシーボ効果はダブルブライ
ンド法でテストしても間違いなく効果があること
が明らかになっている。

我々は太陽光を浴びると瞬時に温かさを感じ
る。太陽光は宇宙空間を通って地球に到達して
いる。宇宙空間は−270℃という極低温であり
太陽から熱そのものが直接伝導して来ていると
はとても考えられない。電磁波である太陽光中
の遠赤外線が地球にやってきて、それを浴びた
我々自身が発熱していると考えないと説明でき
ない。いわゆる輻射熱である。この場合発熱に
最も関わりのあるのは体内の水である。

ところで時折遠隔治療が話題になったりする
が、遠隔治療は正に情報が先方に送られ、そ
の情報を受け取った人が自らの意識エネルギー
で免疫力を高め治癒効果を引き起こしているの
ではないかと考える。丁度太陽光を浴びて我々
自ら発熱するようにである。プラシーボ効果も、
さらには催眠術もである。

●� ●



1．ストレスと活性酸素
近年病気の9割は活性酸素が関係していると

言われている。そしてストレスが活性酸素の大
きな発生源になっていると言う。それにも関わら
ずどうしてストレスで活性酸素が発生するのか、
その発生メカニズムが全く示されないで堂々と
言われたり、使われたりしている。どうしてこう
いうことになっているのか、またどうしてこれで
通っているのか大変不思議に思っていた。最近
になりこの疑問が解けてきたように思う。

現代科学は物質とエネルギーを中心に組み立
てられている。エネルギーには電気エネルギー
を始めとして各種のエネルギーがある。しかし
現代科学では再現性ということを最重要視して
いる関係上、例えばサイ科学会が守備範囲にし
ている気エネルギーのような広い意味での意識
エネルギーは人により時により所により変わっ
てくる可能性があることから対象外にしている。
そのためストレスにより活性酸素が発生すると
までは言えてもストレスエネルギーにより活性
酸素が発生するとは言えないためではないか?�
筆者はストレスエネルギーが生体内の水に作用
し、次の（1）式の水のラジカル解離反応が起こ
り、生体内で最も強力な活性酸素であるヒドロ
キシルラジカル（・OH）が生成すると推測して
いる。

　　　H2O　=　・H　+　・OH　　（1）

我々が放射性元素による放射能を恐れるのは
放射性元素が放射するγ線が生体内の水に作用
し（1）反応が起こり、ヒドロキシルラジカルが生
成し、その強力な酸化力による（2）反応により
たんぱく質始め生体構成成分がやられると疾病
のもとになり、遺伝子まで傷つけられるとがん
発症に繋がったりする。

　　・OH　+　e��⇒　OH−　　（2）

これまでこの（1）反応はγ線のような強力な
エネルギーでないと起こらないと言われてきた。
しかし今から30年以上も前に東北大学の大見
研究室で、超音波処理でこの反応が起こること
が明らかになった。これまであまり言われてい
ないが超音波洗浄ではこの反応が大きく関わっ
ていると考えられる。

ところで水は半導体である。海水でもまだ半
導体である。同じ水を静置しておくと腐る。し
かし動かしていると腐らない。これまで動かし
ていると酸素を抱き込むからと説明されてきた。
しかしその説明だけでは不十分と考える。水は
半導体であり動かすと静電気が発生する。その
静電気により（1）反応が起こると考えると動かし
ていると腐らない理由が説明できる。

かつて静岡県の浜名湖の湖水が汚れた時期
があった。県がメーカーに声を掛け湖水浄化の
コンテストを行った。その時地元のHメーカー
が湖水をポンプを用いて循環していたら綺麗に
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モ
デ
ル
に
よ
り

ま
す
と
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
知
的

活
動
や
運
動
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
と

き
の
脳
波
は
10�

Hz
の
ア
ル
フ
ァ
波
に
収

斂
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
実
際
に
能

力
者
が
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
き
の

脳
波
を
計
測
す
る
と
、
確
か
に
10�

Hz
の

ア
ル
フ
ァ
波
が
優
勢
で
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
超
越
的
な
能
力
を
発
揮
し
て
い

る
と
き
の
脳
波
に
は
、
10�

Hz
に
加
え
て

7
・
8

�

Hz
や
12
・
6
Hz
が
強
く
観
察
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さ
れ
、
い
ず
れ
も
ア
ル
フ
ァ
波
の
領
域

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
プ
ラ

ズ
マ
振
動
の
周
波
数
と
一
致
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
空
間

の
揺
ら
ぎ
情
報
を
共
鳴
吸
収
し
て
い
る

可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

臨
床
脳
波
で
の
ア
ル
フ
ァ
波
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
脳
波
で
あ
り
、
脳
は
あ
ま
り
活

動
を
し
て
い
な
い
と
す
る
見
解
に
は
合

い
ま
せ
ん
が
、
前
回
（
2
0
1
8
年
10

月
）
に
引
き
続
い
て
、
新
た
な
測
定
事

実
を
紹
介
し
て
皆
さ
ん
と
論
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の

分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
1
年
電
気
通
信
大
学
卒
業
し

松
下
電
器
に
入
社
。
東
京
大
学
工
学
部

係
数
工
学
科
南
雲
研
究
室
に
出
向
し
、

医
学
で
は
な
い
工
学
の
立
場
で
脳
波
を

研
究
。

1
9
8
3
年
株
式
会
社
脳
力
開
発
研

究
所
設
立
。
P
C
に
よ
る
脳
波
分
析
法

を
開
発
し
大
学
や
企
業
の
研
究
所
に
提

供
。
長
年
の
脳
波
研
究
に
対
し
2

�
0
�0�

0
年
日
本
文
化
振
興
会
よ
り
社
会
文
化

功
労
賞
と
菊
華
勲
章
受
賞
。
2
0
1
1

年
オ
バ
マ
大
統
領
諮
問
機
関
よ
りGold�

A
w
ard

（
金
賞
）受
賞
。

現
在
、�

脳
力
開
発
研
究
所
相
談
役
、

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本
医
療
催

眠
学
会
顧
問
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

※ 

8
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
7
月
は
宇
宙
生
命
研
究
分

科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
１
９
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
28
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
14
日（
月
・
祝
日
）

に
北
と
ぴ
あ
第
1
研
修
室
に
於
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー
マ
：
ヒ
ー
リ
ン
グ

&
セ
ラ
ピ
ー
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
8
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

孝
明
天
皇
は
切
紙
神
示
で
太
平
洋
戦

争
を
予
言
し
た　

～
誰
も
知
ら
な
い

幕
末
維
新
の
真
実
と
出
口
王
仁
三
郎

　
　
　
　

講
師　

出
口　

恒 

氏

日
時　

令
和
元
年
7
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

実
体
験
か
ら
み
た
U
F
O
現
象

　
　
　
　

講
師　

加
藤　

純
一 

氏

日
時　

令
和
元
年
9
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

令
和
元
年
9
月
14
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
37
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
13
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
令
和
と
宇
宙
交
信
」

日
時　

令
和
元
年
7
月
14
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

会
長　

浪
平　

博
人

◎
平
成
30
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
令
和
元
年
5
月
末
現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

3
名

　
　

正
会
員　
　
　

1
6
0
名

　
　

学
生
会
員　
　
　

1
9
名

　
　

準
会
員　
　
　
　

5
6
名

　
　

合
計　
　
　
　

2
3
9
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
27
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
14
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

平
成
30
年

4�

月
15
日（
日
）七
沢�

智
樹
、
杉
山�

彰

「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く

未
来
」

6�

月
17
日（
日
）由
井�

寅
子「
体
・
心
・

魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に
導
く�

未
来

の
医
学『
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
』」

7�

月
21
日（
土
）清
水�

浦
安
、
愛
宕
な
み�

「
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

9�

月
8
日（
土
）秋
山�

眞
人「
40
年
余
の

宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら
判
っ
て

き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意
識
」

10�

月
8
日（
月
・
祝
）第
27
回
全
国
大
会

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ
：
水
と

健
康
」

12�

月
15
日（
土
）忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員

の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
31
年

2�

月
2
日（
土
）東
中
川�

徹「
エ
ピ
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

平
成
30
年

7�

月
16
日（
月
・
祝
）第
34
回「
第
12
回

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12�

月
23
日（
日
）第
35
回「
第
6
回
異
能

科
学
会
議
」

平
成
31
年



3�
月
31
日
（
日
）
第
36
回「
第
1
回
ソ
ク

ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

　
　
　
（
世
話
役　

小
林�

信
正
）

平
成
30
年

5�

月
13
日（
日
）第
7
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
研
究
分
科
会

11�

月
3
日（
土
）第
8
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
研
究
分
科
会

●�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会　
（
世
話
役　

瀬
尾�

泰
範
）

平
成
30
年

8�

月
4
日（
土
）第
3
回
占
星
学
と
運
命

創
造
学
の
研
究
分
科
会

平
成
31
年

1�

月
19
日（
土
）第
4
回
占
星
学
と
運
命

創
造
学
の
研
究
分
科
会

3�

．
通
常
総
会

平
成
30
年
6
月
17
日　

北
と
ぴ
あ

7
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

平
成
30
年
6
月
17
日　

北
と
ぴ
あ

7
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
2
1
1
回
～
第

2
1
5
回
）を
4
月
、
7
月
、
9
月
、

12
月
、
2
月
と
5
回
開
催
し
た
。

6�

．
出
版
物

　

�「
サ
イ
科
学
」
第
40
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。　
　

　

�「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」第
4
3
9
号
か

ら
第
4
4
4
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
令
和
元
年
度
本
部
事
業
計
画

・�

10
月
14
日（
月
・
祝
）に
第
28
回
全
国

大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ「
ヒ
ー

リ
ン
グ
&
セ
ラ
ピ
ー
」）を
開
催
す
る
。

・�

本
部
例
会
を
6
回
（
4
、
6
、
7
、

9
、
12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回（
7
、

12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2

回（
5
、
11
月
）開
催
す
る
。

・�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会
を
1
回（
1
月
）開
催
す
る
。

・�

本
部
理
事
会
を
5
回（
4
、
7
、
9
、

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�

全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会

を
1
回（
6
月
）開
催
す
る
。

・
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科
学

遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・�

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木 

康
二

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
30
年

4
月
14
日　

第
2
1
8
回
研
究
会�

総
会

＊�

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
平
成
30
年

度
事
業
計
画

＊�「
意
外
と
よ
く
あ
る（
低
級
）憑
依　

そ
の
解
決
法
」�

佐
佐
木�

康
二

6
月
9
日　

第
2
1
9
回
研
究
会

＊�「
自
己
愛
と
無
私
の
愛
は
相
克
し
て

い
な
か
っ
た
!
」�

佐
佐
木�

康
二

8
月
11
日　

第
2
2
0
回
研
究
会

＊�「
重
力
も
愛
だ
っ
た
!
重
力
制
御
に
よ

る
真
の
能
力
発
揮
法
」佐
佐
木�

康
二

10
月
13
日　

第
2
2
1
回
研
究
会

＊�「
宇
宙
は
意
図
だ�『
円
滑
現
象
』の　

秘
密
」�

佐
佐
木�

康
二

12
月
8
日　

第
2
2
2
回
研
究
会

＊�「
ア
ク
シ
オ
ン
場
の
も
と
で
の
不
思

議
現
象
」�

佐
佐
木�

康
二

平
成
31
年

2
月
9
日　

第
2
2
3
回
研
究
会

＊�「
悟
り
体
験
も
脳
外
体
験
だ
っ
た
!
」

佐
佐
木�

康
二

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

● ❹●



1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄
録
」

の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
8
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

眞
野 

博
英

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

　

日
程　

平
成
30
年
9
月
8
日
（
土
）

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

　

日
程　

平
成
30
年
3
月
23
日
（
土
）

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

令
和
元
年
9
月
14
日（
土
）

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

令
和
2
年
3
月
14
日（
土
）

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
藤 

禎
花

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
30
年
8
月
26
日（
日
）

　

テ
ー
マ「
月
と
水
と
生
命
誕
生
」

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

（�

日
本
サ
イ
科
学
会�

理
事
、
北
陸
日
本

サ
イ
科
学
会�

会
長
）

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画

令
和
元
年
5
月
5
日（
日
）

　

�

テ
ー
マ
「
生
命
の
循
環
と
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ　

～
素
粒
子
の
世
界
～
」

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

（�

日
本
サ
イ
科
学
会�

理
事
、
北
陸
日
本

サ
イ
科
学
会�

会
長
）

※
次
回
計
画
中

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

和
田 

高
幸

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
30
年
度
は
8
月
、
12
月
を
除
き
、

30
年
4
月
（
4
2
7
回
）
か
ら
31
年
3

月（
4
3
6
回
）の
10
回
開
催
し
た
。

参
加
者
は
会
員
1
2
4
名
、
非
会
員

1
4
5
名
、
計
2
6
9
名
で
あ
っ
た
。

平
成
30
年

4�

月
21
日　

河
原
優
子
・
藤
野
浩
司「
霊

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
よ
う
」

5�

月
19
日　

木
村
陽
一
「
音
楽
を
楽
し

む
と
は　

～
音
響
工
学
者
と
し
て
、

そ
し
て
演
奏
家
と
し
て
～
」

6�
月
16
日　

徳
永
康
夫
「
霊
活
の
す
す

め
」

7�
月
21
日　

坂
井
洋
一
「
ワ
ク
ワ
ク
古

代
史
セ
ミ
ナ
ー
」

9�

月
15
日　

高
岸
弘
「
残
像
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

10
月
20
日　

高
峯
秀
樹
「
手
相
と
意
識
」

11�

月
17
日　

橋
本
和
哉
「
神
仏
セ
ラ
ピ

ー
」

12
月
1
日　

2
0
1
8
年
年
末
放
談
会

平
成
31
年

1�

月
19
日　

坂
井
洋
一
「
旧
約
聖
書
の

出
エ
ジ
プ
ト
に
秘
め
ら
れ
た
る
真
実
」

2�

月
16
日　

金
子
栄
子
「
人
生
の
航
海

図　

イ
ン
ド
占
星
術
で
見
え
る
こ
と
」

3�

月
16
日　

D
r
・�

ア
マ
ナ
「
量
子
世

界
の
も
っ
と
奥
【
内
な
る
根
源
】
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ　

古
代
の
叡
智『
カ
タ

カ
ム
ナ
』
と
縄
文
遺
物
が
示
す
『
創

造
の
根
本
原
理
』と
そ
の
活
用
法
」

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

令
和
元
年
度
は
次
の
よ
う
に
8
月
、

12
月
を
除
き
、平
成
31
年
4
月（
4
3
7

回
）
か
ら
令
和
2
年
3
月（
4
4
6
回
）

の
10
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
31
年

4�

月
20
日　

伊
藤
一
夫
「
目
に
見
え
て

変
化
す
る
こ
の
一
年
を
具
体
的
に
予

測
す
る
」

令
和
元
年

5�

月
18
日　

水
口
清
一
「
御
世
替
わ
り

以
降
の
日
本
、
世
界
～
ど
う
な
る
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
～
」

6�

月
15
日　

中
垣
光
市「
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ク
の
現
代（
い
ま
）～
P
P
K

●❺ ●



背
骨
健
康
法
～
」

7�
月
20
日　

出
口
恒
「
誰
も
知
ら
な
か

っ
た
日
本
史（
切
紙
神
示
）」

9�

月
21
日　

加
藤
純
一
「
実
体
験
か
ら

み
た
U
F
O
現
象（
仮
題
）」

※
以
降
検
討
中

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

森
安 

政
仁

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
30
年

10
月
21
日（
日
）講
師　

森
安�

政
仁

　

会
場　

森
安
商
店

11
月
18
日（
日
）講
師　

森
安�

政
仁

　

会
場　

森
安
商
店

平
成
31
年

1
月
27
日（
日
）新
年
会

　

会
場　

大
判

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

令
和
元
年

5�

月
19
日
（
日
）
会
場　

オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
福
岡

小�

林�

信
正
「
天
運
に
導
か
れ
る
!
ひ

ら
め
き
を
受
け
る
に
は
」

寺�

山�

心
一
翁「
意
識
の
受
容
と
健
康
の

関
係
」

7
月
、
11
月
に
講
演
会
を
予
定
。

［
平
成
30
年
度
決
算
報
告
］

［
令
和
元
年
度
予
算
］

●�

令
和
元
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川�

次
郎

名
誉
会
長　

佐
々
木�

茂
美

会
長　
　
　

浪
平�

博
人

理
事
長　
　

久
保
田�

昌
治

副
理
事
長　

小
林�

信
正

顧
問　
　
　

品
川�

次
郎

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長　
　

　

河
野�

明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木�

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野�

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤�

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

和
田�

高
幸

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

森
安�

政
仁

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津�

淳
、
石
川�

允
朗
、

　

大
木�

高
伸
、
小
林�

泰
樹
＊
、

　

小
牧�

昭
一
郎
、
志
賀�

一
雅
＊
、

　

徳
永�

康
夫
＊
、
中
島�

敏
樹
＊
、

　

鯰
江�

勇
＊
、
橋
本�

和
哉
、

　

本
間�

修
二
、
前
田�

知
則
、

　

苗�

鉄
軍
＊
、
渡
辺�

宙
明
＊

幹
事��

小
澤�

佳
彦
、
小
久
保�

孝
行
＊

評
議
員

　

占
部�

浩
一
、
瓜
生�

昌
代
司
＊
、

　

鴨
川�

裕
司
＊
、
川
村�

隆
夫
＊
、

　

小
林�

隆
文
＊
、
佐
藤�

ひ
ろ
子
＊
、

　

谷
口�

五
月
＊
、
飛
田�

洋
子
、

　

三
浦�

良
江
＊
、

監
事　

和
田�

守
央
＊

● ❻●

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,700,000 会費（正） 1,284,000 ジャーナル発行 600,000 577,600 会費 1,700,000 ジャーナル発行 600,000
例会 300,000 会費（学生） 126,000 会誌発行 300,000 325,000 例会 400,000 会誌発行 300,000
寄付 300,000 会費（準） 237,500 人件費 880,000 905,000 寄付 400,000 人件費 920,000
本・他 100,000 会費（維持） 60,000 例会会場費 150,000 158,445 本・他 100,000 例会会場費 150,000
繰越金 834,044 会費（賛助） 0 講師謝礼 150,000 128,000 繰越金 1,044,287 講師謝礼 120,000
合計 3,234,044 入会費 40,000 事務用品 120,000 111,633 合計 3,644,287 事務用品 120,000

例会収入 480,000 郵送・配送料 50,000 47,722 郵送・配送料 50,000
本会寄付 732,000 通信費 40,000 42,077 通信費 40,000
本・他 137,190 会議・打合せ 60,000 66,460 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 30,000 交通費 10,000
借り入れ返納 -250,000 事務所維持費 140,000 155,590 事務所維持費 150,000
前年度繰越金 834,044 郵便・銀行振込料 1,000 2,160 郵便・銀行振込料 2,000
合計 3,680,734 予備（予稿集印刷代） 100,000 86,760 予備 100,000

来期繰越金 633,044 1,044,287 来期繰越金 1,022,287
合計 3,234,044 3,680,734 合計 3,644,287

６頁　上段右側 ６頁　上段左側 ６頁　下段

収入 支出 収入 支出



◎
基
幹
研
究
賞
表
彰

基
幹
研
究
賞

　
　
　

大
阪
府　

橋
本 

和
哉 

殿

本
会
は
定
款
細
則
第
十
八
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
研
究
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

令
和
元
年
6
月
9
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平�

博
人

題
目
「
心
霊
・
現
代
医
学
、
統
合
手
法

の
サ
イ
科
学
へ
の
導
入
」

医
学
に
サ
イ
（
心
霊
）
科
学
の
手
法
を

導
入
し
て
新
治
療
法
を
開
拓
し
た

◎
功
労
賞
表
彰

功
労
賞

　
　
　
　

小
久
保 

孝
行 

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員
（
日

本
サ
イ
科
学
会
幹
事
）と
し
て　

永
年
に

わ
た
り　

研
究
と
啓
蒙
活
動
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た�　

本
学
会
の
輝
か
し
い
発

展
は
あ
な
た
の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大

で
あ
り
ま
す　

よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学

会
功
労
賞
を
贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま

す令
和
元
年
6
月
9
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平�

博
人

平
成
30
年
7
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生

が
今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と

　
　
　
　

講
師　

清
水　

浦
安 

氏

　
　
　
　
　
　
　

愛
宕　

な
み 

氏

○
愛
宕
な
み
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Good�M
atch�Relationship�by�N

am
i�

A
tago�A

gent

代
表
。N

PO

法
人
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
、

『O
ne�D

rop�M
agazine

』編
集
長
。
清

水
浦
安
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
、
著
作
な
ど
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
他
、
良
縁
塾
を
通

し
、
人
の
意
識
の
向
上
に
取
り
組
み
、

神
性
復
古
運
動
を
軸
に
活
動
中
。
自
身

の
経
験
を
活
か
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
行
っ
て
い
る
。ま
た
N
P
O
法
人
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
月
刊
誌『O

ne�D
rop�M

agazine

』

の
発
行
、
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
や
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
、
多
く
の
人
の
覚

醒
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。

◎
愛
宕
な
み
氏 

御
講
演
内
容

　
※
前
半
で
清
水
浦
安
氏
の
こ
れ
ま
で
の

経
歴
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。清

水
浦
安
氏
は
、
ほ
っ
か
ほ
っ
か
弁

当
を
始
め
と
し
て
種
々
の
食
品
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
を
経
営
し
て
い

た
経
営
者
の
時
代
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
苦

し
い
時
期
に
中
村
天
風
先
生
を
中
心
に

種
々
の
霊
的
な
指
導
を
受
け
て
、
平
成

15
年
全
て
の
事
業
を
清
算
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
活
動
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

経
緯
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
中
村
天
風
先
生
か
ら
こ

れ
か
ら
は
「
正
し
い
霊
育
」
の
塾
を
始

め
る
よ
う
に
指
導
を
受
け
ま
す
。
そ
の

頃
私
は
、
編
集
の
仕
事
や
営
業
・
販
売

の
仕
事
を
し
て
お
り
、
ま
た
九
星
気
学

や
算
命
学
を
学
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
算
命
学
の
師
匠
が
清
水
さ
ん

と
知
り
合
い
に
な
り
、
私
に
紹
介
い
た

だ
い
た
の
が
運
の
尽
き
で
し
た（
笑
）。

そ
こ
か
ら
清
水
さ
ん
の
お
手
伝
い
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
駅
近

く
の
一
等
地
に
事
務
所
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
平
成
20
年
3
月
か
ら

清
水
さ
ん
と
2
人
で「Good�M

atch�
Relationship�by�Nam

i�A
tago�A

gent

」

と
し
て
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
ど
こ
に
も
出
て
は
い

●❼ ●



け
ま
せ
ん
、
と
い
う
こ
と
で
事
務
所
の

中
で
、
ご
縁
の
あ
っ
た
方
の
霊
的
な
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
、
霊
育
塾
を
2
人
で
や
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
経
済
的
に
は
苦
し

い
時
期
が
続
き
、「
今
月
辞
め
よ
う
、
今

月
辞
め
よ
う
」
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
奇
跡
的
に
救
わ
れ
る
事
態

が
何
回
も
起
こ
り
、
私
も
霊
的
な
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
に
2
人
で
本
を
出
版
し
た
と
き

に「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
名
前
が
生
ま
れ
、
2
0
1
3
年

か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

中
村
天
風
先
生
か
ら
霊
的
指
導
が
替
わ

る
旨
、
ご
連
絡
が
あ
り
、
倭
姫
命（
や

ま
と
ひ
め
の
み
こ
と
：
伊
勢
神
宮
を
創

建
）
か
ら
ご
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
指
導
の
最
初
に「I�am

�

私
と
は

何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
？
」
を
問
わ

れ
ま
す
。
世
の
中
の
多
く
の
人
々
は
、

心（M
ind

）
―
肉
体（Physical�body

）

の
心
が「
私
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
亡
く
な
る
と
霊
に
な
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
村
天
風
先
生
や
倭
姫
命

様
は
、「
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、
も
と
も

と
霊
魂（
た
ま
し
い
）が
本
当
の
自
分
で

あ
っ
て
、
こ
の
霊
魂
か
ら
来
る
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
受
け
皿
が

心
な
ん
だ
。
心
は
そ
れ
を
肉
体
に
伝
達

し
て
い
く
」と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

中
村
天
風
先
生
は
生
前
、「
心
と
肉

体
は
霊
魂
の
要
具
な
ん
だ
」と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
。
倭
姫
命
様
は「
神
社
の

社
は
人
間
の
構
造
を
模
し
て
創
っ
て
い

る
ん
だ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

一
番
下
の
肉
体
が
、
拝
殿
：
神
社
の

お
賽
銭
を
あ
げ
る
場
所
に
あ
た
り
、
真

ん
中
の
心
は
、
神
社
の
正
式
な
参
拝
を

す
る
中
殿
に
あ
た
り
、
一
番
上
の
霊
魂

は
神
社
の
奥
殿
に
あ
た
り
ま
す
。

毎
日
毎
日
、
神
主
さ
ん
は
中
殿
で
奥

か
ら
神
様
を
神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）
に
か

か
っ
て
も
ら
っ
て
、
御
神
事
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
本

来
は
、
霊
魂
と
心
が
本
当
は
一
体
と
な

っ
て
生
き
る
、
そ
れ
が
人
間
の
本
来
の

在
り
方
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
天
風

先
生
も
倭
姫
命
様
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
。

神
道
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
神
な
が
ら

（
か
ん
な
が
ら
）」
と
い
う
の
は
、「
霊

魂
と
心
が
一
体
と
な
っ
て
生
き
る
」
こ

と
を
い
い
ま
す
。「
本
来
、
霊
魂
と
心

が
一
体
と
な
っ
て
肉
体
を
使
っ
て
、
こ

の
地
上
世
界
を
私
達
は
創
っ
て
い
く
、

そ
の
た
め
に
私
達
は
地
上
に
下
り
て
き

た
の
だ
、
そ
れ
を
今
思
い
出
す
時
代
に

来
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
天
風

先
生
も
倭
姫
命
様
も
す
ご
く
篤
く
伝
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
私
達
は
今
、「
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
申

し
ま
す
と
、
神
道
で
は「
一
霊
四
魂
」
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
こ
の
3
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

と
い
う
ふ
う
に
お
伝
え
す
る
よ
う
に
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

コ
ン（
魂
）
と
ミ
タ
マ（
固
有
の
霊
）

と
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ（
宇
宙
霊
の
分
け
御

霊
：
わ
け
み
た
ま
）
で
す
。
コ
ン（
魂
）

と
い
う
の
は
、
霊
魂（
た
ま
し
い
）の
台

座
と
か
保
護
膜
に
な
る
も
の
で
す
。
ミ

タ
マ（
固
有
の
霊
）
は
私
達
の
個
性
に

な
る
も
の
で
す
。
ミ
タ
マ
は
何
度
も
何

度
も
地
上
に
下
り
て
き
て
、
こ
の
肉
体

と
い
う
着
ぐ
る
み
の
中
に
入
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
ま
す
。
こ
の
肉
体

● ❽●



は
耐
用
年
数
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

5
年
の
人
も
い
れ
ば
20
年
の
人
も
い
る
、

80
年
の
人
も
い
れ
ば
1
2
0
年
の
人
も

い
ま
す
。
肉
体
は
終
わ
り
が
あ
り
ま
す

が
、
ミ
タ
マ
は
ず
っ
と
旅
を
続
け
て
い

ま
す
。
ミ
タ
マ
に
死
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
の
地
上
に
下
り
る
と
き
に
、

「
固
有
の
霊
の
計
画
書
」
と
い
う
の
を

私
達
は
も
っ
て
き
ま
す
。

今
回
こ
の
地
上
に
下
り
る
と
き
に
、

ど
ん
な
こ
と
を
経
験
し
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
う

ふ
う
に
成
長
し
よ
う
と
い
う
理
想
型
を

描
い
て
き
ま
す
。
地
上
に
下
り
て
き
た

と
き
に
出
来
た
こ
と
、
出
来
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
肉
体
は
降
り
て
帰
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
そ
し
て
肉
体
を
降
り

て
帰
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
あ
っ
て
、

ま
た
生
ま
れ
て
く
る
と
き
に
、
さ
あ
じ

ゃ
あ
前
回
に
出
来
た
こ
と
、
出
来
な
か

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い
計
画

書
を
書
い
て
下
り
て
く
る
。
そ
う
や
っ

て
私
達
は
下
り
て
き
て
、
今
回
こ
こ
に

今
日
こ
の
瞬
間
を
同
席
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
皆
様
方
も
私
達
も
全
員
、
今
ま

で
の
集
大
成
と
し
て
、
じ
ゃ
あ
こ
の
時

期
に
何
を
な
し
て
帰
る
か
、
ど
の
よ
う

な
成
長
を
遂
げ
て
帰
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
誓
っ
て
下
り
て
き
た
仲
間
で
す
。

私
達
は
今
こ
の
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

な
時
代
に
、
そ
し
て
も
う
、
こ
の
時
代

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
私
達
は
何
を
な
さ

ん
が
為
に
下
り
て
き
た
の
か
、
そ
れ
を

思
い
出
す
時
代
が
来
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
が
こ
の
地
上
に
何
度
も
何
度
も

下
り
て
き
て
い
る
間
に
、
備
わ
る
も
の

が
あ
る
と
中
村
天
風
先
生
も
倭
姫
命
様

も
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
霊
格
、
霊
質
、
霊
能
で
す
。

ま
ず
霊
格
と
い
う
の
は
悟
性
と
言
わ

れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
悟
性
と
言
わ
れ

る
も
の
は
、
よ
く
お
釈
迦
様
は
大
悟
し

た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

悟
し
た
お
釈
迦
様
も
お
り
ま
す
が
、
私

達
は
小
さ
な
気
づ
き
と
い
う
悟
り
を
、

毎
日
毎
日
毎
日
本
当
に
薄
い
紙
を
重
ね

る
よ
う
に
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
の

悟
性
は
一
日
で
出
来
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
何
度
も
何
度
も
地
上
に
下
り

て
き
て
い
る
間
に
、「
そ
う
か
!
そ
う

か
!
そ
う
か
!
」
と
言
っ
て
、
積
み
重

ね
て
き
た
も
の
で
す
。

次
に
霊
質
は
性
質
の
こ
と
で
す
。
そ

し
て
霊
能
と
い
う
の
は
、
教
え
て
な
い

け
れ
ど
何
故
か
こ
の
こ
と
は
分
か
っ
て

し
ま
う
、
出
来
て
し
ま
う
、
こ
れ
が
霊

能
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
何
度
も

地
上
に
下
り
て
き
て
い
る
間
に
備
わ
っ

た
。
そ
し
て
私
達
の
個
性
と
今
回
も
っ

て
き
た
「
固
有
の
霊
の
計
画
書
」、
こ
の

2
つ
を
携
え
て
、
私
達
は
ど
こ
に
生
ま

れ
た
ら
一
番
花
開
く
の
か
?�

輝
か
す

こ
と
が
出
来
る
の
か
?

ま
ず
家
系
を
選
ん
で
生
ま
れ
る
と
い

い
ま
す
。
そ
し
て
、
両
親
、
兄
弟
を
選

ん
で
生
ま
れ
て
く
る
。
よ
く
私
達
は「
産

ん
で
く
れ
な
ん
て
頼
ん
だ
覚
え
は
な
い
」

と
い
う
よ
う
な
声
を
聞
き
ま
す
が
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
そ
の
家

系
を
望
ん
で
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
戦
国
時
代
に
沢
山
人
を
殺
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
家
系
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
多
く
の
人
に
恨
ま
れ
た
、
そ
ん

な
家
系
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

す
け
れ
ど
も
そ
ん
な
家
系
を
敢
え
て
選

ん
で
く
る
ミ
タ
マ
（
固
有
の
霊
）
も
あ

る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
何

故
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に

生
ま
れ
た
方
が
、
自
分
の
霊
魂
の
成
長

が
目
覚
ま
し
く
で
き
る
か
ら
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
敢
え
て
生
ま
れ
た
い
。
皆

私
達
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
た
め
に
、
そ
の

家
系
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
固
有
の
霊
の
計
画
書
」
は
私
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
父
や
母
も
「
固
有

の
霊
の
計
画
書
」
を
も
っ
て
い
ま
す
。

家
族
と
い
う
の
が
、
社
会
の
一
番
最
初

の
単
位
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

家
族
と
い
う
中
に
も
そ
の
計
画
書
は
絡

み
合
っ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
私
が
五

歳
で
亡
く
な
る
子
供
だ
っ
た
と
す
る
、

お
父
さ
ん
は
五
歳
で
亡
く
す
子
供
を
も

つ
と
い
う
計
画
書
を
も
っ
て
く
る
、
お

母
さ
ん
も
五
歳
と
い
う
可
愛
い
盛
り
に

自
分
の
お
腹
を
痛
め
て
産
ん
だ
本
当
に

分
身
の
よ
う
な
子
供
を
亡
く
す
、
そ
う

い
っ
た
計
画
書
を
持
ち
合
わ
せ
て
、
そ

れ
を
経
験
す
る
、
そ
の
よ
う
な
私
達
は

●❾ ●
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成
り
立
ち
と
し
て
こ
こ
に
生
ま
れ
て
き

て
い
る
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
き

て
い
ま
す
。

そ
し
て
私
達
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名

前
に
な
っ
て
い
ま
す
、
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ

（
宇
宙
霊
の
分
け
御
霊
）は
中
村
天
風
先

生
も
生
前
ず
っ
と
言
っ
て
こ
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
の
で
、
も
う
分
か
っ
て
い
る

よ
、
と
言
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

敢
え
て
こ
こ
で
説
明
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

量
子
世
界
の
も
っ
と
奥【
内
な
る

根
源
】へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

古
代
の
叡
智
「
カ
タ
カ
ム
ナ
」
と

縄
文
遺
物
が
示
す「
創
造
の
根
本

原
理
」と
そ
の
活
用
法

　
　

講
師　

呉
清
恵（
ア
マ
ナ
）氏

と
き
：
平
成
31
年
3
月
16
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

日
本
で
は
、「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の

知
恵
」「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」「
三
度

目
の
正
直
」
な
ど
と
い
う
諺
が
あ
る
よ

う
に
、「
三
」
と
い
う
数
字
が
使
わ
れ

る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
何

ら
深
い
意
味
が
あ
る
と
も
思
わ
ず
、
当

た
り
前
に
使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、

縄
文
時
代
、
特
に
縄
文
中
期
の
中
部

高
原
で
開
花
し
た
勝
坂
文
化
（
紀
元
前

3
3
0
0

－

2
8
0
0
年
頃
）
で
は
、

「
三
」
を
聖
数
と
し
て
扱
い
、
そ
こ
に

特
別
な
世
界
観
を
込
め
て
い
た
こ
と
が

様
々
な
事
例
か
ら
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

更
に
、
日
本
神
話
の
基
礎
構
造
は
、

三
神
が
一
組
を
な
し
、
そ
の
内
真
ん
中

の
神
は
何
も
神
話
的
活
動
を
し
な
い

「
無
為
の
中
心
」で
あ
る
と
指
摘
す
る
議

論
も
存
在
し
ま
す
（
河
合
隼
雄
、
大
林

太
良
）。

ま
た
、「
三
」の
意
味
に
関
し
て
、
老

子
道
徳
教
、
第
42
章
の
冒
頭
に
、「
道
が

一
を
生
み
出
し
、
一
が
二
を
生
み
出
し
、

二
が
三
を
生
み
出
し
、
三
が
万
物
を
生

み
出
す
･
･
･
」
と
い
う
一
節
に
あ
る
よ

う
に
、
古
代
の
老
子
思
想
に
は
、「
三
が

万
物
の
創
造
に
関
わ
る
」
と
い
う
考
え

が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
本
講
演
は
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」

と
い
う
も
の
の
理
解
を
応
用
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
簡
単

に
言
葉
の
説
明
を
行
っ
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
」
と
は
、
一
万
二
千
年

以
上
前
に
、
ア
ジ
ア
の
地
で
非
常
に
高

度
な
直
観
文
明
を
築
い
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
人
々
が
、
現
象
の
背
後
に
は
必

ず
、
不
可
視
の
潜
象
の
チ
カ
ラ
が
内
在

し
、
万
物
万
象
は
潜
象
の
チ
カ
ラ（
カ

ム
）
か
ら
発
生
す
る
こ
と
を
直
観
し
、

そ
の
サ
ト
リ
を
一
言
で
表
現
し
た
言
葉

で
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
と
は
、
非
常

に
高
度
な
抽
象
文
字
か
ら
作
ら
れ
た
80

個
の
渦
巻
き
図
象
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
1
9
4
9
年
に
、
楢
崎
皐
月

（
な
ら
ざ
き　

こ
う
げ
つ
）
と
い
う
電

気
物
理
学
者
が
、
平
十
字
（
ひ
ら　

と

う
じ
）
と
名
乗
る
人
と
出
会
い
、
平
氏

に
よ
っ
て
見
せ
ら
れ
た
巻
物
、
祖
先
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
御
神
体
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
た
巻
物
に
描
か
れ
て
い

た
も
の
を
、
楢
崎
氏
が
書
き
写
し
た
も

の
を
指
し
ま
す
。

楢
崎
氏
は
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
と

の
出
会
い
の
後
、
長
年
の
研
究
の
末
、

48
の
音
声
符
と
図
象
符
の
解
読
に
成
功

し
、
そ
の
研
究
は
後
継
者
に
引
き
継
が

れ
て
、
80
個
の
渦
巻
き
の
理
解
に
成
功

し
ま
し
た
。
80
個
の
渦
巻
は
、
あ
ら
ゆ

る
イ
ノ
チ
や
モ
ノ
が
、
不
可
視
の
潜
象

レ
ベ
ル
か
ら
如
何
に
現
象
化
す
る
の
か

と
い
う
、
イ
ノ
チ
の
法
則
、
つ
ま
り
、

「
生
命
と
宇
宙
の
物
理
」
に
つ
い
て
の
カ

タ
カ
ム
ナ
の
人
達
の
サ
ト
リ
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
カ
タ

カ
ム
ナ
文
献
」
が
80
首
の
ウ
タ
を
通
し

て
伝
え
て
い
る
生
命
と
宇
宙
の
物
理
に

つ
い
て
の
サ
ト
リ
を
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜

象
物
理
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

本
講
演
で
は
、
例
え
ば
、
な
ぜ
老
子
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が「
対
極
が
万
物
を
生
み
出
す
」と
言
わ

ず
、「
三
が
万
物
を
生
み
出
す
」
と
言
っ

た
の
か
、「
文
殊
の
知
恵
が
湧
き
出
る
の

は
、
な
ぜ
、
4
人
で
も
5
人
で
も
な
く
、

3
人
集
ま
っ
た
時
な
の
か
」
と
い
う
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
万
物
の
創
造
に
お
け
る『
三
』

の
意
味
は
何
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。そ

の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま

ず
、
縄
文
時
代
の
出
産
土
器
と
呼
ば
れ

る
縄
文
土
器
の
文
様
の
構
造
の
意
味
に

つ
い
て
、
歴
史
的
比
較
構
造
学
と
い
う

独
自
の
方
法
に
基
づ
い
た
分
析
に
よ
っ

て
解
釈
し
、
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
仮
説
と
、「
カ
タ

カ
ム
ナ
文
献
」
と
呼
ば
れ
る
抽
象
文
字

か
ら
作
ら
れ
た
80
個
の
渦
巻
き
の
解
読

を
基
に
し
た「
ミ
ソ
デ
ホ
ト
」の
サ
ト
リ

が
示
す
構
造
を
比
較
し
、「
三
の
構
造
」

が
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
、

お
話
し
し
ま
し
た
。

そ
の
要
点
は
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な

内
容
で
す
。

1�

．
万
物
の
生
成
の
最
小
単
位
は
、
正

四
面
体
で
表
さ
れ
る「
三
の
構
造
」で
、

そ
の
サ
イ
ズ
は
、
10
の
マ
イ
ナ
ス
33

乗
以
下
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
。

2�

．
潜
象
世
界
か
ら
現
象
世
界
に
粒
子

が
発
生
す
る
際
の
そ
の
構
造
、
つ
ま

り
、「
無
か
ら
有
が
生
ま
れ
る
構
造
」

は
、
非
常
な
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
か
ら

人
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
、
そ
の
他
の

も
の
に
至
る
ま
で
、
相
似
す
る
。

3�

．
三
単
位
が
ま
と
ま
る
際
に
は
、
必

ず
、
背
後
に
、
宇
宙
根
源
の
カ
ム
の

チ
カ
ラ
が
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
。

と
こ
ろ
で
、
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理

で
は
、
宇
宙
根
源
の
カ
ム
の
チ
カ
ラ
の

凝
集
を「
ア
マ
ナ
」
と
呼
び
ま
す
。「
ア

マ
ナ
」
は
、
宇
宙
根
源
の
神
の「
外
神
」

と
の
対
比
で
い
う
と
、「
内
神
」
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ア
マ
ナ
」
は
原

子
核
で
あ
り
、
人
の
神
我
で
あ
り
、
ど

ん
な
人
に
も
、
ど
ん
な
も
の
に
も
、
カ

ム
の
凝
集
で
あ
る
不
可
視
の
神
が
存
在

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の「
ア
マ
ナ
」の
波
動
は
、

「
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
場
」で
あ
り
、「
空
」
と

言
わ
れ
る
意
識
波
動
そ
の
も
の
な
の
で

す
。講

演
で
は
、「
三
の
構
造
」
を
応
用
と

し
て
、
こ
の「
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
場
」の
波

動
と
つ
な
が
る
方
法
を
お
伝
え
し
、
誘

導
し
ま
し
た
。

本
講
演
は
、
要
す
る
に
、
創
造
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
と
、「
内
な
る
根
源

（
ア
マ
ナ
）」の
存
在
の
役
割
に
つ
い
て
の

理
解
を
元
に
し
た
世
界
観
が
、
日
本
や

ア
ジ
ア
古
層
に
流
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム（
構
造
）

の
内
容
と
共
に
、
そ
の
応
用
と
し
て
、

「
内
な
る
根
源（
ア
マ
ナ
）」
と
つ
な
が
る

方
法
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
し
た
。

「
内
な
る
根
源
（
ア
マ
ナ
）」
の
ス
ペ

ー
ス
は
、
意
識
に
よ
る
癒
し
や
夢
実
現

を
可
能
に
す
る
ス
ペ
ー
ス
、
言
い
換
え

れ
ば
、【
無
か
ら
有
を
生
み
出
す
】意
識

波
動
の
領
域
で
す
。

地
球
規
模
で
大
き
な
変
化
の
時
期
に

あ
る
現
代
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
内
に

は
、
こ
の
チ
カ
ラ
の
根
源
が
存
在
す
る

こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
原
理
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

歴
史
的
に
組
織
宗
教
で
は
、
チ
カ
ラ

の
源
は
外
な
る
神
に
の
み
あ
る
と
教
え

て
き
て
、
個
々
人
の
チ
カ
ラ
の
根
源
の

存
在
や
、
そ
れ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
方
法

は
、
語
ら
れ
る
こ
と
な
く
来
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
語
ら
れ
て
も
、
一
部
の

神
秘
家
や
聖
人
、
或
い
は
、
俗
世
界
と

隔
絶
し
た
長
年
の
修
行
に
よ
っ
て
の
み

初
め
て
到
達
で
き
る
秘
儀
的
な
も
の
と

し
て
扱
わ
れ
、
私
た
ち「
普
通
の
生
活

人
」が
到
達
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
の

よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
カ
タ
カ
ム
ナ
」の
潜
象
物
理
の
理
解
に

基
づ
く
と
、
そ
れ
は
、
思
う
ほ
ど
難
し

い
も
の
で
は
な
く
、
原
理
さ
え
理
解
し

て
、
簡
単
な
実
践
を
重
ね
れ
ば
、
人
間

で
あ
れ
ば
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も

の
だ
と
分
か
る
の
で
す
。

カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
が
解
く
「
ミ

ソ
デ
ホ
ト
」
の
原
理
は
、
本
当
の
自
分

軸
か
ら
生
き
る
こ
と
、【
内
な
る
根
源
】

と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
と
い
う
こ

と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
の
世
界
を

創
造
す
る
た
め
の
基
礎
を
構
築
す
る
上

で
、
様
々
な
形
で
応
用
可
能
な
原
理
を

提
示
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
演
で
提
供
し
た
さ
さ
や
か
な

知
識
が
、
よ
り
良
い
世
界
を
創
造
す
る

為
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。



講
演
の
内
容
は
お
よ
そ
以
下
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

1�

．
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
日
本
の
文
化

の
基
底
に
存
在
し
続
け
る
「
三
の
構

造
」
の
叡
智
：
縄
文
文
化
に
み
ら
れ

る「
三
の
構
造
」と
そ
の
意
味

2�

．
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
に
お
け
る

「
創
造
の
根
本
原
理
」：「
三
の
構
造
」

と
い
う「
抽
象
的
な
構
造
」の
意
味

3�

．【
内
な
る
根
源（
ア
マ
ナ
）】と【
三
】

が
意
味
す
る
こ
と

4�

．【
内
な
る
根
源（
ア
マ
ナ
）】と
つ
な

が
る
方
法
と
そ
の
活
用
法

5
．
実
践
的
誘
導

◎
呉
清
恵（
ア
マ
ナ
）氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

　

ル大
阪
市
立
大
学
経
済
学
研
究
科
修
士
、

同
大
学
院
博
士
課
程
満
期
修
了
、�

統
合

学
博
士（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
統
合
学
研
究

所
）。
現
在
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア

研
究
所
客
員
研
究
員
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
衝
撃

を
受
け
、
3
～
4
世
代
先
の
子
供
達
に

遺
せ
る
も
の
を
求
め
る
中
で
、「
カ
タ
カ

ム
ナ
文
献
」
に
出
合
う
。
そ
の
後
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
家
族
と
移
り
住
み
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
精
神
性
と
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
学
び
、
瞑
想
や
多
次

元
エ
ナ
ジ
ー
ワ
ー
ク
を
実
践
し
つ
つ
、

1
9
9
4
年
よ
り
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
カ
ミ
」

と
の
約
束
を
守
る
た
め
に�

博
士
課
程
に

在
籍
し
て
研
究
を
行
う
一
方
、�

1

�
9
�9�

7
年
以
降
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
。

現
在
、
日
本
に
活
動
拠
点
を
置
き
つ

つ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
ク
ラ
ス
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
個
々
人
が

自
分
の｢

内
な
る
根
源｣

に
繋
が
っ
て

深
い
レ
ベ
ル
の
ト
ラ
ウ
マ
を
解
放
し
て

真
に
自
由
に
な
り
、
多
様
な
個
人
が
互

い
を
認
め
合
い
、
活
か
し
合
え
る
社
会

を
求
め
て
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ク
ラ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

H
P

：http://lum
ina-creation.com

主
著
：
“Cosm

ogonical�W
orldview

�
of�Jom

on�Pottery:�Com
parative�

Structural�and�H
istorical�Study�

of�Pottery�D
ecorations�from

�the�
K
atsusaka�Culture�in�the�Chubu�

Highlands,�Japan�（CA
.�3,300

－�2,900�
BCE

）”�Sankeisha,�2011.�（『
縄
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いまは、心が科学的に不明なので、ESPや
PKを科学的に説明する事は出来ません。また、
人工知能（AI）に「精神」等の人の心（意識など）
を加える為には、サイ（気）科学の研究が必要
であると思います。　

2）オーブ（たまゆら）は心の鏡
オーブに意識要素（PSI-spin対）が混入され

たものを「たまゆら」と呼ぶことにします。変性
意識状体（ASC）付近で行う意念（念の集中）と、
体外にあるオーブ（たまゆら）とが同調（共振、
共鳴）して、「たまゆら」の円内模様（表情）が決
まる事になると考えております。非対称の干渉
縞模様やマンダラ状模様などで、オーブ（たま
ゆら）のユラギであり、解析すると、カオス・ア
トラクターであることが判ります。

体外の空間にあるオーブ（たまゆら）は、大気
イオン（H+、OH−）、大気プラズマ（+、−）陰陽
のPSI-spin対等（それぞれは独立した発光体）

からなる光子群の集合体等であり、近赤外線領
域に潜在しているので、肉眼では見えません。
しかし廉価なCCDカメラでフラッシュ撮影する
と、円形物質として写されてきます。

心は、素粒子類似であり、とらえどころが無
いので、心の自由度を制限して、脳波（脳）を、
物に近づける事が要求されます。つまり、撮影
者は、脳波を7～8Hz付近にまで下げる。そして、
写れ―と意念（念の集中）いたします。

その時、撮影者から放射されるPSI-spin対
と体外に有るオーブ（たまゆら）のPSI-spin対
が同調（共振、共鳴）して､ 両者がつながり（同
一の円内模様が形成され）写真として写されて
くるものと考えます、と言う理由で、オーブ（た
まゆら）の円内模様（表情）は、撮影者の心の状
態を表示している、と判断する事が出来ます。
つまり、オーブ（たまゆら）は「鏡」であり、撮影
者のその時の、心を表示していると判断してお
ります。　



●� ●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 茂美

1）心の科学研究の必要性　　　　　　　　　
人工知能（AI）が造る「心」の研究をさらに進

めるためには、人の心（意識）の科学的な研究
が必要であると思います。コンピューターが造
るAIの心は「物」ですが、人の心には「精神や
魂」と言われる性質があり、「質」が異なります。
つまり、物には再現性や因果律などの法則があ

りますが、心にはそれらが無く、不確実であり、
量子力学の素粒子と類似した性質をもっており
ます。つまり、形而上学と形而下学と言われる
様に、両者は別であります。しかし、異質な心
と物の両者の性質を兼ね備えるものにサイ科学
としてのESP（超感覚）やPK（念力）があります。
これは、誠に不思議な事です。

主に活動していますが、瞑想のときの脳は自
発的な意志行動が減退し、無意識的状態では、
後頭葉の視覚野にイメージとして現われるの
です。

＊資料：ＮＨＫ特集「ひらめき」より

「間脳」は「視床」と「視床下部」の働きに関係
し、何も考えない「ボーっと」した時、特にひら
めきを受けるといわれています。

しかし常識にとらわれた頑な性格の人は心に
ブロックが強く働き、感受性が鈍化する傾向が
みられます。
　
〇おわりに

昔から動物や鳥類、魚類などは本能的に予知
能力を持っていて、地震や津波などを事前に起

きる兆候を察知することができると言われてい
ます。犬は臭覚が人間の百万倍以上の能力があ
り入国の際に麻薬の察知に使用していますが、
イギリスでは癲癇の発作を事前に察知する犬の
訓練をしています。イルカは自閉症の児童を察
知して戯れるとか、いわばESP能力は鳥獣魚類
でも生得的に備わっていると思われます。

一流の経営者は時代を先取りする先見の明
が優れ、天才的芸術家や科学者たちも独創的

「ひらめき」を受けて、世の中に偉大な貢献をし
ています。

しかし、ひらめきは天才たちの特権のみなら
ず、人は誰でも分相応のひらめきを受けること
があります。例えば、先祖霊などのいわゆる個
人の守護霊からのアドバイスが発信され、ひら
めきとして感受され、運命を好転できたという
実話も多く聞かれます。

先行き不透明な現代、人間の知能に代わる
AI（人工知能）による新興技術革新が話題に
なっていますが、AIが進化したとしても、天啓
から発する「ひらめき」を捉えることは困難なこ
とと思われます。

むしろ私たちが今求められているのは、人間
の感性「ひらめきの力」なのではないのでしょ
うか。　

「オーブ（たまゆら）」研究の意味合い「オーブ（たまゆら）」研究の意味合い



⑧夢見のとき
夢見からめざめるとき、優れた創造性のヒン

トが得られたという話は多々あります。めざめ
のボンヤリとした状態こそ、インスピレーショ
ンの感受性が高まります。

⑨信念のとき
「直観を信じる」には、不純な損得勘定を持

たず、常に純粋で人類のために役立つ博愛精
神を持っていることが望まれます。

⑩祈りのとき
自己本位の祈りでなく、世のため人のために

平安を祈るような次元の高い祈りは、天界に通
じます。

〇インスピレーションの源泉は?
宇宙創造主とは人智を超えた畏敬な存在を

指し「サムシング・グレート」とか「偉大な何も
の」とか呼んでいるのは目に見えない大きな存
在で、天啓、神や仏、祖霊、背後霊などと同様
な言い方で呼ばれています。

これらのインスピレーションの源泉は、ひら
めきを受け取る側の人の心境とか、能力のレベ
ルの高低によって発信源と同調され違いができ
るものと考えます。

インスピレーションが発せられるエネルギー
は波動となり、あたかもテレビのチャンネルの
ように受信側がその波動と同調するとき、ひら
めきを受けるのです。

発信源の高低のレベルというのは、天界の高
次元から幽界の低次元まで様々あり、その受信
側の人の能力と心境のレベルにおいて同調した
とき、各々のひらめきを感受するものと考えて
います。

目標の達成に向かって努力集中している際
に、天啓からのひらめきを受け、創造、発見、
発明などのヒントが感受するものです。　

天界には宇宙意識ともいうべき叡智の宝庫
があるとされ、この源から発信されるインスピ
レーションがひらめくことが可能ならば、先見

の明のみならず、物事の本質を見通す予知能力
や創造力が発揮されることでしょう。ただ受手
側の感性のレベルが低い場合には、高次元の波
動が発信されても、受けることも理解すること
もできません。

〇脳とひらめきの関係は?
脳には「脳幹」（間脳～中脳～橋～延髄）とい

う「生命」を維持するための重要なところがあり
ます。ここは直観のひらめきの脳とも言われて
いるところです。

脳の頭蓋の外から近赤外線を照射し神経細
胞が集中している大脳皮質内の活動状態を測
定できる機器「光トポグラフィ」を駆使し、顕在
意識から変性意識状態に移行する大脳内の血
流を観測しました。

実験での被験者は主に瞑想者、特異能力者
（霊能力者、透視者、霊媒）等です。

催眠誘導により脳内活動を測定し、前頭前野
の意識状態と後頭葉の視覚野におけるイメージ
との関連性を比較計測しました。

　計測結果、（上図）ひらめきの際の血流変化
は、顕在意識から変性意識状態に至ると、視覚
野にイメージの活性化が顕著に表れ感受性の高
まりが測定できました。
　ひらめきを受ける時は、いわば通常の意識

（顕在意識）より変性意識状態（トランス状態）
に反応します。覚醒している時の脳の活動は、
意思や論理的判断をする領域である前頭葉が

● �●



救われた実話も多々あります。

〇インスピレーションの感受性は?
変性意識状態とは、「通常の、日常意識以外

のさまざまな意識状態を指した総称」と定義さ
れていますが、人の意識が変性意識状態（トラ
ンス）になるとき、被暗示性が高まり常識という
意識の壁から開放され、意識の拡大により異次
元からのインスピレーションが心の防御なしに
ひらめきとして素直に感受されます。

いわゆる意識が内外から勘や直感、直観、イ
ンスピレーション、霊感、啓示、悟りなど、ひ
らめきとして感受性が高まる状態になるとされ
ています。

夢見のとき、白昼夢、催眠状態、瞑想、精神
統一、座禅、読経、荒行、ヨーガとか、幻覚剤
などによる意識状態のとき、脳にひらめきが起
きます。

また心に響く音楽、絵画、彫刻などや映画、
舞台鑑賞での歓喜に満ちた体験、フィードバッ
ク等によって引き起こされる意識状態のとき、
また飲酒の酩酊状態、スポーツ競技中、ラン
ナーズハイ、試験に合格して有頂天のとき、カ
ラオケで夢中になっているときなどでも変性意
識状態になります。シャーマンにおけるトラン
ス状態でも神秘体験やサイケデリックスに誘発
されて霊的イメージが湧くようになります。

〇ひらめきを感じるには?
①自然とのふれあい

大自然の息吹や心地よい自然の揺らぎ、梢
のざわめき、川のせせらぎ、鳥や虫の声、花々
の香りやそよ吹く風などは「1/fゆらぎ」といい、
脳波をアルファへと誘い、人々の心身をリラッ
クスさせる効果があります。自然には音や香り
や安らぎのリズムが満ちて人々の心を和ませ、
癒しへと誘います。

②聖なる地
　人間は聖なる地に佇んでいると、心身が清め
られます。古代から人々は自然の、山、海、森

林、巨石、岩石や太陽、月、星、雨、風、雷な
ど自然現象に神格化した神が宿っていると感じ
られて、自然を崇拝してきました。

これが「アニミズム」と呼ばれた原初的な自然
崇拝を対象とした所以です。

③瞑想のとき
瞑想により思考や感情など心の既成概念のブ

ロックが外れ、内的に意識を向けると心が鎮ま
り、雑念が消え、脳が安らぎの状態となりイン
スピレーションを受けやすくなります。

古くから修行として座禅、瞑想、精神統一が
行われ神人合一の訳が頷けます。

④入浴のとき
湯に浸かると末梢血管が拡張し血液循環が

良くなります。特に温泉浴は心身の代謝を促し、
副交感神経が優位となり、神経を鎮静化させる
効果があります。あたかも白昼夢のような無我
ともなり感受性が高まってきます。

⑤散歩のとき
散歩は全身の血液の循環を促し、脳をリラッ

クスさせる効果があります。天才たちの多く
は、散歩を好んでいました。散歩はインスピ
レーションの感受性を磨くものとも考えられて
います。

⑥「イヤシロチ」
大地の電流状態を研究した楢崎博士は、人

体や植物の生育に良い土地を「イヤシロチ」、逆
に悪い土地を「ケガレチ」と呼び、生命力を活
性化させる地と生気を吸い取る地があることを
解明しました。「イヤシロチ」に住むと感性が豊
かになるとも言われています。

⑦無我夢中のとき
何事においても真剣に集中して無我夢中に

なっているときには時間的観念が無くなり意識
が無の状態となり、その刹那「ひらめき」を感じ
ることが多いと考えます。

●� ●



はじめに
超感覚的知覚（Extrasensory�perception）ESP、

という超能力の一種に“第六感”というものがあ
ります。いわゆる五感を超えた勘、直感、直観、
インスピレーション、霊感、虫の知らせ、また
宗教上の悟り、以心伝心、啓示などの精神感応、
つまり物事の本質を掴む心の働きのことを指し
ています。

第六感の感受性は文明社会に生きる私たち
より、むしろ古代人の方が過酷な自然の脅威や
猛獣からの生命の危機に対峙して生き抜くため
に、本能的に感覚の鋭敏性が備わったのではな
いかと推察されます。

今日私たちは論理的判断や推論などの思考
が重視され、ESP能力などは退化しているよう
に思われます。

人工知能（AI）時代と叫ばれている昨今、む
しろ私たちはAIの特性にはない“ひらめき”の
感受性を日々の生活に活かし、先見の明や創造
性に磨きをかけることが望まれます。

偉大な足跡を残した芸術家たちの創造力や
天才といわれる科学者たちの発見や発明の多く
は、“ひらめき”によるものだと言っても過言で
はありません。そのひらめきの発生源はどこか
ら来るのか、ひらめきの感受性を高めるにはど
うしたらよいか、その受信機能である脳の働き
についても考察してみたいと思います。

〇第六感について?
・勘とは?：長年の経験から潜在意識に蓄積さ
れた心の働き。
・直感とは?：論理的思考によらず、感覚的に
モノの真相を感じとる働き。
・直観とは?：経験、知識などの推論や考察に
よらず、意識しなくとも感覚によって瞬時に全
体の本質をとらえ、正しいと認識するもので、
天啓・神仏・祖霊など、啓示、霊示によるひら
めき。
・インスピレーションとは?：一瞬のひらめきに
よって、発明、発見及び創作活動につながるヒ
ントが外界から導き出される独創的なもので直
観と同意義。
・霊感とは?：霊界からの霊妙な心の働き。ま
た神や仏が乗り移ったようになる人間の超自然
的な感覚。直観やインスピレーションと同意義
ですが、やや信仰心的な意味合いがある。
・虫の知らせとは?：体内に棲む虫が不吉な予
知、予感を感じさせるとの故事。

〇インスピレーションのひらめきとは?
詩人、作家、画家、音楽家などの芸術的創

造性のみならず、物理、化学など科学的発見
や発明した天才といわれる人たちの業績をみる
と、多くはインスピレーションによるひらめきを
受けて達成されています。

一般人でも日常生活においても、一瞬のひら
めきによって、運命をも左右する霊妙な予感で

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
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か
ら
、
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
空
間

の
揺
ら
ぎ
情
報
を
共
鳴
吸
収
し
て
い
る

可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

臨
床
脳
波
で
の
ア
ル
フ
ァ
波
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
脳
波
で
あ
り
、
脳
は
あ
ま
り
活

動
を
し
て
い
な
い
と
す
る
見
解
に
は
合

い
ま
せ
ん
が
、
前
回
（
2
0
1
8
年
10

月
）
に
引
き
続
い
て
、
新
た
な
測
定
事

実
を
紹
介
し
て
皆
さ
ん
と
論
議
し
た
い

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
、
十
月
、

　

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
十
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
全
国
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に

　

あ
た
っ
て

◎
第
10
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
38
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
30
年
7
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
三
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
三
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
三
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
念
写
を
成
功
さ
せ
る

◎
困
っ
た
が
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
話

と
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の
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分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
1
年
電
気
通
信
大
学
を
卒
業

し
松
下
電
器
に
入
社
。
東
京
大
学
工
学

部
係
数
工
学
科
南
雲
研
究
室
に
出
向

し
、
医
学
で
は
な
い
工
学
の
立
場
で
脳

波
を
研
究
。

　

1
9
8
3
年
株
式
会
社
脳
力
開
発
研

究
所
設
立
。
P
C
に
よ
る
脳
波
分
析
法

を
開
発
し
大
学
や
企
業
の
研
究
所
に
提

供
。
長
年
の
脳
波
研
究
に
対
し
2

�
0
�0�

0
年
日
本
文
化
振
興
会
よ
り
社
会
文
化

功
労
賞
と
菊
華
勲
章
受
賞
。

2
0
1
1
年
オ
バ
マ
大
統
領
諮
問
機

関
よ
りGold�A

w
ard

（
金
賞
）受
賞
。

現
在
、�

脳
力
開
発
研
究
所
相
談
役
、

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本
医
療
催

眠
学
会
顧
問
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　

匿　
　

名　

様

金
三
万
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

実
体
験
を
ふ
ま
え
た
U
F
O
現
象

～
U
F
O
飛
翔
体
・
遭
遇
と
そ
の

軌
跡
～

　
　
　
　

講
師　

加
藤　

純
一 
氏

日
時　

令
和
元
年
9
月
21
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー　

�

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ス
ト
レ
ス
解
消
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

～
お
笑
い
の
効
用
～

　
　
　
　

講
師　

若
井　

ぼ
ん 

氏

�（
元
漫
才
師
、
レ
ゲ
エ
河
内
音
頭
歌
手
）

日
時　

令
和
元
年
10
月
19
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー　

�

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

海
神
と
住
吉
大
社（
仮
題
）

　
　
　
　

講
師　

小
出　

英
詞 

氏

�

（
住
吉
大
社 

権
禰
宜
）

日
時　

令
和
元
年
11
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー　

�

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

令
和
元
年
9
月
14
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
7
3
9
8



●❸ ●

★日本サイ科学会　第２８回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2019年10月14日（月・祝）10 :00～16 :40

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000（含当日入会申込者）　一般　¥3,000　 学生　¥1,000

  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）

 9 : 30  開場

10 :00～10 :10 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第１部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答／1人）

10 :10～10 :35 瀧瀬 啓子「ミディアムシップにおける霊界、スピリットの存在証明」

10 :35～11 :00 橋谷 誠一「外気を感じる装置を基にした気の伝わり方の考察」

11 :00～11 :25 山根 真「新宇宙論・量子論Ⅴ －宇宙圧力論を求めて－」

11 :25～11 :50 志賀 一雅「細胞のマイクロバイブレーション（7.8Hz）について」

11 :50～12 :50 昼休み（60分）

◎第２部：シンポジウム　テーマ「スピリチュアル・ヒーリング」

12 :50～12 :55 大会委員長挨拶　小林 信正 副理事長

12 :55～13 :00 司会進行　阿久津 淳（ヒーラーのプロフィールを順次紹介）

13 :00～13 :15 佐藤 禎花（自己紹介とヒーリングの特徴を説明）

13 :15～13 :30 大石 陽子（同上）

13 :30～13 :45 森安 政仁（同上）

13 :45～14 :00 橋本 和哉（同上）

14 :00～14 :20 休憩（20分）

14 :20～16 :30 ４名のヒーラーのヒーリングの実技・質疑応答

16 :30～16 :35 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長

16 :35～16 :40 閉会のご挨拶　久保田 昌治 大会委員長

17 :30～19 :30 懇親会（希望者：当日受付）



日
本
サ
イ
科
学
会
　
第
28
回

全
国
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ

ー
リ
ン
グ
」開
催
に
あ
た
っ
て

　
　

大
会
委
員
長　

小
林　

信
正　

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

現
代
医
学
や
伝
統
的
な
民
間
療
法
と

は
異
な
る
神
秘
的
な
治
療
法
に「
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」（
心
霊
的

な
治
療
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
霊
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
精
神

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
目
に
見
え

な
い
力
の
た
め
に
、
人
々
は
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
を“
神
秘
的
な
治

療
法
”と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら“
病
は
気
か
ら
”
と
言
わ
れ

て
い
た
通
り
、
疾
病
の
多
く
は
、
肉
体

が
病
に
な
る
だ
け
で
な
く
、「
心
・
魂
・

体
」
の
全
て
の
作
用
を
受
け
て
、
物
と

心
の
両
面
の
調
和
に
よ
っ
て
健
康
と
い

う
も
の
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て

き
ま
し
た
。

だ
が
科
学
を
万
能
視
す
る
人
々
は
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
迷

信
と
し
て
蔑
視
し
、
非
科
学
的
療
法
と

決
め
付
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
現
代
医
学
や

民
間
療
法
に
見
放
さ
れ
た
人
々
は
、
最

後
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
望
み
を
託
し
て
、

世
界
の
至
る
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
で
は
国
家
的
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
認
め
、
特
に
イ
ギ

リ
ス
の
病
院
で
は
、
医
者
の
補
助
的
手

段
と
し
て
ヒ
ー
ラ
ー
た
ち
が
現
代
医
学

や
民
間
療
法
に
見
放
さ
れ
た
人
々
の
拠

り
ど
こ
ろ
と
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
医
療
を
施
し
、
健

康
保
険
さ
え
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
講
演
よ
り
も
実
演
を
主
と
し

て「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
手
法
で
行
う

の
か
、
会
場
の
皆
さ
ん
の
中
で
、
日
ご

ろ
心
身
の
状
態
が
芳
し
く
な
く
ヒ
ー
リ

ン
グ
を
希
望
す
る
方
々
を
被
験
者
と
し

て
、
会
場
で
各
々
の
ヒ
ー
ラ
ー
諸
氏
が

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を

施
し
て
、
そ
の
効
用
や
感
想
な
ど
を
伺

う
も
の
と
し
ま
す
。

（
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
分
類
）

（
A
）
直
接
ヒ
ー
リ
ン
グ
：
ヒ
ー
ラ
ー
が

直
接
患
部
に
手
を
か
ざ
し
て
心
霊
的
パ

ワ
ー
や
気
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

る
療
法
。

（
B
）
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
：
ヒ
ー
ラ
ー
を

通
し
て
心
霊
的
パ
ワ
ー
や
気
の
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
遠
方
の
患
者
に
送
り
、
邪

気
を
除
き
、
本
来
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
循
環
を
取
り
戻
す
療
法
。

（
C
）
医
療
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
：
霊
能
力
者

が
霊
界
と
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
治
療
の
指

示
を
受
け
る
。

（
D
）
除
霊
・
浄
霊
：
人
に
憑
い
た
憑
依

霊
を
取
り
除
き
、
浄
化
し
て
病
気
を
治

す
治
療
法
。

（
E
）
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン

グ
：
高
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ヒ
ー
ラ
ー

の
身
体
を
通
し
て
治
療
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
し
て
患
者
の
体
内
に
注
入
に
て
ヒ

ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

（
ヒ
ー
ラ
ー
の
先
生
の
紹
介
）

①
佐
藤
禎
花
先
生

・
石
川
県
金
沢
市
に
て
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
健
康
科
学
研
究
所
を
開
設
、
北
陸
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
。

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
国
際
大
学
大
学
院
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
研
究
科
教

授
。
東
京
赤
坂
に
事
務
所
を
置
き
、
石

川
県
金
沢
を
中
心
に
富
山
、
静
岡
、
長

野
、
東
京
と
氣
エ
ナ
ジ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
育
成
と
特
別
セ
ラ
ピ
ー

を
実
践
。『
宇
宙
即
我
、
皆
つ
な
が
っ
て

い
る
』
天
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
、
心（
精
神
）・
身
体
・
霊
性（
魂
）の

三
位
一
体
を
人
間
丸
ご
と
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
に
と
ら
え
、
健
康
と
は
、
幸
せ
と

は
、
生
き
る
と
は
、
死
と
死
後
の
事
、

ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
帰
る
の
か
?
等
、

学
問
と
実
技
実
践
法
を
伝
授
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
二
つ
の
ガ
ン
の
う
ち
一
つ

が
消
え
、
全
部
意
味
を
伝
え
ら
れ
克
服

す
る
。
現
在
10
年
過
ぎ
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
い
た
赤
坂
A
A
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
て
特
別
セ
ラ
ピ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
大
石
陽
子
先
生

・
埼
玉
県
の
旧
神
泉
村
に
住
み
自
然
と

親
し
み
な
が
ら
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
然
界
か
ら
の
恩
恵
に
感
謝
し
な
が

ら
、
命
や
霊
性（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）を
高
め

る
た
め
に
日
本
の
伝
統
的
自
然
食
、
健

康
食
な
ど
食
育
活
動
を
通
し
て
、
精
神

性
、
情
緒
性
を
大
切
に
す
る
生
き
方
を

啓
蒙
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
神
界
か
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
パ
ワ
ー
を
身
体
に
受

け
て
、
患
部
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
し
、

時
に
は
憑
依
霊
の
浄
化
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

③
森
安
政
人
先
生

・
長
崎
県
在
住
、
日
本
サ
イ
科
学
会
九

州
会
会
長
、
40
歳
ご
ろ
か
ら
心
の
勉
強

を
重
ね
、「
運
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」を
解
明
、

鶏
卵
卸
商
の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い

● ❹●



る
傍
ら
、
全
国
か
ら
の
電
話
で
の
悩
み

相
談
を
38
年
間
、
直
接
、
遠
隔
ヒ
ー
リ

ン
グ
と
し
て
無
料
で
奉
仕
活
動
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
生
霊
に
つ
い
て
の

心
身
の
不
調
や
痛
み
に
つ
い
て
、
そ
の

原
因
と
な
る
悪
い
想
念
の
対
処
法
を
指

導
、
ま
た
神
仏
を
敬
い
、
先
祖
に
感
謝

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
お
ら
れ

ま
す
。

④
橋
本
和
哉
先
生

・
は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
、
医
学
博
士
。
日
本
サ
イ
科
学
会
理

事
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会�

副
会
長
、

N
P
O「
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

理
事
長�

、
社
団
法
人�

「
日
本
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
医
学
協
会
」理
事
長
。

当
て
た
気
の
跳
ね
返
り
で
何
が
あ
る

か
を
知
る
「
気
当
て
診
断
法
」
希
望
す

る
も
の
を
意
識
し
て
天
に
飛
ば
し
、
共

鳴
し
て
返
っ
て
く
る
気
を
療
法
に
用
い

る
「
天
賜
気
功
法
」
を
独
自
に
開
発
し

て
診
療
に
使
う
。

一
般
診
療
以
外
に
、
霊
障
、
ト
ラ
ウ

マ
、
家
や
土
地
の
気
の
異
常
、
魂
か
ら

見
た
相
性
、
良
質
食
材
な
ど
チ
ェ
ッ
ク

し
人
生
の
進
路
、
適
正
相
談
も
受
け
て

い
ま
す
。

参
考
：
医
師
が
語
る
霊
障（
創
芸
社
）ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
T
V
・
D
r
は
っ
し
ー

の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
相
談
室

http://spiritual-soudan.net�

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
10
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

故
人
か
ら
学
ん
だ
「
最
高
の
生
き

方
・
逝
き
方
」・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

受
け
取
り
方
の
実
践

�

講
師　

陽
光 

氏（
こ
と
だ
ま
師
）

日
時　

令
和
元
年
11
月
4
日（
月
・
休
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

内
容「

天
上
界
や
自
然
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
受
け
取
り
方
」
と
、
故
人
か
ら
教

え
ら
れ
た「
最
高
の
生
き
方
・
逝
き
方
」

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
様
々
な
目
に
見
え

な
い
存
在
や
故
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
取
る
コ
ツ
に
つ
い
て
、
誰
で
も

簡
単
に
で
き
る
実
践
を
行
い
な
が
ら
皆

さ
ん
と
ご
一
緒
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◎
陽
光
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

埼
玉
県
本
庄
市
生
ま
れ
、
神
川
町
在

住
。
約
10
年
前
に
本
屋
で
出
会
っ
た
一

冊
の
本
に
心
を
動
か
さ
れ
、
精
神
世
界

へ
の
道
に
踏
み
入
れ
る
。
自
身
の
生
き

方
を
模
索
し
て
い
た
時
に
、
一
人
の
路

上
詩
人
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
感

得
、
言
葉
の
力「
こ
と
だ
ま
」
の
持
つ

素
晴
ら
し
い
パ
ワ
ー
を
実
感
、
2�

0�

1�

�

2
年
よ
り
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
下
ろ
す
活
動
を
開
始
。

こ
れ
ま
で
に
書
き
下
ろ
し
た
数
は
3
万

枚
以
上
と
な
る
。
昨
今
で
は
自
然
界
や

天
上
界
、
ま
た
故
人
か
ら
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、
注
文

製
作
の
傍
ら
イ
ベ
ン
ト
や
企
業
等
の
研

修
依
頼
を
受
け
関
東
一
円
で
活
動
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
38
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

テ
ー
マ「
虚
数
宇
宙
」

日
時　

令
和
元
年
12
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
7
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生

が
今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と

　
　
　
　

講
師　

清
水　

浦
安 

氏

　
　
　
　
　
　
　

愛
宕　

な
み 

氏

●❺ ●



◎
愛
宕
な
み
氏
の
講
演（
つ
づ
き
）

宇
宙
を
創
っ
た
大
元
の
元
が
あ
る
。

こ
の
宇
宙
を
創
っ
た
大
元
の
元
の
名
前

を
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
創
造
主
」
と

か
「
造
物
主
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
仏

教
で
は
こ
の
こ
と
自
体
の
こ
と
を「
空
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
「
仏
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
お
釈
迦
様
の
こ
と
を

「
仏
」
と
呼
ぶ
、
そ
ん
な
風
に
も
捉
え

が
ち
で
す
が
、
宇
宙
を
創
っ
た
大
元
の

元
の
存
在
の
こ
と
を
仏
教
で
は
「
空
」

と
呼
ん
で
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

ヨ
ガ
の
世
界
で
は
、
こ
の
こ
と
を

「
宇
宙
霊
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
天
風
先

生
は
ヨ
ガ
を
日
本
に
初
め
て
持
っ
て
来

ら
れ
た
方
な
の
で
、
宇
宙
を
創
っ
た
大

元
の
元
の
こ
と
を
「
宇
宙
霊
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
そ
し
て
あ
る
方
は
そ
れ
を

「Som
ething�Great

（
サ
ム
シ
ン
グ
・

グ
レ
ー
ト
）」
と
呼
ん
だ
り
、
そ
し
て
映

画
で
は
「
フ
ォ
ー
ス
」
と
呼
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
名
前
は
様
々
で
す
が
、
指

し
て
い
る
も
の
は
た
だ
一
つ
、
宇
宙
を

創
っ
た
大
元
の
元
、
こ
の
ひ
と
し
ず
く

が
私
達
の
霊
魂（
た
ま
し
い
）
の
中
心

に
宿
っ
て
い
る
。

世
界
中
の
人
々
に
平
等
は
無
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
に
生
ま
れ

る
こ
と
も
、
北
朝
鮮
に
生
ま
れ
る
こ
と

も
、
日
本
に
生
ま
れ
る
こ
と
も
、
こ
れ

は
平
等
は
無
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

で
も
天
風
先
生
は
「
そ
う
思
う
け
れ
ど

も
、
全
員
の
霊
魂
（
た
ま
し
い
）
の
中

心
に
こ
の
ひ
と
し
ず
く
が
宿
っ
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
だ
け
が
全
員
の
平
等
な
ん

だ
。
こ
こ
に
立
脚
し
て
、
物
事
を
考
え

て
い
き
ま
せ
ん
か
。
そ
の
こ
と
を
提
唱

し
て
行
き
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

す
べ
て
の
人
の
霊
魂
の
中
心
に
宿
る

ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
、
こ
れ
は
ワ
ン
ち
ゃ
ん

や
猫
ち
ゃ
ん
も
入
っ
て
い
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
。
た
だ
天
風
先
生
の
言

葉
を
借
り
る
と
、「
観
念
の
問
題
で
す

が
、
言
葉
で
言
う
と
、
彼
ら
に
は
薄
ま

っ
た
も
の
が
入
っ
て
い
る
」と
い
う
の
で

す
。
言
葉
尻
を
捉
え
な
い
で
く
だ
さ
い
、

ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
そ
の
も
の
が
入
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
意
味

で
す
。「
人
間
だ
け
が
そ
の
も
の
が
入
っ

て
い
る
、
多
い
少
な
い
の
問
題
で
は
な

く
、
そ
の
も
の
自
身
が
入
っ
て
い
る
の

は
人
間
だ
け
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
私

達
の
中
に
潜
在
的
に
元
々
あ
る
の
だ
。

で
は
宇
宙
を
創
っ
た
大
元
の
元
は
ど
う

い
う
も
の
な
ん
だ
?　

そ
う
す
る
と
、

天
風
先
生
は
ご
生
前
も
言
っ
て
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、「
真
善
美
」

な
ん
だ
。

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
で
も
よ
く
言
い

ま
す
が
、「
真
」と
は「
愛
」と「
誠
」な

ん
だ
。「
善
」と
は「
全
き
善
」な
ん
だ
。

地
球
で
は
、
善
と
悪
と
い
う
ジ
ャ
ッ
ジ

メ
ン
ト
を
私
達
は
い
つ
も
し
て
お
り
ま

す
が
、
で
も
宇
宙
は
「
全
き
善
」
し
か

な
い
ん
だ
。「
善
」
の
方
向
か
ら
し
か
、

も
の
を
見
な
い
ん
だ
。
そ
れ
が
宇
宙
な

ん
だ
、
と
言
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
清
水
さ
ん
が
落
ち
て
い
る

バ
ナ
ナ
の
皮
で
転
ん
だ
と
し
ま
す
。
最

近
は
バ
ナ
ナ
の
皮
も
落
ち
て
い
ま
せ
ん

が（
笑
）。
そ
れ
も
、
大
難
が
小
難
に
済

ん
だ
ん
だ
。
霊
魂
の
中
で
は
、
そ
れ
は

一
つ
の
悟
り
な
ん
だ
。
善
の
方
向
か
ら

も
の
を
見
て
み
よ
う
、
と
い
う
の
が
宇

宙
の
捉
え
方
な
ん
だ
。

「
美
」
と
い
う
の
は
、
調
和
で
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
な
ん
だ
。
宇
宙
は
完
全
な
る

調
和
で
完
全
な
る
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
、
こ
の
人
間
世
界
だ
け
が
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
て
い
ろ
い
ろ
な
諍
い
が
起
き

て
い
る
、
そ
う
い
う
世
界
な
ん
だ
。

そ
し
て
天
風
先
生
が
言
っ
た「
絶
対

積
極（
ぜ
っ
た
い
せ
き
ぎ
ょ
く
）」は「
正

し
い
心
、
清
い
心
、
尊
い
心
、
強
い
心
」

の
こ
と
で
す
。
天
風
先
生
は
何
も
道
徳

的
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け
で
は

● ❻●



あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の「
強
い
心
」
は「
折

れ
な
い
心
」、「
し
な
や
か
な
心
」
の
こ

と
で
す
。
宇
宙
は
毎
日
毎
日
膨
ら
ん
で
、

毎
日
毎
日
生
ま
れ
続
け
て
い
る
、
決
し

て
後
ず
さ
り
し
な
い
。
そ
の
宇
宙
に
歩

み
を
合
わ
せ
な
さ
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
歩
で
も
前
に
、

一
歩
で
も
前
に
、
少
し
で
も
前
に
、
そ

う
し
て
生
き
て
い
き
な
さ
い
。
宇
宙
に

歩
み
を
合
わ
せ
な
さ
い
、
心
を
同
化
さ

せ
な
さ
い
、
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て「
明
る
い
心
」、「
暖
か
い
心
」、
こ

れ
が
宇
宙
霊
の
心
な
ん
だ
、
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
よ
く
奇
跡
を
体
験
す
る
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
奇
跡
は
宇

宙
霊
に
心
を
合
わ
せ
た
と
き
に
、
奇
跡

を
ど
ん
ど
ん
体
験
す
る
の
だ
、
そ
れ
を

量
多
く
私
達
は
体
験
し
て
、
こ
の
現
実

世
界
で
仕
事
に
生
活
に
活
か
し
て
こ
そ

の
奇
跡
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
天
風

先
生
は
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

心
を
同
化
さ
せ
る
こ
と
、
ワ
ン
ド
ロ
ッ

プ
に
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
私
達
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
通
し
て
、
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
に
心
を

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
ほ
ど
こ

こ
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
、
神
の
啓
示

な
る
も
の
を
量
多
く
与
え
ら
れ
、
私
達

は
宇
宙
か
ら
の
示
唆
を
ど
ん
ど
ん
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
宇
宙
に

心
が
同
化
し
て
い
な
い
と
そ
れ
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
と
い
う
ふ

う
に
言
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
日

頃
か
ら
私
達
は
宇
宙
に
心
を
同
化
さ
せ

る
こ
と
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
く
よ
う
に

ず
っ
と
言
わ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
何
が
で
き
る
の
か
?

元
々
宇
宙
霊
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の「
創

造
す
る
」、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の「
想

像
す
る
」、
そ
れ
か
ら
何
か
を
や
り
遂
げ

よ
う
と
す
る
、
信
じ
よ
う
と
す
る「
す

る
力
」
が
あ
る
の
で
す
。
私
達
は
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
に
心
を
寄
せ
る
ま
で
も
な
く
、

何
か
頭
の
中
に
思
い
描
い
た
も
の
を
、

現
実
世
界
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
今
日
食
べ
る
夕
飯
で
さ
え
も
、

ま
ず
皆
さ
ん
頭
の
中
に
描
い
て
か
ら
食

べ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
毎
日

毎
日
、
自
己
実
現
の
繰
り
返
し
を
し
て

い
る
の
だ
と
天
風
先
生
は
言
っ
て
お
り

ま
す
。

「
何
で
も
気
な
し
に
や
る
な
、
す
べ

て
の
こ
と
は
気
持
ち
を
入
れ
て
や
れ
。

毎
日
毎
日
、
自
己
実
現
し
て
い
る
と
自

分
の
中
に
刻
み
つ
け
ろ
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
さ
い
こ
と
を
重
ね
て

い
く
と
、
大
き
な
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
。」

私
っ
て
ち
っ
ぽ
け
な
人
間
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
、
ど
う
し
て
も
思
い
が
ち
で

す
。
で
す
け
ど
毎
日
毎
日
、
自
己
実
現

を
繰
り
返
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
や
自
分

の
何
か
大
き
な
志
を
も
っ
た
と
き
に
、

そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
毎
日
の
繰
り
返
し
な
ん
だ
、
と
天

風
先
生
は
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
達

は
毎
日
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
に
心
を
添
え
て
、

そ
し
て
添
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

す
。私

達
の
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
毎
日
毎
日
こ
の
奇
跡
の
連
続
で
す
。

私
達
は
奇
跡
を
体
験
す
る
た
め
に
こ
の

地
上
に
お
り
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

奇
跡
は
網
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

誰
か
一
人
だ
け
が
経
験
す
る
も
の
で
な

く
、
同
時
に
皆
さ
ん
が
経
験
し
な
が
ら
、

そ
し
て
そ
の
奇
跡
の
中
か
ら
私
達
は
悟

り
を
開
い
て
い
く
。
そ
の
、
毎
日
毎
日

の
繰
り
返
し
を
こ
の
地
上
で
し
て
、
持

っ
て
帰
れ
る
も
の
は
霊
魂（
た
ま
し
い
）

の
成
長
の
み
な
ん
だ
。
私
達
は
こ
の
霊

魂
の
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
日
々
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
、
思
っ
た
り

考
え
た
り
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
思
っ

た
り
考
え
た
り
し
て
い
る
心
を
自
分
だ

と
思
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
も
う
違

う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
そ
こ
に

立
ち
返
る
と
き
が
来
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
は
元
々
周
り
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
守
護
霊
の
方
々
は
、
だ
い
た
い
7

割
か
ら
9
割
は
家
系
の
ご
先
祖
様
だ
と

言
っ
て
お
り
ま
す
。
清
水
さ
ん
の
指
導

霊
と
い
う
方
が
、
以
前
は
中
村
天
風
先

生
で
、
今
は
倭
姫
命（
や
ま
と
ひ
め
の

み
こ
と
）
様
で
す
。
指
導
霊
は
多
分
皆

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

今「
チ
ャ
ネ
ラ
ー
」の
方
々
は
い
ろ
い
ろ

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、

清
水
さ
ん
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
本
し
か
繋

が
な
い
人
で
す
。
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清
水
さ
ん
は
指
導
霊
の
こ
と
を
今
、

「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
」
は
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ（
専
門
）に
繫
げ
て
く
れ
ま
す
。

中
村
天
風
先
生
の
ご
紹
介

1
8
7
6
年
東
京
北
区
王
子
生
ま
れ
。

日
露
戦
争
の
軍
事
探
偵
と
し
て
活
躍
。

当
時
、
死
病
で
あ
っ
た
肺
結
核
を
発
病

し
た
こ
と
か
ら
、
人
生
に
つ
い
て
深
く

考
え
、
真
理
を
求
め
て
欧
米
を
遍
歴
。

有
名
な
学
者
や
識
者
を
訪
ね
る
が
、
答

え
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
帰
国
す
る
途
中

に
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
の
聖
者（
カ
リ
ア
ッ
パ

師
）
と
出
会
う
。
そ
の
ま
ま
彼
の
弟
子

と
な
り
、
ヨ
ガ
哲
学
の
指
導
を
受
け
、

病
を
克
服
、
帰
国
後「
心
身
統
一
法
」を

説
き
、
多
く
の
著
名
人
か
ら
支
持
さ
れ
、

「
天
風
哲
学
」
と
し
て
広
く
世
間
に
認
め

ら
れ
る
。

1
9
6
8
年
92
歳
で
亡
く
な
る
。

私
達
が
一
緒
に
や
っ
て
お
り
ま
す

「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

天
風
先
生
の「
我
が
霊
魂
の
中
に
与
え

給
い
し
慈
悲
の
雫（
し
ず
く
）で
あ
る
。」

と
い
う
言
葉
か
ら
、「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
」

と
い
う
名
前
を
つ
け
た
、
と
先
ほ
ど
お

話
し
し
ま
し
た
が
、
倭
姫
命
様
は
こ
の

こ
と
を「
神
性
復
古
運
動
」と
い
う
こ
と

で
、
運
動
と
し
て
や
っ
て
い
き
な
さ
い
、

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
か
と
言

い
ま
す
と
、「
神
性
」
と
い
う
の
は
神
性

と
い
う
言
い
方
も
あ
れ
ば
、
仏
性
と
い

う
言
い
方
も
あ
れ
ば
、
霊
性
と
い
う
言

い
方
も
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
こ
の
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
が
私
達
の
中
心
に
宿
っ
て

い
る
の
だ
、
こ
れ
を
ま
ず
思
い
出
す
こ

と
、
さ
ら
に
思
い
出
す
だ
け
で
は
だ
め

で
、
元
の
形
に
戻
す
、
元
の
働
き
に
戻

す
こ
と
を
復
古
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
に
添
っ
て
毎
日
毎
日
生
き
て

い
る
と
、
こ
れ
を
す
れ
ば
今
は
あ
ま
り

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
て

も
、
必
ず
最
終
的
に
は
私
達
に
と
っ
て

も
周
り
の
人
に
と
っ
て
も
、
一
番
い
い

結
果
に
落
ち
着
く
と
い
う
こ
と
を
、
い

ろ
い
ろ
な
形
で
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
あ

る
意
味
、
見
せ
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
毎
日
起
こ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば

次
も
こ
れ
で
や
れ
ば
い
い
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
私
達
は
何
か
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、「
そ
う
だ
こ
れ
で
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

し
て
、
次
の
こ
と
を
選
択
し
て
い
こ
う
」

と
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
必
ず
う
ま
く

い
く
、
そ
う
す
る
と
恐
怖
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
。

考
え
て
み
れ
ば
、
昔
の
私
は
恐
怖
や

「
う
ま
く
い
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
絨
毯
の
上
に
ま
ず
乗
っ
て
、
物

事
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
何

か
を
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ら
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
い
つ
も
こ

こ
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
と
、
必
ず
神

技
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
く
る
こ

と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私

達
二
人
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
も
同

じ
で
す
。
そ
う
す
る
と
次
も
怖
が
ら
ず

に
こ
の
こ
と
を
し
て
い
け
ば
い
い
ん
だ

と
い
う
ふ
う
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

根
源
存
在
を
「
第
一
者
」、「
自
ら
」

と
呼
び
、
そ
こ
か
ら
分
か
れ
て
下
り
て

き
た
一
滴
（
ひ
と
し
ず
く
）
を
「
自
分
」

と
呼
び
、
そ
れ
を「
真
我
」、「
内
在
神
」

と
呼
び
ま
す
。
で
す
か
ら
本
当
の
自
分

は
既
に
悟
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
の

で
す
。
悟
っ
て
い
る
も
の
が
私
達
の
中

に
あ
っ
て
、
そ
こ
の
周
り
に
い
ろ
い
ろ

な
観
念
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心

は
悟
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
心
が
そ
こ
に

近
づ
い
て
近
づ
い
て
い
く
と
き
、
そ
れ

が
私
達
が
悟
り
に
至
っ
て
い
く
道
な
ん

だ
。そ

う
し
て
そ
の
こ
と
を
い
つ
も
信
じ

て
い
く
と
き
に
、
こ
れ
が「
自
信
」な
ん

だ
。
自
ら
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、

宇
宙
霊
の
働
き
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
傲
慢
に
な
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

を
信
じ
て
い
け
ば
必
ず
う
ま
く
い
く
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
が
私
達
が
普
段
か
ら

使
っ
て
い
る
真
の「
自
信
」
な
の
で
す
。

私
達
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ワ
ン
ド

ロ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

て
、
今
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
が
結
成
さ
れ
、

2
0
1
7
年
12
月
24
日
に
は「
生
命
交

響
曲　

霊
魂（
た
ま
し
い
）
の
歓
び
の

歌
」
の
初
演
が
、
さ
い
た
ま
市
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
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◎
清
水
浦
安
氏
の
講
演

天
風
先
生
か
ら
、
こ
こ
日
本
サ
イ
科

学
会
で
は
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
も
構
わ
な

い
か
ら
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

天
風
会
の
「
入
聖
開
悟
の
誦
句
」
を

紹
介
し
ま
す
。

入
聖
開
悟
の
誦
句

吾
は
今　

わ
が
心
の
中
に
、
こ
の
世
の

す
べ
て
の
も
の
を
正
し
く
理
解
し
得
る
、

偉
大
な
る
「
光
り
」
あ
る
も
の
が
宿
り

居
る
こ
と
を　

厳
か
に
信
ず
る
。

こ
の
「
光
り
」
こ
そ
は　

こ
の
世
に
在

る
唯
（
た
だ
）
一
つ
の
絶
対
た
る
宇
宙

霊
が
、
わ
が
霊
魂
の
中
に
与
え
給
い
し

慈
悲
の
雫（
し
づ
く
）で
あ
る
。

又
こ
の
「
光
り
」
こ
そ
は　

わ
が
命
と

宇
宙
霊
と
を
、
確
実
に
結
び
つ
く
る
く

ろ
が
ね
の
鎖
で
あ
る
。
と
同
時
に　

更

に
真
理
の
扉
を
開
く
秘
密
の
符
牒
を
知

る
金
鍵（
き
ん
け
ん
）で
あ
る
。

そ
も
や
こ
の
「
光
り
」
が
、
わ
が
心
の

中
に
燦
然
と
し
て
輝
か
ば
、
尊
し
や　

宇
宙
霊
は　

世
の
人
々
の
い
う
「
神
の

啓
示
」
な
る
も
の
を
、
量
多
く
わ
れ
に

与
え
た
ま
う
。

そ
し
て　

そ
の
能
わ
ざ
る
な
き
の
力
を

以
て
、
迷
い
に
眩
（
く
ら
）
む
わ
れ
等

の
心
の
眼
（
ま
な
こ
）
を
正
し
く
開
か

せ
た
も
う
。

さ
ら
ば　

吾
は
今　

こ
の
厳
そ
か
な
る

法
則
を
、
虔（
つ
つ
ま
）し
や
か
に
行
わ

ん
が
た
め
に
、
心
の
歩
み
を　

宇
宙
霊

に
従
わ
せ
て
、
ひ
た
す
ら
に
真
と
善
と

美
の
み
の
上
に
運
ば
せ
よ
う
。
常
に
入

聖
指
南
の
「
弁
別
（
べ
ん
べ
つ
）」
の
苔

（
し
も
と
）を
手
に
し
て
・
・
・

そ
し
て
ひ
た
む
き
に　

こ
の「
光
り
」の

発
現
に
努
め
よ
う
。

さ
す
れ
ば
こ
の
妙
な
る
「
光
り
」
は
、

や
が
て
わ
が
心
の
中
に
美
し
き
悟
り
の

花
を
咲
か
せ
、
そ
の
稔（
み
の
）り
を
豊

か
に
し
て
、
わ
が
命
は　

常
に　

お
の

の
く
如
き
歓
び
に
満
た
さ
れ
ん
。

天
風
先
生
か
ら
私
に
、「
日
本
人
、
ア

メ
リ
カ
人
、・
・
・
な
ど
国
籍
が
違
っ
て

も
、
肌
の
色
、
血
液
、
D
N
A
、
宗
教
、

も
の
の
考
え
方
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
違

っ
て
も
、
人
と
し
て
絶
対
平
等
の
も
の

が
あ
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
ん
な

も
の
が
あ
る
の
か
な
?
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
宇
宙
霊
の
宇
宙
創
造
の
元
の
意

志
、
こ
れ
が
霊
魂
の
中
に
生
命
の
核
と

し
て
宿
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

天
風
先
生
の
本
に
「
我
思
う
我
は
仮

の
我
、
ま
こ
と
の
我
は
命
そ
の
も
の
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ヨ

ガ
の
神
髄
だ
そ
う
で
す
。
ご
存
知
の
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
天
風
先
生
は

肺
結
核
に
か
か
り
、
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
の

聖
者
、
カ
リ
ア
ッ
パ
師
の
と
こ
ろ
で
3

年
間
修
行
し
て
快
復
し
た
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

宇
野
千
代
氏
が
書
か
れ
た「
中
村
天

風
の
生
き
る
手
本　

世
界
で
い
ち
ば
ん

価
値
あ
る
贈
り
物
」
を
仕
事
が
終
わ
っ

た
あ
と
、
読
ん
で
い
ま
す
と
、
天
風
先

生
が
出
て
き
て
、
解
説
が
始
ま
る
ん
で

す
よ
。
便
利
で
す
ね
。
本
の
中
の
文
章

の
一
つ
に「『
心
の
中
の
も
う
一
人
の
あ

な
た
』
が
正
解
を
知
っ
て
い
る
!
」
が

あ
り
ま
す
。

※
清
水
氏
が
そ
の
章
を
朗
読
す
る
。

次
に
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
を
や
っ
て

い
た
ラ
ル
フ
・
ウ
ォ
ル
ド
ー
・
エ
マ
ソ

ン
の
著
書「
自
己
信
頼
」を
紹
介
す
る
。

［
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら
光
源
だ
け

で
ス
ク
リ
ー
ン
に
何
も
写
さ
な
い
状
態

（
白
い
光
の
ス
ク
リ
ー
ン
）に
し
て
］

●❾ ●
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天
風
先
生
の
お
話

こ
う
い
う
心
の
状
態
（
思
考
が
働
い

て
い
な
い
）
の
と
き
に
、
宇
宙
の
叡
智

が
ド
ー
ン
と
入
っ
て
来
る
。
生
ま
れ
た

て
の
赤
ん
坊
の
心
は
皆
こ
う
い
う
状
態

な
ん
だ
。
い
ろ
い
ろ
な
色
が
つ
い
て
い

な
い
ピ
ュ
ア
な
心
の
状
態
な
ん
だ
。
そ

れ
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
カ
リ
ア
ッ
パ
先
生
か

ら
教
わ
っ
た
。

こ
の
図
の
右
側
に
あ
る
光
源
：
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ（
仏
の
智
恵
の
源
）か
ら
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
光
が
来
る
の
だ
が
、

そ
れ
を
遮
る
よ
う
に
、
人
間
の
心
の
フ

ィ
ル
ム（
一
コ
マ
一
コ
マ
が
思
考
）
が
心

の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
映
し
出
さ
れ
、
現

実
に
投
じ
ら
れ
る
。
覚
者
は
こ
の
光
源

の
光
そ
の
も
の
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
射

さ
れ
る
の
だ
。

瞑
想
す
る
と
い
う
の
は
、
人
間
の
自

我
の
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
（
あ
れ
が
正
し

い
と
か
正
し
く
な
い
と
か
、
儲
か
る
、

儲
か
ら
な
い
と
か
）
を
何
も
無
く
し
て

ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
の
光
を
直
に
受
け
ら
れ

る
状
態
に
す
る
修
行
で
す
。

潜
在
意
識
は
20
世
紀
最
大
の
発
見
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
の
よ
う
に
潜
在

意
識
は
氷
山
に
喩
え
ら
れ
ま
す
。
潜
在

意
識
は
表
層
、
中
層
、
深
層
心
理
の
3

層
か
ら
な
る
第
二
潜
在
意
識
（
心
の
領

域
）
と
無
限
の
力
、
潜
在
能
力
、
潜
勢

力
の
源
泉
で
あ
る
第
一
潜
在
意
識
（
霊

魂
の
領
域
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
顕
在

意
識
に
お
い
て
「
絶
対
積
極
」
で
生
き

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
潜
在
意
識
に

き
れ
い
な
水
を
一
滴
一
滴
注
い
で
浄
化

す
る
こ
と
で
、
第
一
潜
在
意
識
の
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

パ
ワ
ー
が
引
き
出
せ
る
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

目
に
見
え
て
変
化
す
る
こ
の

一
年
を
具
体
的
に
予
測
す
る

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛 

氏

　
　
　
　
（
伊
藤 

一
夫 

氏
）

と
き
：
平
成
31
年
4
月
20
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

講
座
内
容

2
0
1
9
年
の
春
分
図
を
読
み
解
く

春
分
図
と
は
占
星
術
に
お
け
る
そ
の

年
を
占
う
根
拠
と
な
る
星
の
配
置
を
記

し
た
図
の
こ
と
で
、
春
分
図
に
よ
っ
て

一
年
を
占
う
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

今
年
は
貧
困
が
さ
ら
に
進
む
と
同
時

に
民
衆
に
政
権
へ
の
怒
り
が
持
ち
あ
が

り
、
労
働
争
議
や
ス
ト
ラ
イ
キ
が
本
格

化
す
る
で
し
ょ
う
。

政
府
を
表
す
部
屋
に
最
悪
の
星
の
組

み
合
わ
せ
が
出
て
お
り
、
突
然
の
失
脚

や
転
覆
が
あ
り
ま
す
。
安
倍
政
権
は
決

し
て
安
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

世
界
で
は
イ
ン
ド
と
中
国
に
お
け
る

大
暴
動
の
危
険
が
出
て
い
ま
す
。
当
日

は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
登
場
の
意
味
と
、
ト

ラ
ン
プ
以
前
の
ア
メ
リ
カ
と
世
界
。
ト

ラ
ン
プ
以
降
の
ア
メ
リ
カ
と
世
界
の
違

い
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
改
革
の
本
質
に
迫
る
話
を
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎ 

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
氏　

プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

日
本
を
代
表
す
る
西
洋
占
星
術
師
。

占
星
学
界
の
第
一
線
で
40
年
に
わ
た
っ

て
活
躍
。

日
本
で
初
の
日
本
版
天
文
歴
を
監
修

出
版（
エ
フ
ェ
メ
リ
ス
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
）。

日
本
で
占
星
術
を
学
ぶ
方
の
ほ
と
ん
ど

は
こ
の
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
監
修
の
天

文
歴
を
使
用
。
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多
方
面
に
お
け
る
活
動
も
多
く
、
和

歌
を
歌
う
披
講
（
ひ
こ
う
）
の
研
究
と

実
践
。
民
間
で
唯
一
の
披
講
の
研
究
会

を
主
宰（
星
と
森
披
講
学
習
会
）。

披
講
の
道
か
ら
さ
ら
に
日
本
語
の
特

殊
性
に
研
究
は
進
み
、
母
音
発
生
の
特

徴
と
そ
の
意
味
、
さ
ら
に
倍
音
、
高
周

波
、
共
振
現
象
の
本
質
的
研
究
。

そ
の
結
果
と
し
て
色
々
な
周
波
数

の
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
音
叉
）
を
作
成
発
売
。

フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
理
の
研
究
と
そ

の
応
用
に
よ
る
各
種
製
品
の
開
発
。

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
ト
ッ
プ
人
気
番
組

で
あ
る
テ
レ
フ
ォ
ン
人
生
相
談
の
回
答

者
と
し
て
20
年
の
実
績
。
著
書
多
数
。

現
在
は
東
京
尾
山
台
で
開
発
し
た
チ
ュ

ー
ナ
ー
な
ど
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
マ

ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
を
経
営
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
16
名
、
非
会

員
56
名
、
合
計
72
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

御
代
替
わ
り
以
降
の
日
本
、
世
界

～
ど
う
な
る
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

と
き
：
令
和
元
年
5
月
18
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

◎
水
口
清
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発

や
速
読
な
ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実

現
法
、
超
能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す

方
法
な
ど
の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予

知
法
、「
意
識
場
」に
よ
る
次
世
代
の
会

社
経
営
・
管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ

ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き

た
。大

学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全
国

の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅
の

行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

も
と
づ
く
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
な

ど
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主
宰
。

ロ
ス
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
・
所
長
。

潜
在
能
力
の
開
発�

催
眠
法
、
イ
メ
ー
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、
数

霊
、
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性
開

発
、
瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現
法

な
ど
を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業

研
修
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」「
未
来
予

知
能
力
の
開
発
」「
人
は
み
ん
な
魔
法
使

い
」「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」「
90
日
で

願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」「
こ
れ
か
ら
日

本
の
時
代
に
な
る
理
由（
わ
け
）」
な
ど

多
数
。

内
容新

元
号
が「
令
和
」
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
で
す
。

米
国
と
中
国
は
情
報
戦
争
の
真
っ
只
中

で
世
界
は
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

E
U
も
イ
ギ
リ
ス
の
離
脱
で
混
乱
を
極

め
て
い
ま
す
ね
。

そ
ん
な
中
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
こ

に
向
か
っ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
―
。

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
反
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
に
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
米
関
係
は
ど
う
な

っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
日
本
は
孤
立
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。国

内
で
は
、
出
入
国
管
理
法
に
よ
っ

て
移
民
国
家
に
移
行
し
て
い
く
、
日
本

の
文
化
は
根
本
か
ら
崩
れ
て
い
き
ま
す
。

国
も
会
社
も
国
民
も
全
て
文
化
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

で
す
。

軍
事
力
は
強
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

憲
法
改
正
で
自
衛
隊
は
軍
隊
に
、
米
国

か
ら
大
量
の
兵
器
を
購
入
・
・
確
か
に

丸
腰
で
は
国
際
情
勢
か
ら
み
て
日
本
は

危
険
で
す
。

消
費
税
10
%
ア
ッ
プ
で
経
済
も
崩
壊

す
る
で
し
ょ
う
。
過
去
の
消
費
税
ア
ッ

プ
で
は
、
そ
の
後
こ
と
ご
と
く
不
況
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
増
税
で
日
本

の
経
済
は
致
命
的
に
な
り
そ
う
で
す
。

水
道
法
改
正
に
よ
り
、
水
道
が
民
営

化
さ
れ
ま
す
が
、
生
命
に
必
須
で
あ
る

水
の
民
営
化
は
、
安
全
上
、
生
き
る
基

盤
を
な
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
人
類
社
会
の
未
来
を
左



右
す
る
キ
ー
マ
ン
は
米
国
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
で
す
。

世
界
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
二
つ
の
勢
力
に
別
れ
世
界

は
混
沌
と
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
は

ど
う
し
て
真
実
を
国
民
に
知
ら
せ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
?�
日
本
は
形
な
り
に

も
民
主
国
家
で
す
。
な
の
に
な
ぜ
で
し

ょ
う
・
・
・

「
賢
者
は
歴
史
に
学
び
、
愚
者
は
現

実
に
学
ぶ
」
と
い
う
賢
者
の
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
今
起
こ
っ
て
い
る
現
実
の
裏

側
を
紐
解
く
た
め
に
は
歴
史
を
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
国
際
情
勢
や
政
治
経
済
の
専
門

家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
東

洋
思
想
の
根
底
に
流
れ
る
智
慧
の
世
界

か
ら
世
界
情
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
人
類
社
会
と
い
え
ど
も
、
自

然
の
法
則
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

東
洋
思
想
が
見
事
に
人
類
の
未
来
を

紐
解
い
て
い
る
の
に
は
、
驚
愕
す
る
ば

か
り
で
す
。

「
い
か
な
る
賢
者
も
未
来
を
予
見
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
自
然
の
法
則
は
変
わ

ら
な
い
の
で
す
。

今
年
は
「
5
G
」
の
よ
う
な
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
ま
れ
る
年
で
す
。

一
つ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
大
き
く
社
会

を
変
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
起
こ
る
第
四
次
産
業
革
命
と

は
?

日
本
は
大
丈
夫
な
の
か
?

今
年
は
日
本
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
時
代
を

読
み
損
な
う
と
個
人
も
会
社
も
時
代
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
時
代

を
読
む
こ
と
で
、
不
安
を
和
ら
げ
、
未

来
に
光
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
い
っ
し
ょ
に
、
困
難
な
時
代
を
、
読

み
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
現
代

（
い
ま
）

　
　
　
　

講
師　

中
垣　

光
市 

氏

と
き
：
令
和
元
年
6
月
15
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

◎
中
垣
光
市
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

D
C（
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
）、
米
国
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
協
会（
A
C
A
）認
定
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
医

（
C
C
S
P
）。
ハ
ワ
イ
州
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
開
業
免
許
取
得
。
国
際
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
教
務
部

長
、
履
正
社
医
療
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校

非
常
勤
講
師
な
ど
を
歴
任
。
2
0
0
4

年
、
世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
安
全
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
に
は
日
本
代
表
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
、
第
8
回
世
界
手
技
療
法
会
議

（
I
C
o
C
）で
は
大
会
長
を
務
め
た
。

（
内
容
）

補
完
医
療
と
し
て
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
が
世
界
的
に
認
知
さ
れ
る
一

方
で
、
日
本
で
は
消
費
者
庁
が
近
年
発

表
し
た
事
故
情
報
が
国
民
の
安
全
と
健

康
に
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

手
技
療
法
と
し
て
の
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
歴
史
は
、「
背
骨
と
同
じ
く
ら

い
」
に
古
く
、「
医
学
の
父
」
と
呼
ば
れ

る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に

ま
で
遡
り
ま
す
。
医
学
史
が
示
す
範
囲

で
は
内
科
医
も
外
科
医
も
マ
ニ
ピ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
用
い
、
20
世
紀
初
頭
ま
で

は
、
異
種
療
法
、
同
種
療
法
、
折
衷
療

法
と
と
も
に
、
特
に
整
形
外
科
医
に
よ

っ
て
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
他

の
治
療
技
術
に
は
、
磁
気
治
療
、
ナ
チ

ュ
ロ
パ
シ
ー
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
、
眼

科
学
、
神
経
心
理
学
、
暗
示
療
法
、
機

械
療
法
、
衛
生
学
、
及
び
手
技
療
法
が

含
ま
れ
ま
す
。

触
診
の
延
長
線
上
に
モ
ビ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
（
可
動
領
域
）
が
あ
り
、
モ
ビ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
延
長
線
上
に
ア
ジ
ャ
ス

ト
メ
ン
ト
（
調
整
、
矯
正
）
が
位
置
し

ま
す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
対

因
療
法
な
の
で
、
ま
ず
愁
訴
の
病
理
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
そ
の
原
因
の

解
消
に
向
け
た
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
最
も
効
果
的
な
治
療
法
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

手
技
療
法
と
し
て
の
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
歴
史
は
、「
背
骨
と
同
じ
く
ら

● �●



い
に
古
い
」
と
云
う
意
見
が
あ
る
一
方

で
、「
正
統
医
学
」
と
自
ら
を
称
す
る
組

織
医
療
が「
医
学
の
父
」と
呼
ぶ
古
代
ギ

リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
遡
り
ま
す
。

医
学
史
が
示
す
範
囲
で
は
内
科
医
も
外

科
医
も
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
、

20
世
紀
初
頭
ま
で
は
、
異
種
療
法
、
同

種
療
法
、
折
衷
療
法
、
そ
し
て
特
に
整

形
外
科
に
よ
っ
て
普
通
に
用
い
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

治
療
の
基
礎
的
準
備
と
し
て
マ
ニ
ピ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
他
の
治
療
技

術
に
は
、
磁
気
治
療
、
ナ
チ
ュ
ロ
パ
シ

ー
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
、
眼
科
学
、
神

経
心
理
学
、
暗
示
療
法
、
機
械
療
法
、

衛
生
学
、
及
び
手
技
療
法
、
そ
の
他
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

18
世
紀
の
内
科
医
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ

エ
ロ
ニ
ミ（
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
＝Joannes�

H
erricus�H

ieronym
us

）に
よ
り
1�

7�

4�

6
年
に
「
サ
ブ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

（subluxation

）」
と
定
義
さ
れ
た
機
能

不
全
の
脊
椎
分
節
に
対
し
、
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で
は
、
主
に
棘
突
起
と

横
突
起
を
接
触
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
短
梃

子
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
て
分
節
特
定

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
の
が
典
型
的
で
、
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
に
於
け
る
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
関
節
の
整
合
性
を
調
整
す

る
意
味
か
ら「
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
業
務
に
必

要
な
基
礎
教
育
の
世
界
基
準
は
、
世
界

保
健
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る「
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
基
礎
教
育
と

安
全
性
に
関
す
る
W
H
O
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
既
に
明
ら
か
で
す
が
、
基
礎
教

育
で
習
得
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
多
岐
に

亘
り
、
自
習
等
も
含
め
4
5
0
0
か
ら

5
0
0
0
時
間
相
当
を
要
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
格
別
に
熱
心
な
学
生
は

例
外
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
習
得
は
通
常
、
卒
後
教
育
の
範
疇

に
入
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
未
法
制
の
た
め
か
自
称

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
が
約
三
万
人
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界

基
準
の
教
育
レ
ベ
ル
を
満
た
す
業
者
は

三
百
人
程
度
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
全

う
な
教
育
を
履
修
し
た
安
全
な
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
タ
ー
に
一
般
市
民
が
遭
遇
す
る

確
率
は
、
単
純
計
算
で
約
1
%
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

さ
て
、
健
康
に
生
き
永
ら
え
よ
う
と

願
う
な
ら
ば
、
思
考
と
随
意
運
動
に
不

可
欠
な
上
位
中
枢
の
劣
化
は
可
能
な
限

り
避
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
上
位
中
枢

を
健
全
に
保
つ
に
は
、
末
梢
か
ら
の
刺

激
を
中
枢
に
送
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

必
要
と
さ
れ
る
栄
養
の
摂
取
は
も
ち
ろ

ん
、
適
量
の
血
中
酸
素
を
維
持
し
、
神

経
学
的
統
合
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

穏
や
か
に
末
梢
か
ら
の
放
電
を
中
枢
に

送
る
わ
け
で
す
が
、
幸
い
に
も
末
梢
系

に
は
感
覚
受
容
器
が
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。

中
枢
は
刺
激
と
楽
を
好
む
一
方
、
変

化
を
嫌
い
、
特
に
老
化
し
た
中
枢
は
新

し
い
も
の
ご
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

は
消
極
的
で
す
。
楽
を
求
め
て
、
極
端

な
場
合
に
は
呼
び
鈴
の
ボ
タ
ン
一
つ
で

食
事
か
ら
排
泄
の
世
話
ま
で
も
他
人
に

頼
っ
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
廃
用
性
疾
患

の
代
償
が
、
ヒ
ト
と
し
て
の
尊
厳
の
喪

失
と
な
る
わ
け
で
す
。

今
日
の
健
康
は
過
去
十
年
の
努
力
の

結
果
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
日
の
努
力
の

結
果
は
十
年
後
の
健
康
へ
の
積
み
重
ね
、

今
日
明
日
に
確
認
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
健
康
に
良
い
こ
と
な
ら

何
で
も
続
け
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

そ
こ
で
良
い
と
解
っ
て
い
る
こ
と
を

続
け
る
た
め
の
コ
ツ
で
す
が
、
中
枢
は

楽
を
好
む
の
で
す
か
ら
、�

ま
ず
は
気
持

ち
良
い
と
感
じ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

高
齢
者
が
寝
た
き
り
の
介
護
依
存
に

な
る
よ
り
は
、
最
期
ま
で
活
動
的
な
社

会
生
活
を
全
う
す
る
健
康
寿
命
の
延
伸

が
、
個
人
に
も
社
会
に
も
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
が
考
案
し
た

「
P
P
K
背
骨
健
康
体
操
」の
目
的
は
、

●
起
床
時
の
転
倒
予
防

●
結
髪
結
帯
動
作
の
確
保

●
日
常
生
活
に
必
要
な
可
動
域
の
維
持

●
健
康
寿
命
の
延
伸

　

な
ど
で
、

●
骨
格
を
構
成
す
る
主
だ
っ
た
関
節
の

　

基
本
的
可
動
域
に
於
い
て
自
動
的
可

　

動
能
力
を
維
持
す
る
。�

●
成
長
の
過
程
で
当
た
り
前
に
な
っ
て

　

仕
舞
っ
て
い
る
脳
と
身
体
の
関
係
を

　

再
自
覚
す
る
。

●
動
き
が
悪
い
箇
所
の
存
在
に
気
付
く

　

こ
と
。

●
背
骨
の
運
動
単
位
に
於
け
る
正
常
な

　

可
動
域
を
穏
や
か
に
維
持
す
る
。

●
同
時
に
、
関
節
感
覚
受
容
器
か
ら
の

　

神
経
放
電
を
中
枢
に
伝
え
て
神
経
系

　

の
生
存
能
力
を
保
つ
。�

こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。
皆
様
方
も
ぜ

ひ
、
日
課
に
採
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア） ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画－ UFO との関連－（1976：USL） ・・・・・・・190 円  （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

   FAX 047-330-4091



は睡眠が取りにくくなったことです。入眠がな
かなか難しくなり、睡眠導入剤を医者から入手
する際、出来るだけ使わぬようにと言われてい
ました。睡眠できなくなるのは高齢になると脳
内物質ドーパミンが減るためと言われています。

試みに、頭の百会というツボを自作のつぼ発
見器で調べたら頭の中心から前頭部にかけて
3か所位出ました。これも、守護霊様に相談し
て2か所米粒を貼ってみました。このお陰で以
前より入眠しやすくなり、48時間以上眠れない
ということは無くなり睡眠導入剤も全く必要あ
りません。ドーパミンが少し多くなったのかも
しれません。また、むずむず脚症候群という脚
が間欠的にちょっと動かしたくなる一種の病気
ですが、これが、始まると中々入眠できません。

これは、今のところ、米粒を出たツボに貼るの
とHQLという血行促進クリームでなんとか凌い
でいます。

◎品川次郎氏のプロフィール
1924年10月22日生まれ、1947年東京工業大学
電気工学科卒。日本サイ科学会顧問、名誉会
員。日本サイ科学会創立時からの会員で、複素
電磁場理論等、新時空概念を提唱し、超常現
象の分析・解明を目的として、光空間とローレ
ンツ変換式、時間の本質との関係等、理論構築
される。その理論に則って、長年フリーエネル
ギー（空間エネルギー）機関の開発に心血を注
ぎ、94歳の現在でも、実験を続けておられる。

●� ●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 茂美

（1）変性意識状体（ASC）近くの7～8Hzの脳
波になるように、瞑想法や呼吸法などをもちい
て練習（訓練）する。すると「心」は自由度を失
い、次第に「物」に近づいてくる。（2）この状態
で意念（集中した念）を放射する｡ 例えば、レー
ザー光のように、波長と周波数を揃えて、「サイ

（気）、PSI-spin対」を放射する。すると撮影者
の「心」と体外の空間にある「たまゆら」が同調

（共振）して異常現象（例えば、念写）が生起す
る事になる。これを、ふつうは念力（PK）とよん
でいる。練習を続ければ､ 多くの場合、瞬間的
に、この状態に入ることが出来る。ただし、こ
の時、（大脳皮質にある）意識は現象の出現に対
して否定的であるが、視床や脳幹などの無意識
層ならびに体内を流れる体液（生命エネルギー）
が、主役を果たす事になる。さらに、（3）体外
の空間にある「オーブ・たまゆら」は、念写時の
変性意識状態（ASC）近くにある「心」を、「オー
ブ・たまゆら」を「鏡」として、写し出している。

これとは別に、（4）「たまゆら」は5次元世界に住
んでいる知性であると推定する。（5）5次元世界
の「知性」としての「たまゆら」と、地上の撮影
者の「心」が情報の交換をする（例、念写）為に
は、ASCでの心の働き（機能）を充分に、広く、
練習（訓練）する必要があるだろう。　
「オーブ・たまゆら」は写真に写るので、物質

（物体）である。他方、撮影者の「心」は素粒子
類似で、何時もゆらいでいる。つまり、両者は
異質である。念写を成功させる為には、「心」の
自由度を低下させて「物」に近づける必要がある。

（6）動画をもちいた念写過程の撮影は、一種の
次元上昇を意味するのであろう。

以上の推論の実験的な根拠として、
（7）福来友吉博士の念写実験とその吟味。
（8）少年・少女らの透視実験。
（9）佐藤禎花師の念写実験。
（10）自らの体験、等がある。

念写を成功させる念写を成功させる



もう10年以上前の話ですが、古い家を壊し
マンションに建て替えて暫くしてからの事です。
台所仕様の細長い部屋に家内が直径1センチ弱
のトゲのある山椒の植木鉢を置いたところ、あ
る日その山椒の木は真ん中からスパっと鋭利な
刃物で切られていた。だれもそんなことをして
いないのに変なことだと思ったがその鉢植えを
外に出した。

2、3年たって、私がその部屋に工作用の旋
盤などを置いて使用することになった。ところ
が、時々物が見付からないことが多く、ある時
は10センチくらいの大きさの工具の部品が紛失
してしまった。仕方なくプラスチックで作って
代用した。暫くして見たら、無くなった部品が
目の前にちゃんとあった。また、直径50ミリ厚
さ20ミリ位の円筒型の真鍮製の部品を手から床
に滑り落としてしまったが、落とした辺りをいく
ら探しても見付からない。探し疲れて休んでい
たら、それが、棚の上に乗っているではないか。
これは、何かの霊のいたずらに違いないと思っ
て、守護霊様に聞いたら狸の霊の仕業とのこと。

これを防ぐには金属でピラミッドを作り吊る
して置けば防げると教えてもらった。早速、ア
ルミのアングルと洗濯屋から付いてくる太い針
金を利用して下辺40センチ四方位のピラミッド
を作り上に吊るした。これには狸の霊も参った
らしく何も起こらなくなった。マンションは明
治神宮のそばで神宮では狸を見かけることがあ
り、狸の霊も多い筈です。

ほんの100年ほど前まで木が生い茂っていた
武蔵野は狸も沢山住んでいたことでしょう。以
前、近所にベトナムから東工大に留学してそ
のまま日本に残った友人レバン・クィ君が住ん
でいましたが、彼も家で不思議なことが時々
起こると言っていました。やはり、狸の仕業で
しょう。四国の巡礼できっと不思議なことが起
こると言われています。四国は狸が多いそう
でそれを奇蹟が起こったと喜んでいるのかも
知れません。

ところで、守護霊様にどうして聞いたのかと、
これを読んだ方は思われると思います。私は、
科学用関数電卓の乱数で教えてもらっていま
す。乱数の奇数偶数の組み合わせの約束で決
めています。ある人にこの方法を教えたら全然
できないと言われたことがありますが、試して
みてください。この世だけでなく霊界を含めて
の話ですが、偶然というものは存在せず必ず因
果関係があるので乱数で守護霊に連絡できるの
です。

例えば、奇数がゾロ目3桁で出るのは賛成と
いう返事。奇数2個に偶数1個は不賛成、偶数
2個に奇数1個はまあ良いだろうというように決
めるのです、家族もよくこの方法を利用してい
ます。二者択一のときに便利です。

話は変わりますが、以前、米粒療法の健康法
を「サイジャーナル」（2016.9−10）に出させて頂
いたことがありますが、私も95歳の高齢になり、
健康保持に色々と問題があります。一番の悩み
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十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

日
時　

令
和
元
年
12
月
14
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
の
方
や
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
超
常
現
象
、
心

霊
現
象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
で
発
表

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

事
務
局
に
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

ま
た
ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透

視
能
力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に

自
信
の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人

に
能
力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※
11
月
と
1
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
・
4
月
号
」

に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
致
し
ま
し
た
が
、
未
了
の
会
員
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の

年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

現
在
会
計
も
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

是
非
早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
、
一
月
研
究

　

集
会
、
十
二
月
忘
年
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
10
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
38
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
5
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
30
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
四
四
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
音
の
販
売

◎「
心
」の
科
学
研
究
の
開
始
に
つ
い
て

◎
サ
イ
科
学
が
理
想
社
会
に
導
く

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮

説
）
に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可

能
に
す
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド

　
　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）氏

������������������������������������������������������������
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日
時　

令
和
2
年
2
月
1
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

本
講
演
で
は
、
生
命
創
造
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を

基
礎
に
し
た
講
演
者
の
仮
説
を
基
に
し

て
、
意
識
体
の
憑
依
を
ゼ
ロ
化
す
る
ヒ

ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
、
そ
の

理
論
と
実
践
的
方
法
を
ご
報
告
し
ま
す
。

講
演
者
の
仮
説
は
、「
出
産
土
器
」
と

呼
ば
れ
る
縄
文
土
器
の
文
様
の
構
造
の

歴
史
的
比
較
構
造
分
析
か
ら
出
た
仮
説

と
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
が
示
す

生
命
創
造
の
基
礎
構
造
に
つ
い
て
の
仮

説
的
理
解
を
基
に
し
つ
つ
、
意
識
が
如

何
に
生
命
の
創
造
と
消
滅（
ゼ
ロ
化
）に

緊
密
に
関
与
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
示
唆
す
る
も
の
で
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
と
は
、
楢

崎
皐
月（
な
ら
ざ
き�

こ
う
げ
つ
）
と
い

う
電
気
物
理
学
者
が
、
1
9
4
9
年
に
、

平
十
字
（
ひ
ら�

と
う
じ
）
と
名
乗
る
人

に
見
せ
ら
れ
た
巻
物
に
描
か
れ
て
い
た
、

抽
象
文
字
か
ら
成
る
80
個
の
渦
巻
き
を

解
読
し
た
生
命
と
宇
宙
の
物
理
に
つ
い

て
の
サ
ト
リ
を
示
し
ま
す
。

※
ア
マ
ナ
氏
は
長
年
、
カ
タ
カ
ム
ナ
を

研
究
さ
れ
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」

か
ら
導
か
れ
る
い
く
つ
か
の
法
則
の
解

説
を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
本
部
例
会

で
は
初
め
て
の
御
講
演
で
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎�

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル大
阪
市
立
大
学
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
満
期
修
了
、�
統
合
学
博
士
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
統
合
学
研
究
所
）。
現
在

大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
客

員
研
究
員
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
で
衝
撃
を
受
け
、
3
～
4
世
代
先
の

子
供
達
に
遺
せ
る
も
の
を
求
め
る
中
で
、

「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
に
出
合
う
。
そ

の
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
家
族
と
移
り

住
み
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
精

神
性
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
学
び
、
瞑

想
や
多
次
元
エ
ナ
ジ
ー
ワ
ー
ク
を
実
践

し
つ
つ
、
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
研
究

を
行
う
。
現
在
、
日
本
に
活
動
拠
点
を

置
き
つ
つ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
ク

ラ
ス
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

著
書
：『
潜
象
の
サ
イ
エ
ン
ス
で
解
く　

縄
文
･
カ
タ
カ
ム
ナ
･
レ
イ
キ
』
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
、
2
0
1
8
年
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
10
／
14
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
円
也　
　
　

�

匿�　
　

名��

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

海
の
神
さ
ま
住
吉
大
社

―
物
語
と
神
異
に
み
る
神
徳
―

　
　
　
　

講
師　

小
出　

英
詞�

氏

�

（
住
吉
大
社�

権
禰
宜
）

日
時　

令
和
元
年
11
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
45
分

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
9
年
放
談
会
（
懇
親
会
）

日
時　

令
和
元
年
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
4
時
～
7
時

参
加
費　

三
五
〇
〇
円（
飲
食
費
共
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂

電
話　

0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

交
通　

阪
堺
電
車「
松
虫
駅
」下
車

　

す
ぐ
、
地
下
鉄
「
阿
倍
野
駅
」
か
ら

　

徒
歩
10
分

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
ご
希
望
の
方
は
11
月
20
日
（
水
）
ま

で
にkps@

ladies.jp

ま
で
、
メ
ー
ル
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。



●❸ ●

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

※
十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
２
０
２
０
年

ど
う
な
る
日
本
、
世
界

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛�

氏

日
時　

令
和
2
年
1
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
45
分

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
10
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

故
人
か
ら
学
ん
だ
「
最
高
の
生
き

方
・
逝
き
方
」・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

受
け
取
り
方
の
実
践

�

講
師　

陽
光�

氏（
こ
と
だ
ま
師
）

日
時　

令
和
元
年
11
月
4
日（
月
・
休
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

内
容「

天
上
界
や
自
然
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
受
け
取
り
方
」
と
、
故
人
か
ら
教

え
ら
れ
た「
最
高
の
生
き
方
・
逝
き
方
」

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
様
々
な
目
に
見
え

な
い
存
在
や
故
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
取
る
コ
ツ
に
つ
い
て
、
誰
で
も

簡
単
に
で
き
る
実
践
を
行
い
な
が
ら
皆

さ
ん
と
ご
一
緒
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◎
陽
光
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

埼
玉
県
本
庄
市
生
ま
れ
、
神
川
町
在

住
。
約
10
年
前
に
本
屋
で
出
会
っ
た
一

冊
の
本
に
心
を
動
か
さ
れ
、
精
神
世
界

へ
の
道
に
踏
み
入
れ
る
。
自
身
の
生
き

方
を
模
索
し
て
い
た
時
に
、
一
人
の
路

上
詩
人
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
感

得
、
言
葉
の
力「
こ
と
だ
ま
」
の
持
つ

素
晴
ら
し
い
パ
ワ
ー
を
実
感
、
2�

0�

1�

�

2
年
よ
り
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
下
ろ
す
活
動
を
開
始
。

こ
れ
ま
で
に
書
き
下
ろ
し
た
数
は
3
万

枚
以
上
と
な
る
。
昨
今
で
は
自
然
界
や

天
上
界
、
ま
た
故
人
か
ら
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、
注
文

製
作
の
傍
ら
イ
ベ
ン
ト
や
企
業
等
の
研

修
依
頼
を
受
け
関
東
一
円
で
活
動
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
38
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

テ
ー
マ「
虚
数
宇
宙
」

日
時　

令
和
元
年
12
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
2
年
1
月
13
日（
月
・
祝
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
A
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル



会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
後
述
の
★
欄
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご

　

参
加
予
約
願
い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

2
0
2
0
年
の
個
人
の
運
勢
診

断
と
日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

西
洋
占
星
学
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

に
基
づ
く
当
会
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
っ
て
、

参
加
者
個
人
の
運
勢
診
断
を
セ
ミ
ナ
ー

形
式
で
そ
の
都
度
、
自
由
に
質
問
を
受

け
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
解
説
致
し

ま
す
。
ま
た
昨
年
ご
紹
介
し
ま
し
た「
運

命
創
造
曼
荼
羅
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
版
も
配
付
致
し
ま
す
。

今
回
は
参
加
者
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の

2
0
2
0
年
1
月
か
ら
の
月
運
チ
ャ
ー

ト「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

S
」18
カ
月
分
を
お
渡
し
し
て（
1
人
分

無
料
）、
一
カ
月
ご
と
の
詳
細
な
先
天
運

の
波
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
対
処

法
を
ア
ド
バ
イ
ス
致
し
ま
す
。

ま
た
水
星
、
金
星
、
火
星
の
2

�
0
�2�

0
年
1
月
～
2
0
2
1
年
6
月
に
か

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星
が
数
十
日
～
2

カ
月
位
で
通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ

る
、
比
較
的
短
周
期
の
環
境
運
の
見
方

と
対
処
法
も
解
説
致
し
ま
す
。

「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
」
は
英
国
の
占

星
学
者
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ー
氏
の
提
唱

し
た
新
し
い
理
論
で
、
瀬
尾
が
そ
れ
を

土
台
に
し
な
が
ら
、
独
自
の
チ
ャ
ー
ト

解
析
法
を
確
立
し
た
の
が
、「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」で
す
。

今
ま
で
星
と
星
が
形
成
す
る
様
々
な

特
別
な
角
度
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
が
あ
る

か
、
な
い
か
の
二
値
で
診
断
し
て
き
た

旧
来
の
方
法
で
は
、
不
正
確
な
診
断
に

な
り
や
す
い
の
で
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
正

確
度
を
電
気
工
学
の
共
振
性
に
模
し

て
、
2
つ
の
星
同
志
の
関
係
性
を
数
値

化
し
、
す
べ
て
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
つ
い

て
、
総
合
診
断
す
る
こ
と
で
、
様
々
な

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
そ

の
人
の
才
能
診
断
や
運
勢
診
断
に
於
い

て
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
読
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、
2
0
2
0
年
の

日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測
を
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
1
月
の
分
科
会
で
、「
今

年
5
月
に
天
王
星
が
経
済
・
金
融
の
星

座
・
牡
牛
座
に
入
る
の
で
、
今
後
7
年

間
は
経
済
・
金
融
関
連
で
、
大
変
動
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
来
る
」
こ
と
を
予

測
致
し
ま
し
た
が
、
5
月
以
降
米
中
貿

易
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ

脱
退
対
立
、
日
韓
の
貿
易
と
経
済
の
ト

ラ
ブ
ル
、
香
港
の
民
衆
決
起
紛
争
に
よ

る
経
済
の
落
ち
込
み
が
進
行
し
て
お
り

ま
す
。
日
本
の
消
費
税
ア
ッ
プ
の
影
響

も
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

今
回
も
複
数
の
チ
ャ
ー
ト
を
よ
り
深

く
診
断
し
て
、
経
済
面
も
含
め
て
2
�0�

2
0
年
の
日
本
と
世
界
の
情
勢
を
診
断

致
し
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn�M

.�A
ddey

氏
が
提
唱

し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ
せ

て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診
断

法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
、
P
K
・
E
S
P
能
力
の
養

成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
発
見
育
成
研
究
所
」、「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本
サ

イ
科
学
会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
診
断
に
利
用
致
し
ま
す

配
付
資
料
準
備
の
た
め
1
月
10
日
ま

で
にoffice21@

psij.m
ail-box.ne.jp

に

参
加
メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
参
加
F
A
X
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ（
出
生
天
宮
図
）と
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致

し
ま
す
の
で
、
以
下
の
出
生
デ
ー
タ
を

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

ま
た
は

公
式
サ
イ
ト
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
1
月
10

日
ま
で
に
送
信
い
た
だ
く
か
、
F
A
X

で
送
信
願
い
ま
す
。

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

● ❹●



◎
氏
名　

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎
出
生
時
刻（
午
前
・
午
後
○
時
○
分
ま

で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確
に
な

り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合
は
不
明

と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎�

出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

出
し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

四
〇
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ

ク
ト
か
ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、

異
星
人
と
意
識

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

眞
人�

氏

こ
ん
に
ち
は
!�

秋
山
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
も
こ
こ
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
き
が
一
番
緊
張
致
し
ま
す
。
ま
あ

本
当
に
大
先
輩
の
方
々
を
前
に
、
何
か

ち
ょ
っ
と
同
窓
会
的
な
雰
囲
気
に
な
る

の
で
す
が
。

今
日
、
実
は
メ
イ
ン
の
宇
宙
人
問
題

の
お
話
を
す
る
前
に
、
非
常
に
不
思
議

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
日
は
四
谷

か
ら
南
北
線
で
王
子
駅
に
着
い
た
の
で

す
が
、
階
段
を
上
が
っ
て
く
る
と
き
に

6
つ
の
光
子
体
、
霊
的
な
意
志
を
見
た

の
で
す
。
一
人
は
ち
ょ
っ
と
丸
顔
で
輪

郭
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
ふ
っ
と
見
た

ら
、
マ
イ
ナ
ス
の
科
学
の
坂
元
邁
先
生

で
し
た
。
関
英
男
先
生
も
見
え
た
の
で

す
が
、
光
が
す
ご
く
強
く
て
、「
ハ
ー
ッ
」

と
思
い
ま
し
た
。
橋
本
健
先
生
や
志
水�

一
夫
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
大
同
窓

会
で
し
た
。

だ
け
ど
そ
う
言
え
ば
、
皆
さ
ん
と
い

ろ
ん
な
話
を
し
た
し
、
長
く
い
ろ
ん
な

も
の
を
見
て
き
た
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

13
歳
の
と
き
に
ス
プ
ー
ン
曲
げ
で
「
超

能
力
脳
少
年
」
と
し
て
世
に
出
て
き
た

私
で
す
が
、
今
年
58
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
や
「
超
能
力
お
じ
さ
ん
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
い
ろ
ん
な
方
々
と
一
緒
に
や
っ
て

き
た
こ
の
世
界
の
研
究
と
い
う
の
は
本

当
に
楽
し
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
や
っ

ぱ
り
根
本
的
に
は「
精
神
世
界
・
サ
イ
」

の
研
究
と
い
う
の
は
人
間
研
究
で
あ
る

な
、
と
い
う
ふ
う
に
改
め
て
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
人
間
研
究
と
い
う
も

の
が
、
学
術
的
に
は
大
変
難
し
い
わ
け

で
し
て
、
近
年
学
問
と
い
う
の
は
例
え

ば
文
化
系
の
学
部
で
さ
え
、
エ
ビ
デ
ン

ス
を
は
っ
き
り
さ
せ
ろ
、
何
か
言
い
切

っ
た
ら
、
と
に
か
く
エ
ビ
デ
ン
ス
、
エ

ビ
デ
ン
ス
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
い
う
ふ
う

に
問
わ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
あ
る
意
味
、

実
証
主
義
的
な
学
術
研
究
と
い
う
の
が
、

主
流
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は

ま
あ
そ
れ
が
非
常
に
ま
た
難
し
い
分
野

で
、
つ
い
こ
の
前
ま
で
大
学
院
に
行
き

な
お
し
て
い
た
の
で
す
が
、
宗
教
学
で

修
士
論
文
を
出
し
た
の
で
す
ね
。
そ
れ

で
も
、
こ
こ
で
「
で
あ
る
」
と
言
い
切

っ
た
ら
、「
こ
れ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は
何

だ
」、「
こ
の
一
行
の
な
か
に
出
て
く
る

こ
の
言
葉
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は
何
だ
」
と

い
う
ふ
う
に
、
非
常
に
厳
し
く
問
い
質

さ
れ
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
今
の
学
術
研
究
と
い
う
の

は
、
感
覚
で
も
の
を
言
う
能
力
者
の
世

界
と
、
あ
る
意
味
真
逆
と
ま
で
は
い
か

な
い
け
れ
ど
、
1
7
0
度
く
ら
い
の
微

妙
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
改
め
て
大
学
院
で
は
、
23
歳
く
ら

い
の
先
輩
の
お
茶
く
み
を
や
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
実
証
研
究
の
現
場
と
い
う

の
は
、
科
学
っ
て
い
つ
や
っ
て
も
同
じ

こ
と
、
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
こ
と
が
ベ

ー
ス
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
チ
ェ

ス
ゲ
ー
ム
と
い
う
の
は
、
本
当
に
難
し

い
ゲ
ー
ム
を
学
問
の
現
場
の
皆
さ
ん
は

や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
だ
な
、
と
い

う
の
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
気
軽
に
能
力
者
と
し
て
長
く
や

っ
て
き
た
の
で
、
あ
る
意
味
絵
描
き
の

よ
う
な
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

感
覚
で
表
現
す
る
、
伝
統
的
な
言
い
方

を
す
れ
ば
、
言
霊
で
表
現
す
る
、
と
い

う
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
湯
水
の

よ
う
に
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
言
葉

を
選
ぶ
世
界
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

結
果
、
言
葉
と
い
う
の
は
や
は
り
大
変

な
重
み
が
あ
る
の
だ
な
、
と
い
う
こ
と

も
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
能
力
者
と

し
て
の
感
覚
は
い
ま
だ
に
ご
ざ
い
ま
す
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の
で
、
や
は
り
こ
う
い
う
場
所
に
来
る

と
、
何
か
こ
う
時
間
を
前
倒
し
に
し
て
、

今
日
こ
こ
で
こ
う
い
う
皆
さ
ん
が
意
識

と
し
て
集
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
そ
の
意
識
に
関
わ
る
人
達
の
過
去

の
御
霊
（
み
た
ま
）
が
集
ま
っ
た
り
す

る
と
い
う
こ
と
は
事
実
ご
ざ
い
ま
す
。

「
霊
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
言
で
包

括
し
て
「
霊
」
と
い
う
言
葉
で
言
い
ま

す
け
れ
ど
、
こ
れ
も
分
析
す
る
と
非
常

に
複
雑
で
す
ね
。
宗
教
に
よ
っ
て
も
考

え
方
は
違
い
ま
す
し
、
捉
え
方
も
違
う
。

し
か
し
私
は
あ
ま
り
今
ま
で
検
証
さ
れ

な
か
っ
た
視
点
で
あ
え
て
申
し
上
げ
る

な
ら
ば
、
霊
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り「
過

去
人
」
で
あ
ろ
う
な
、
と
。
過
去
人
が

今
現
れ
て
い
る
。
過
去
と
い
う
も
の
が

今
と
交
差
す
る
。
ま
あ
そ
れ
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
説
明
す
る
の
か
っ
て
い
う
の

は
、
学
術
的
に
は
や
は
り
難
し
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
最
近
は
量
子
論
と
い
う

も
の
が
、
少
し
追
い
つ
い
て
き
た
よ
う

に
も
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
量
子
論

が
唱
え
る
過
去
と
未
来
の
絡
み
合
い
と

い
う
、
量
子
レ
ベ
ル
で
の
現
象
が
、
我
々

能
力
者
が
霊
を
見
る
と
い
う
こ
と
と
一

致
す
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
も

今
後
精
査
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
な
、
と
は
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
単
純
に
能
力
者
か

ら
見
れ
ば
、
過
去
の
御
霊
が
今
こ
こ
に

集
っ
て
、
そ
し
て
今
ま
た
皆
さ
ん
が
こ

こ
に
集
う
と
、
こ
の
席
は
本
当
に
幸
多

い
し
楽
し
い
な
、
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
今
日
私
は
、
も
う
学

者
と
し
て
で
は
な
く
、
霊
感
の
ま
ま
に

お
話
し
し
ま
す
の
で
、
是
非
楽
し
ん
で

お
帰
り
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
U
F
O
と
宇
宙
人
に
関
し

て
の
お
話
で
す
。
よ
く
某
大
学
の
某
否

定
派
の
教
授
に
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、

「
秋
山
君
、
能
力
者
が
霊
は
見
え
る
、

U
F
O
は
見
え
る
と
い
う
が
、
霊
と
U�

F
O
は
全
然
別
も
の
で
は
な
い
か
。
な

ん
て
い
い
加
減
な
こ
と
を
言
っ
て
ん
だ
」

と
。
し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
私
の
周

り
の
能
力
者
仲
間
も
、
や
は
り
霊
と
U�

F
O
の
両
方
と
も
見
え
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
れ
で
宇
宙
人
た
ち
と
い
う
の
は

本
当
に
不
思
議
で
、「
各
惑
星
か
ら
来

た
」っ
て
言
う
ん
で
す
。「
金
星
か
ら
来

た
」、「
水
星
か
ら
来
た
」と
も
言
い
ま
す
。

土
星
や
木
星
か
ら
来
た
と
も
言
い
ま
す
。

こ
れ
は
と
て
も
不
思
議
で
す
ね
。
ア
ダ

ム
ス
キ
ー
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
月
に
は
鹿

が
走
っ
て
い
る
ん
だ
」と
。

否
定
派
の
学
者
に「
だ
か
ら
コ
ン
タ

ク
テ
ィ
と
い
う
の
は
い
い
加
減
な
ん
だ
」

と
ま
た
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私
が

最
初
に
静
岡
の
繁
華
街
で
コ
ン
タ
ク
ト

し
た
実
体
と
し
て
の
宇
宙
人
は
「
水
星

か
ら
来
た
」
と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

ず
っ
と
謎
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
最

近
に
な
っ
て
や
っ
ぱ
り
、
霊
は
過
去
人

で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
宇
宙
存
在
は
、

宇
宙
人
あ
る
い
は
異
星
人
と
い
う
方
が

正
し
い
と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、
こ
う

い
う
方
は
や
は
り
位
相
の
違
う
未
来
か

ら
来
て
る
ん
だ
ろ
う
な
、
と
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
ら
辺
を
実
際
、
い
ろ
い
ろ
問
う

て
行
く
と
、
や
は
り
宇
宙
存
在
た
ち
は
、

少
し
位
相
の
違
う
未
来
か
ら
来
て
る
ん

だ
よ
と
い
う
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
ま
す
。

た
だ
ま
あ
、
あ
ま
り
詳
し
い
所
在
は
言

い
ま
せ
ん
が
、「
各
惑
星
か
ら
来
た
」
と

い
う
の
は
、
正
直
な
話
な
ん
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
何
千
年
も
離
れ
た
未
来
の
各
惑

星
に
も
う
我
々
の
子
孫
が
住
ん
で
い
る
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
。
つ
ま

り
子
孫
が
我
々
と
い
う
先
祖
を
供
養
し

に
や
っ
て
く
る
、
と
い
う
言
い
方
も
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
ら
辺
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
っ
て
、

1
9
5
0
年
代
に
、
ア
メ
リ
カ
が
最
初

の
核
実
験
を
や
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時

米
国
は
科
学
技
術
が
文
化
を
牽
引
し
て

い
ま
し
た
が
、
同
時
に
そ
の
頃
、
ア
ダ

ム
ス
キ
ー
が
モ
ハ
ー
ベ
砂
漠
で
宇
宙
人

と
接
触
を
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
最
初

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
か
と
い
う
と
。「
核

を
気
を
つ
け
な
さ
い
」と
い
う
こ
と
を
宇

宙
人
は
何
度
も
警
告
す
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
と
同
時
に
当
時
全
米
で
流
行
り
始

め
た
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
交
流
の
中
に

宇
宙
人
の
通
信
と
名
乗
る
も
の
が
沢
山

傍
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
ま

だ
に
謎
な
ん
で
す
け
ど
ね
、
沢
山
傍
受

さ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
主
眼
は

「
核
を
気
を
つ
け
な
さ
い
」
で
す
。
そ

の
頃
の
そ
う
い
っ
た
流
れ
が
後
に
ヒ
ッ

ピ
ー
文
化
や
反
体
制
文
化
に
影
響
を
与

え
て
、
核
反
対
運
動
に
も
の
す
ご
く
根

強
く
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
は
元
々

思
想
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
宇
宙
人
か

ら
来
て
い
る
の
で
す
。
核
反
対
と
い
う

よ
り
も
「
核
を
気
を
つ
け
な
さ
い
」
と

い
う
の
で
す
。

そ
れ
を
予
言
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、

私
達
、
核
の
脅
威
を
知
っ
て
い
る
こ
の

日
本
が
、
や
は
り
原
発
と
い
う
形
で
再

び
そ
こ
に
触
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
ま

あ
因
果
因
縁
を
垣
間
見
る
わ
け
で
す
ね
。

で
す
か
ら
1
9
5
0
年
代
に
既
に
宇
宙

人
は
警
告
を
発
し
て
い
る
、
先
祖
供
養

に
来
て
い
る
わ
け
で
す
。
核
は
被
爆
す

れ
ば
数
十
万
年
放
射
能
が
残
り
ま
す
の

で
、
子
孫
達
は
一
番
気
に
し
て
い
る
こ
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と
だ
と
は
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
我
々
の
未
来
の
可
能
性
が
多

元
宇
宙
的
に
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
う
ち
の
発
展
的
な
傾
向
は
各
惑
星
に

我
々
の
子
孫
が
住
ん
で
い
る
、
そ
う
い

う
宇
宙
が
あ
る
。
片
や
ポ
キ
ッ
と
枝
が

折
れ
る
よ
う
に
こ
の
文
明
が
断
絶
す
る

可
能
性
も
ま
だ
幅
の
中
に
は
あ
る
。
そ

の
一
番
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
核
の
誤

作
用
と
い
う
問
題
が
ベ
ー
ス
に
は
あ
り

ま
し
た
。

た
だ
宇
宙
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う

の
は
、
そ
れ
か
ら
、
六
〇
年
代
、
七
〇

年
代
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て
い
く
と
、

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
。

こ
れ
が
七
〇
年
代
に
入
っ
て
、
精
神
世

界
ブ
ー
ム
と
一
緒
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
な
る
と
七
〇
年
代
に
宇
宙
人
と
コ

ン
タ
ク
ト
す
る
人
達
の
基
本
思
想
と
い

う
の
は
、
霊
性
と
言
い
ま
す
か
、
心
と

も
の
を
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
こ
う
、

も
の
は
分
か
り
や
す
い
し
尺
度
を
共
有

で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
っ
て
不
確

か
な
ん
だ
よ
、
耳
と
目
や
口
っ
て
不
確

か
な
ん
だ
よ
、
感
覚
も
不
確
か
な
ん
だ

よ
、
だ
か
ら
そ
の
奥
に
あ
る
心
証
を
大

事
に
し
よ
う
よ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
盛
ん
に
七
〇
年
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
に
も
た
ら
す
の
で

す
ね
。
こ
こ
が
や
っ
ぱ
り
面
白
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
七
〇
年
代
辺

り
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
サ
イ
の
研
究
が

世
界
的
に
話
題
に
な
り
ま
す
し
、
あ
の

当
時
来
日
さ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞
者
の
ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
博
士
に
私
も

お
会
い
し
ま
し
た
が
、「
秋
山
君
、
超
能

力
な
ん
か
あ
っ
て
当
た
り
前
だ
よ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
「
ど

う
い
う
経
験
を
さ
れ
ま
し
た
か
?
」
と

聞
き
ま
し
た
ら
、
ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
博
士

は
「
非
常
に
物
理
学
上
の
重
要
な
研
究

を
や
っ
て
い
た
と
き
に
、
ラ
ボ
の
モ
ニ

タ
ー
が
9
つ
位
あ
っ
て
、
そ
の
モ
ニ
タ

ー
に
同
時
に
、
亡
く
な
っ
た
身
内
の
顔

が
映
っ
た
こ
と
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。「
で
も
あ
っ
て
当
た
り
前
の
こ

と
で
も
科
学
的
な
ル
ー
ル
の
中
で
、
そ

れ
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
、

や
は
り
先
ほ
ど
述
べ
た
再
現
性
で
あ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
く
る
」と
い
う

こ
と
を
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

八
〇
年
代
に
入
り
ま
す
と
、
芸
術
と

科
学
を
融
合
す
る
よ
う
な
方
向
で
、
結

構
多
く
の
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
情
報
を
導
い

て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
結
構
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
で
絵
が
上
手
く

な
る
人
が
も
の
す
ご
く
多
く
て
、
私
が

九
〇
年
頃
ロ
シ
ア
の
外
務
省
管
轄
で
U�

F
O
研
究
部
署
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・

ア
ジ
ャ
ジ
ャ
博
士
に
お
会
い
し
た
と
き
、

あ
る
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
写
実
的
な
油
絵
を
長
く
描
い
て

い
た
芸
術
家
が
あ
る
と
き
突
然
U
F
O

に
乗
せ
ら
れ
た
。
宇
宙
人
と
会
っ
て
、

二
言
三
言
言
葉
を
交
わ
し
て
戻
っ
た
。

何
が
変
わ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
後

絵
を
描
こ
う
と
し
た
ら
、
み
ん
な
ピ
カ

ソ
の
絵
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

要
す
る
に
多
元
的
に
人
の
形
が
見
え
る

の
で
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
見
た
そ
の
人
の
姿
を
、

ボ
ン
と
描
い
て
し
ま
う
の
で
す
。
本
当

に
形
も
壊
れ
て
い
っ
て
、
も
う
何
を
描

い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
万
華
鏡

の
よ
う
な
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
で
も
そ
の
画
家
に
と
っ
て
は
そ

う
見
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
に
表
現
す
る
し
か
な

い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ア
ジ
ャ
ジ
ャ
博
士
か

ら
は
そ
の
絵
が
変
化
し
て
い
く
過
程
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

っ
て
い
き
ま
す
と
、
宇
宙
人
た
ち
は
水

と
意
識
の
問
題
を
盛
ん
に
い
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。
最
近
私
に
は
、
水
は
意
識

の
記
憶
体
で
あ
る
側
面
が
あ
る
、
そ
れ

を
U
F
O
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
常
に

き
れ
い
に
し
て
い
る
の
だ
、
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
盛
ん
に
来
ま
す
し
、
他
の
コ

ン
タ
ク
テ
ィ
の
方
も
同
様
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ン
タ
ク
ト
一
つ
取

っ
て
も
時
間
と
共
に
い
ろ
い
ろ
な
変
遷

が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
火
星
が
接
近

し
て
い
る
の
で
す
が
、
昔
か
ら
「
火
星

が
接
近
す
る
年
に
は
U
F
O
が
多
く
訪

れ
る
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
て
、
今

年
も
例
外
な
く
年
の
当
初
か
ら
、
U
�F�

O
の
世
界
的
な
集
中
出
現
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
日
本
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
れ
に
並
行
し
て
い
ろ
い
ろ
な
社
会

的
な
事
件
も
起
こ
る
、
地
震
の
頻
発
で

あ
る
と
か
、
風
水
害
の
頻
発
で
あ
る
と

か
、
そ
う
い
う
年
に
U
F
O
の
目
撃
が

多
発
す
る
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
風
水

害
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
で
も
、

そ
こ
で
傷
つ
い
た
人
々
の
心
を
や
は
り

ヒ
ー
リ
ン
グ
し
に
来
て
い
る
の
だ
ろ
う

な
、
先
祖
供
養
で
来
て
い
る
の
だ
ろ
う

な
、
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く
感
じ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
直

後
に
も
福
島
に
U
F
O
が
多
数
出
現
し

ま
し
た
し
、
一
昨
日
の
北
海
道
地
震
直

後
で
も
U
F
O
が
多
数
出
現
し
て
い
ま

す
。
東
京
で
も
こ
の
6
月
く
ら
い
か
ら

で
も
U
F
O
が
沢
山
で
て
い
て
、
私
達

も
何
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
ね
、
と
言
っ
て

お
り
ま
し
た
。

●❼ ●



こ
こ
で
私
が
U
F
O
と
言
っ
て
お
り

ま
す
の
は
、
意
志
あ
る
宇
宙
人
の
乗
り

物
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
お
り
ま
す
が
、

彼
ら
は
明
ら
か
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
も

っ
て
、
時
代
と
共
に
様
々
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
種
み
た
い
な
も
の
を
我
々
に
与
え

て
い
ま
す
。
多
分
彼
ら
は
直
接
今
を
生

き
る
、
今
と
い
う
時
間
か
ら
脱
出
で
き

な
い
我
々
に
対
し
て
、
い
ろ
ん
な
意
味

で
直
接
干
渉
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
少
し
ず

つ
涙
を
落
と
す
よ
う
に
、
我
々
の
文
化

の
中
に
エ
ッ
セ
ン
ス
を
入
れ
て
い
く
。

そ
れ
で
私
達
は
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
か
ら

感
じ
取
り
、
類
推
し
て
い
く
し
か
な
い

と
思
う
の
で
す
。
そ
の
丁
度
ち
ょ
う
つ

が
い
的
な
役
割
を
果
た
す
の
が
能
力
者

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
U
F
O
コ
ン
タ
ク
ト
を
含
め

て
、
能
力
者
と
い
う
の
は
決
し
て
特
別

な
存
在
で
は
な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
ど
こ
か
で
能
力
者
的
な
側
面
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
聞
こ
え
る
専
門

の
人
も
い
る
し
、
見
え
る
専
門
の
人
も

い
る
し
、
触
覚
で
感
じ
る
専
門
の
人
も

い
る
、
味
だ
け
が
く
る
人
、
匂
い
だ
け

が
く
る
人
、
い
ろ
ん
な
実
は
霊
感
と
い

う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
感
覚
を
窓
口

に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入

っ
て
く
る
。

多
分
時
間
と
い
う
も
の
を
取
り
外
し

た
ら
、
私
達
は
過
去
、
未
来
か
ら
膨
大

な
様
々
な
い
ろ
い
ろ
な
想
い
を
も
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
得
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

霊
は
先
祖
の
過
去
人
で
あ
り
ま
す
。
そ

こ
か
ら
も
今
を
生
き
る
我
々
に
は
確
か

に
先
祖
達
は
い
ろ
い
ろ
言
い
た
い
こ
と

は
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
さ
ら
に
我
々

は
あ
る
意
味
、
未
来
人
か
ら
も
お
説
教

を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
や
っ
て
考
え
る
と
今
を
生
き
る
と

い
う
こ
と
は
責
任
重
大
で
あ
り
ま
す
。

だ
け
ど
彼
ら
は
当
事
者
と
し
て
物
理

的
に
今
を
生
き
る
役
割
で
は
な
い
か
ら
、

今
は
私
達
が
責
任
を
も
っ
て
行
動
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
し
て
、
さ
あ

ど
う
生
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
常
に

問
い
質
し
て
い
る
存
在
で
も
あ
ろ
う
か

と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
こ
の
近
々
に
な
り
ま
し
て
、
や

っ
ぱ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
増
え
て
き

て
い
ま
す
の
は
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

問
題
の
さ
ら
に
先
を
行
く
も
の
で
、
水

は
物
質
的
な
体
質
を
変
え
て
い
く
わ
け

で
す
け
れ
ど
、
そ
の
次
の
も
の
が
少
し

出
て
き
て
い
ま
す
。（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

孝
明
天
皇
の
遺
勅
と
切
紙
神
示

　
　

講
師　

出
口�

恒（
ひ
さ
し
）氏

と
き
：
2
0
1
9
年
7
月
20
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

「
出
口
ナ
ク
セ
バ
日
本
は
ホ
ロ
ブ
」

「
出
ロ
ヲ
ー
ワ
ニ
、
二
千
六
百
年
、
七

十
の
ト
シ
」

こ
の
謎
め
い
た
言
葉
は
幕
末
に
、
孝

明
天
皇
が
「
切
紙
神
示
」
に
よ
っ
て
得

た
神
勅
の
一
部
で
あ
る
。

切
紙
神
示
と
は
宮
中
に
古
来
よ
り
伝

わ
っ
て
き
た
神
示
を
下
ろ
す
た
め
の
手

段
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

た
神
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
含
め
て
「
切
紙

神
示
」と
呼
ぶ
。

孝
明
天
皇
は
切
紙
神
示
を
「
皇
国
の

神
術
」
あ
る
い
は
「
神
国
の
秘
法
」
と

呼
び
、
国
家
の
未
来
を
占
っ
た
。

こ
れ
は
従
来
の
日
本
史
で
は
ま
っ
た

く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
実
は
私
が
生
ま

れ
た
実
家

－

そ
こ
は
私
の
曾
祖
父
で
あ

る
出
口
王
仁
三
郎
が
晩
年
を
過
ご
し
た

家
で
も
あ
る

－

で
、平
成
十
年（
一
九
九

八
年
）
に
発
見
さ
れ
た
『
た
ま
ほ
こ
の

ひ
可
里
』
と
い
う
筆
書
き
の
文
書
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

千
百
年
も
の
あ
い
だ
日
本
の
都
だ
っ

た
平
安
京
の
、
最
後
の
天
皇
と
な
っ
た

孝
明
天
皇
は
、
次
の
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア

ム
の
幕
開
け
を
切
紙
神
示
に
よ
っ
て
覚

っ
た
の
だ
。

切
紙
神
示
は
次
の
よ
う
に
日
本
の
未

来
を
警
告
し
た
。

「
日
本
の
ミ
九
サ（
三
種
）
の
神
タ
カ

ラ（
宝
）と
ヒ
ノ
マ
ル
の
ミ
ハ
タ（
御
旗
）

を
ベ
ー
コ
ク（
米
国
）は
ウ
バ
ウ
タ
ク
ミ

（
奪
う
謀
み
）、
ユ
ダ
ン
ス
ル
ナ
」「
日
米

戦
の
状
態
は
天
は
ヒ
コ
ー
キ
、
ヒ
コ
ー

千（
飛
行
船
）、
バ
ク
ダ
ン
、
地
は
旭
の

ミ
ハ
タ
、
大
ホ（
大
砲
）、
タ
ン
九
、
ウ

ミ
ヲ
ク
グ
ル
マ
ノ
フ
ネ（
海
を
潜
る
魔

の
船

=

潜
水
艦
）」

し
か
し
孝
明
天
皇
が
待
ち
望
ん
で
い

た
の
は
明
治
維
新
で
は
な
か
っ
た
。

「
ヲ
ー
ワ
ニ　

神
の
オ
ヤ
ク（
御
役
）、

二
千
六
百
年
で
七
十
の
ト
シ（
歳
）、
神

が
見
止
め
て
神
が
守
る
」ヲ
ー
ワ
ニ
と
は

出
口
王
仁
三
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
王
仁

三
郎
は
俗
に
王（
ワ
）
仁（
二
）
三
郎
と

も
呼
ば
れ
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年（
昭
和

十
五
年
）に
七
十
歳
と
な
る
。

孝
明
天
皇
は
数
十
年
後
に
出
口
王
仁

三
郎
な
る
人
物
が
丹
波
の
綾
部
に
出
現

● ❽●



す
る
こ
と
を
切
紙
神
示
に
よ
っ
て
知
っ

た
。
孝
明
天
皇
は
日
本
を
救
う
「
み
ろ

く
の
大
神
」=

出
口
王
仁
三
郎
の
登
場

を
待
ち
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

孝
明
天
皇
は
死
を
覚
悟
し
て「
遣
勅
」

（
天
皇
の
遺
言
と
な
る
勅
命
）
を
書
き
、

最
も
信
頼
で
き
る
部
下
に
そ
れ
を
託
し
、

皇
紀
二
六
○
○
年
に
な
っ
た
ら「
み
ろ

く
の
大
神
」に
渡
す
よ
う
命
じ
た
。

そ
の
遺
勅
は
、
敬
神
尊
皇
の
熱
い
心

を
持
つ
2
人
の
男
に
よ
っ
て
大
切
に
守

ら
れ
続
け
、
昭
和
十
七
年
に
出
口
王
仁

三
郎
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
。

　

し
か
し
時
代
は
ま
だ
そ
れ
を
表
に
出

せ
る
時
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
王
仁

三
郎
は
一
つ
の
仕
組
を
施
し
た
。
自
分

が
昇
天
し
て
か
ら
五
十
年
後
に
、
孝
明

天
皇
の
遣
勅
が
表
に
出
る
よ
う
に
し
た

の
で
あ
る
。

そ
し
て
平
成
十
年（
一
九
九
八
）一
月

十
九
日
、
王
仁
三
郎
の
五
十
年
目
の
命

日
に
、
封
じ
ら
れ
て
い
た
仕
組
の「
玉

手
箱
」
が
開
い
た
。『
た
ま
ほ
こ
の
ひ
可

里
』が
私
の
生
ま
れ
た
家
「
熊
野
館
」で

見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
二
十
年
が
経
つ
。
今
こ
う

し
て
皆
さ
ん
に
発
表
で
き
る
こ
と
が
と

て
も
嬉
し
い
。

皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
、
ご
自
身
で
半
紙

と
ハ
サ
ミ
を
用
意
し
て
実
際
に
「
切
紙

神
示
」を
試
し
て
も
ら
い
た
い
。

予
言
の
言
葉
が
次
々
と
現
わ
れ
て
く

る
神
秘
に
「
神
の
存
在
」
を
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
そ
の
目
的
の
一
つ
、

そ
し
て
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
幕
末
維

新
と
い
う
近
代
の
幕
開
け
に
お
い
て
、

ま
だ
明
か
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
事
実

が
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
。

孝
明
天
皇
の
遺
勅
は
『
た
ま
ほ
こ
の

ひ
可
里
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文

書
に
は
、
今
ま
で
大
本
の
歴
史
や
日
本

史
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
新
事
実
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

孝
明
天
皇
が
神
勅
を
得
る
た
め
に
用

い
た
「
皇
国
の
神
術
」（
あ
る
い
は
「
神

国
の
秘
法
」）
は
「
切
紙
神
示
」
だ
け
で

は
な
い
。「
八
紘
一
宇
の
数
表
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
も
、『
た
ま
ほ
こ
の
ひ
可
里
』

と
同
時
に
発
見
さ
れ
た
。

や
は
り
宮
中
に
古
代
か
ら
伝
わ
っ
て

来
た
と
思
わ
れ
る
神
法
で
あ
り
、
こ
れ

も
用
い
て
孝
明
天
皇
は
未
来
を
占
っ
た
。

孝
明
天
皇
が
待
ち
望
ん
だ
み
ろ
く
の
大

神　

王
仁
三
郎
は
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親

王
の
息
子
で
あ
る
。
そ
し
て
孝
明
天
皇

は
熾
仁
親
王
が
自
分
の
後
継
者
だ
と
考

え
て
い
た
。

孝
明
天
皇
―
熾
仁
親
王
―
王
仁
三
郎

を
つ
な
ぐ
神
の
糸
（
意
図
）
も
見
え
て

く
る
は
ず
だ
。

熊
野
館
で
見
つ
か
っ
た
玉
手
箱
は
パ

ン
ド
ラ
の
箱
で
は
な
い
。
時
が
来
た
ら

封
印
が
解
か
れ
る
よ
う
に
神
が
仕
組
ん

だ「
真
実
の
箱
」で
あ
る
。

真
実
を
知
る
こ
と
で
、
人
類
の
未
来

み
ろ
く
の
世
が
垣
間
見
え
て
く
る
だ
ろ

う
。

◎
出
口
恒
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
7
年
京
都
府
亀
岡
市
生
ま
れ
。

作
家　

出
口
王
仁
三
郎
ア
カ
デ
ミ
ー
学

長
、
一
般
社
団
法
人
「
出
口
王
仁
三
郎

大
学
」
学
長
。
日
本
の
作
家
、
言
霊
学

講
師
。
自
治
調
査
研
究
会
特
別
顧
問

N
P
O
法
人
日
本
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー

大
阪
オ
フ
ィ
ス
代
表
。�

大
本
教
祖
の
出
口
王
仁
三
郎
の
直
系
曾

孫
。
父
の
出
口
和
明
は
作
家
。

1
9
8
1
年
早
稲
田
大
学
法
学
部
を
卒

業
、
2
0
0
9
年
3
月
同
志
社
大
学
大

学
院
修
士
課
程
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
を
終

了
、
M
B
A（
専
門
職
修
士
）。

2
0
1
5
年
か
ら
中
村
孝
道
と
出
口
王

仁
三
郎
の
言
霊
学
の
系
譜
血
統
を
継
ぐ

も
の
と
し
て
言
霊
学
の
解
明
・
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

2
0
1
5
年
12
月
よ
り
、
F
B
「
出
口

王
仁
三
郎
大
学
大
学
院
・
言
霊
音
楽
学

部
」
を
主
宰
。
2
0
1
7
年
1
月
、
一

般
社
団
法
人
「
出
口
王
仁
三
郎
大
学
」

を
設
立
。（
大
学
内
に�

日
本
言
霊
学
協

会
を
設
立
）。
2
0
1
9
年
出
口
王
仁

三
郎
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
、
学
長
に
就
任

■
出
口
王
仁
三
郎
思
想
・
言
霊
学
を
中

核
と
し
て�

分
割
統
治
さ
れ
た
学
問
の
統

一
を
目
指
す
。
2
0
1
9
年
か
ら
カ
タ

カ
ム
ナ
・
ヲ
シ
テ
文
字
へ
の
取
り
組
み

開
始
。�

主
な
著
作『
切
紙
神
示
と
共
に
甦
る
孝

明
天
皇
の
遺
勅（
予
言
）�

誰
も
知
ら
な
か

っ
た
日
本
史�

皇
室
に
隠
さ
れ
た
重
大
な

真
実
』（
2
0
1
6
年　

ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）
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『「
切
紙
神
示
」「
た
ま
ほ
こ
の
ひ
可
里
」

「
八
紘
一
宇
の
数
表
」
天
皇
家
秘
伝
の
神

術
で
見
え
た
日
本
の
未
来
』（
2

�
0
�1�

7
年　

ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）、「
世
界
の
ど

こ
に
も
な
い�
特
殊
な
こ
の
国
と
天
皇
家

の
超
機
密
フ
ァ
イ
ル�
神
の
国
の
神
が
わ

れ
わ
れ
に
さ
え
も
隠
し
た
も
の
」（
共
著
）

（
2
0
1
7
年
、
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）、

大
本
言
霊
学　

火
之
巻
：

大
本
言
霊
学　

天
之
巻
：�

父
和
明
の
著
作
の
再
版　

大
地
の
母　

全
12
巻　

実
録
出
口
王
仁
三
郎

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会
員

17
名
、
合
計
29
名
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�
氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�
信
正�
氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
）」

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

末
武�

信
宏�

氏



●� ●
「�
先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
田�

欽
子�
氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

講
師　

佐
藤�

禎
花�

氏

講
師　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　
�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙

人（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

佳
胤�
氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

池
川�

明�

氏

「�

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「�

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的
と
心

霊
的
、
そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い
て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?�

A
I［
人

工
知
能
］vs
P
S
I［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

七
沢�

智
樹�

氏

　
　
　
　

杉
山�

彰�

氏

「�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未
来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Z
E
N
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「�

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「�

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意

識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

講
師�

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　

�

佐
藤�

禎
花�

氏　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「�

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「�

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

　
　

�　

◆　
　
　
　
　

◆



● �●

《本部月例会・全国大会講演録音の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、
聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分1,500円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・パ
ソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文はメールまたはFAXで、下記のメールアドレス（またはFAX番号）に、「201※年
○月○○○○氏講演録音購入希望」と記して、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、
御注文願います。2週間以内に発送致します。

お支払いは、到着後同封の郵便振替用紙で8日以内にお振り込みいただければ、結構です。
　　　E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp　　FAX 047-330-4091

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松	瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出	治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「	未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」



人工知能（AI）が造る「心」の研究を、さら
に進めるためは、人の心（意識、無意識）の科
学的な研究が必要であると思われます。現在
のコンピューターが造るAIの心は「物」です
が、人の心には「精神」と言われる性質があり、

「質」が異なります。つまり、物には再現性や
因果律などの法則がありますが心にはそれが
無く、不確実であり、ゆらいでおり、量子力
学の素粒子に類似した性質をもっております。
また昔から形而上学並びに形而下学と言われ
る様に、両者は別であります。他方、両者の
性質を兼ね備えるものにサイ科学としての超
常現象、ESP（超感覚）や念力（PK）がありま
すが、心が科学的に不明なので､ 現在は、説
明する事が出来ません。人工知能（AI）に「精
神」等の人の心（意識など）を加える為には、
サイ科学の研究が必要であると思います。こ
こでは、筆者らの「オーブ・たまゆら」につい
て紹介します。

超常現象の最大の欠点は再現性に欠ける
点にあると云われております。必要なときに
実験検証ができないので、現象の実在が疑わ
れてきました。しかし「オーブ・たまゆら」の
場合は、空気中に含まれる水蒸気の割合や
気温などの環境条件を整える事。さらには変
性意識状態（ASC）近くで念じる事等により、
約1/50であると言われる出現率を約1/3の確
率まで高める事ができました。つぎに、オー
ブとは何か?�どのような状況で発生し、我々
の意識エネルギーとどのように関わってい
るのか、について検討します。特徴として、

（1）オーブは撮影者の心（変性意識状態「ASC」

付近）に共振（同調）して、出現してきます。
そして（2）近赤外線域に潜在しており、素粒
子類似の性質（非局所的、ランダムに拡散）を
持っております。（3）オーブの模様（表情）を
カオス解析すると、オーブのカオス・アトラ
クター（駆動因子）は1.9～2.3（チャクラの数
に相当）となることが分かりました。（4）オー
ブの構成要素は、陰と陽のサイ（気）スピン対、
プラズマ化した陰と陽のイオン・スピン対、
電子、エアゾール等であり、自己発光性の光

（色）とし表示されております。（5）生活空間
では、単一の光子（素粒子）群による発光現象
が見られますが、サイ（気）はスピン対の巴型
状（複合体）であり、体外の物質（オーブ）と
心（意識、無意識）を結びつける役割を果たし
ております。（6）オーブの形状は平面状もあり
ますが、多くは中実の球体状であり、しかも、
周りの環境（ノイズ状小球オーブ）に影響を受
けております。（7）オーブの動きは、地球の共
振周波数（約7.8Hz）に共鳴し、その姿勢は地
磁気方向（N、S）に関連しております。さらに、

（8）あの世、魂、に関連していると判断されて
おり、これらについて、新しい解釈や評価が
産まれる可能性があります。人間は、死ねば、
必ずあの世に行くことになります。あの世と
この世を結びつけるのは、オーブ（たまゆら）
のみであると考えられます。このオーブ研究
により、100年以上前（1910年）に東京帝国大
学の福来友吉博士によって発見された念写の
機構がほぼ判明した（動画の連続撮影）、と考
えられます（2019年3月15日、記）。
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目標8.�すべての人間が意識のネットワークでつ
ながっている。

目標9.�人を愛する想念を発すれば自分も愛され、
人を傷つける想念を発すれば自分も即傷
つく。

目標10.�自分の雑念を消したとき、高次元から

のインスピレーションを受けられる。
目標11.�他の進化した星々から地球に来て、人

類を観察したり、陰で援助している存
在がいる。

目標12.�空間には莫大なエネルギーが存在し、
それを自由に引き出せる装置ができる。



本質、宇宙の本質を体感、言い方を変えれば、
宇宙創造意識あるいはその化身と一体化するこ
とで悟りを得て、人間がどう生きるべきかを弟
子達に伝えたのです。ここからも分かるように、
ホモ・サピエンスは2000年以上前に「梵我一如」
に到達するレベルの人間が現れ、この2000年
間DNA的には、そんなに進化していないので、
例えば2000年前の人間のDNAをもった赤ちゃ
んを現代に連れてきて育てても、今の若者達と
変わらないでしょう。

釈迦、キリスト、空海という覚者が現れても、
その教えに触れることのできた弟子達や、遺さ
れた教えを学ぶことのできた後世の人々はそれ
なりに生き方に取り入れるでしょう。

しかし、「100人の村」のお話にあるように、
99人の幸福な人間がいてもたった1人不幸な人
間がいれば、その人間は不満をもち恨みや妬み
で他の人間を攻撃することが起こります。非常
に残念ですが日本で最近起きた数件の、たった
1人の社会や自分に不満をもつ人間が、多くの
無実で無抵抗な人間を殺戮する事件が上記の
お話を象徴しております。

どうしてこういうことが起こるのでしょうか?�
どうしたらこういう事件を防ぐというよりも、こ
ういう事件を起こす人間が出現しないようにで
きるのでしょうか?

実は結論は簡単なのです。人間ひとり一人が
自分の利益のためだけではなく、すべての人間
が幸せに生活できる社会を構築するべく、行動
するということです。人類の進化というのは、
もはやDNAや脳の進化ではなく、社会構造の
進化であり、そのためには人類全体が人間の
本質、宇宙の本質、より高次元の宇宙の構造を
知ることによって、それらが人類全体の常識に
なったときに、すべての人々が生活の不安なく、
争いの不安なく、戦争の不安のない、自分の好
きなことをやって社会に貢献できる「理想社会」
が完成するのです。人間が本当に幸せを感じる
のは、お金や財産を沢山持つことではなく、家
族、周囲の人々と仲良く、もちろん生産的な議
論はあっていいのですが、楽しかったり、建設
的、創造的な方向に行動しているときです。

2045年にシンギュラリティ（技術的特異点）
が来て、AI（人工知能）が発達し、人間の知性
を超えることによって、人間の仕事を奪ったり、

人間の生活に大きな変化が起こる予測があり、
不安をもつ人々が沢山います。もちろん人間と
AIの間でしばらく調整する期間は必要ですが、
私は楽観的に考えております。

もし、サイ科学の主要な研究対象である「フ
リーエネルギー機関」が完成すれば、AI等
ヒューマノイド（人型ロボット）も空間から自動
的に充電でき、農業・工業等の生産活動や人間
ができない、もしくはしたくない仕事も遂行し
てくれます。将来的には、人類はもの作りでも
芸術でも自分のやりたいこと、やり甲斐のある
仕事で生活できるでしょう。もちろん、生活は
UBI（Universal�Basic�Income：すべての国民
に生活できるレベルの給付金が国家から支給さ
れる）で保証されます。

ただ、以下のPSIGs（サイジーズ）が人類全
体の常識となるためには、宗教の教えではなく、
1番難しい分野を科学の力で証明しなければな
らないので、かなりの時間を要するでしょう。
ホモ・サピエンスが真の「理想社会」に到達す
るまでには、あと数百年から千年かかるかもし
れません。少なくとも目標7以下はサイ科学の
対象とする分野でこれらが到達できれば、それ
より上位の目標は時間はかかりますがすべての
人がインスピレーションを受けられるようにな
り、帰納的に納得して、常識になる時代が来る
と確信しております。

PSIGs（PSI�Science�Goals：サイ科学の最終目標）
以下の12項目が、人類全体の常識となる。

目標1.�大宇宙全体を創造している無限の知性を
もつ創造意識が存在する。

目標2.�創造意識はほぼ0（素粒子レベル）の存在
からビッグバン創造を始め、138億年間
様々な創造を楽しんでいる

目標3.�創造意識は創造物のすべてに浸透してい
る。

目標4.�創造意識は自分の創造意識を入れる器と
して生命を生み出し、進化させて人類を
生み出した。

目標5.�創造意識は人類を通して、自分の創造し
た世界を体験する。

目標6.�人間はその創造意識と一体化できる。
目標7.�創造意識の一滴がPK能力とESP能力で

あり、それらは誰もがもっている。

● �●



700万年前にチンパンジーと共通の祖先から人
類が分かれ、進化を進め、約30万年前に我々
ホモ・サピエンスが現れたのです。それは、宇
宙創造意識が進化の途上にあったホモ属に、創
造意識の一滴を注いだとも考えられます。

私が学生時代のとき、人類の進化は「直立猿
人、北京原人、ネアンデルタール人、クロマニ
ヨン人、ホモ・サピエンス」の順番で1系列で
進化してきたと習いましたが、今の人類学では
数万年前まで「ホモ・サピエンス」と「ホモ・ネ
アンデルターレンシス」と「ホモ・フロレシエン
シス」等のホモ属が同時並行的に棲み分けてい
たことが分かっており、約5万年前に「ホモ・フ
ロレシエンシス」が、約4万年前に「ホモ・ネア
ンデルターレンシス」が絶滅したと推定されて
います。

ホモ・サピエンスとネアンデルタール人の交
配があったことは遺伝子的に分かっているので
すが、最近私が知って驚いたのは、ネアンデル
タール人の遺伝子を1番受け継いでいる（遺伝
子全体の2%程度）のが日本人であるということ
です。

ネアンデルタール人は基本的に死者を大切に
埋葬したりしたように優しさや芸術心もあった
ようですが、日本人に多い「花粉症」は日本人
がネアンデルタール人から受け継いだ免疫特性
を持っていることに関係あるそうです。

前置きが長くなってしまいましたが、ホモ・
サピエンスは約30万年前から、それまでの人類
と同様、男は主に狩猟・漁撈、女は主に木の実
の採取、子供を産み、育てる仕事を続けてきて、
1万年程前から農業が始まりました。それにより、
富の蓄積、貧富の差、身分の差が生まれ、それ
までもホモ・サピエンス同士の争いはありまし
たが、集団での戦いが増えて行きました。　

その後は部族、民族、宗教、国家間の争い、
戦争となり、現代では核戦争の脅威にホモ・
サピエンスはおののいております。それでもホ
モ・サピエンス（賢い人間）は何とか人類絶滅
の悲劇が起こらないように、いろいろ策を考え
ております。

最近書籍やネットで話題になる、SDGs（Social�
Developement�Goals：持続可能な開発目標）は、
2015年9月に国連本部にて採択されたもので、
国連が定めた17の国際目標（その下に169の具

体策と232の指標で構成される）です。そして、
2016年から2030年までに、貧困や飢餓、気候
変動、平和的社会など、持続可能な開発のため
に国連加盟するすべての国は目標達成を目指す
ことを同意しています。

SDGsを紹介するスペースがなくなってしまっ
たのでお手数ですが、以下のURLをご参照願
います。
https://www.unic.or.jp/news_press/features_
backgrounders/31737/�国際連合広報センター

これらはホモ・サピエンスが今後も繁栄を続
けるには欠かせない目標ですが、2030年まで
にどこまで達成できるか、誰も予測できないで
しょう。

結局地球上で、ホモ・サピエンスがホモ属の
最後の生き残りとなったのですが、「賢い人間」
のはずなのに、現在でも資本主義、社会主義、
独裁主義、覇権主義の名の下に、少数の支配
階級、資本家、資産家、独裁者が大部分の富
を握り、民族間、国家間、宗教間の争い、富と
権力の奪い合いを続けております。

私の周りにいる若者達も、「人類は昔から戦
争をしてきて、今後も戦争をし続けるだろう」と
思っている層が大部分です。

しかし、私は彼らに伝えるのですが、「確か
に現代の人類全体のレベルは真の智恵のある高
等人類のレベルではない。喩えれば、大学生が
高等人類のレベルなら、現在の人類は小学校低
学年のレベルなんだよ。」と。

それは何故か?�確かに2500年以上前からタ
レス、ピタゴラス、ユークリッド、アルキメデ
スなどの数学者が現れ、まず数学の世界が発
展し、その成果により17世紀後半から自然科学
の父と呼ばれるニュートンらによる物理学、自
然科学が発展し、現代の相対論、量子力学の
2本柱まで到達したのは、ある意味人類の科学
の発展スピードもたいしたものだと思います。

ただ未だに、人間の本質、宇宙の本質、上
位次元の世界のことは分からずに、個人のエゴ
イズム、家族のエゴイズム、集団のエゴイズム、
国家のエゴイズムに基づいて、ほとんどの人々、
国家は動いております。

実は2500年前に釈迦が現れ、2000年前にキ
リストが現れ、1200年前に空海が現れ、人間の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林�泰樹

タイトルが日本サイ科学会として、我田引水
な印象を与えてしまうかもしれませんが、先に
結論を言ってしまうと、長年サイ科学を研究し
ている人間が科学的に証明しようとしている真
理が、世界人類の常識になれば、ホモ・サピエ
ンスの社会は理想的なものになるだろう、とい
うことです。

以下、最近よく話題になりますSDGsに絡め
て、その道程をお話ししたいと思います。

私が23歳のときに読んで人生に大きな影響
を受けたパラマハンサ・ヨガナンダ師の「ある
ヨギの一生」（森北出版）の中に、「大宇宙は1つ
だけではなく、空間に浮かぶ風船のように、大
宇宙はいくつもあるのだ」というグルー（師匠）
の言葉がありましたが、最近理論物理学者の間
でも、「私たちが見ているこの宇宙以外にも無
数の宇宙が存在し、今も次々と生まれている。
宇宙は単一のユニバースではなく、多数の宇宙
が存在する『マルチバース』なのだ」というマル
チバース理論（異なる物理定数の別の宇宙も含
む）が大いに関心を集めております。

実は物質的なマルチバースだけでなく、この
大宇宙自体も多次元世界であって、より上位次
元の世界から順に形成され、「我々が認識する
この物質世界は、ヒッグス粒子により質量が加
わるので、変化するのに大いなる時間とエネル
ギーが必要な1番下の被創造物の世界である」
という説明がヨーガ哲学にもあり、この物質世
界は「マーヤー（幻影）」として、低く評価された
りします。

しかし私は逆にこの物質世界こそ、宇宙創造
意識の最終的な創造のステージ（舞台）で、何
かを形成するにも試行錯誤と大いなる時間が必
要な場であり、創造の楽しさ、面白さがある、
と宇宙創造意識になったつもりで評価しており
ます。

「数学は自然界を記述する言語である」という
言葉は真実ですが、私が「宇宙創造方程式」と
呼んでいる数学の単純な等式があります。
　　　0÷0=不定（⇒すべてのもの）
数学では0で割る操作はNGなのですが、実は
この式がビッグバンの起こる直前、素粒子レベ
ル、ほぼ0の大きさである宇宙が、宇宙誕生か
らインフレーションまでのビッグバンを起こし
て、灼熱の宇宙から現在の大宇宙に成長したこ
とを象徴しています。仏教哲学でいう「空」が

「空」を分割して、すべてのものになった、と考
えられるのです。般若心経でいう「空即是色」
にあたります。「色」は「物質」です。

138億年前、ビッグバンにより大宇宙創造を
始めた宇宙創造意識は「創造の多様性」のもと
に、あらゆる形態の銀河団、銀河、天体を創造
し、確率は非常に低いですが、生命の存在でき
る天体には生物を産み、進化させてきました。

地球上では私が見ても面白い恐竜時代が1億
5、6千万年続き、宇宙創造意識はその生態を
観察してきました。そして約6550万年前、直
径10kmほどの隕石を地球に衝突させて、恐
竜時代を終わらせて、哺乳類の時代が始まり、
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ら
せ

◎
第
39
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
平
成
30
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会（
寺
山
心
一
翁
先
生
）報
告

◎
第
四
四
一
回
、
第
四
四
二
回
、

　

第
四
四
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎�

小
坂
武
司
氏「
日
本
の
霊
性
の
真
価
」

の
ご
紹
介

◎
サ
イ（
気
）の
運
動
と
生
命
体

の
で
し
ょ
う
か
。

時
代
の
進
展
は
危
険
を
は
ら
み
、
よ

り
深
い
原
理
に
気
づ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。皆

さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人
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二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮

説
）
に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可

能
に
す
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド

　
　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）氏

日
時　

令
和
2
年
2
月
1
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

本
講
演
で
は
、
生
命
創
造
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を

基
礎
に
し
た
講
演
者
の
仮
説
を
基
に
し

て
、
意
識
体
の
憑
依
を
ゼ
ロ
化
す
る
ヒ

ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
、
そ
の

理
論
と
実
践
的
方
法
を
ご
報
告
し
ま
す
。

講
演
者
の
仮
説
は
、「
出
産
土
器
」
と

呼
ば
れ
る
縄
文
土
器
の
文
様
の
構
造
の

歴
史
的
比
較
構
造
分
析
か
ら
出
た
仮
説

と
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
が
示
す

生
命
創
造
の
基
礎
構
造
に
つ
い
て
の
仮

説
的
理
解
を
基
に
し
つ
つ
、
意
識
が
如

何
に
生
命
の
創
造
と
消
滅（
ゼ
ロ
化
）に

緊
密
に
関
与
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
示
唆
す
る
も
の
で
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
と
は
、
楢

崎
皐
月（
な
ら
ざ
き�

こ
う
げ
つ
）
と
い

う
電
気
物
理
学
者
が
、
1
9
4
9
年
に
、

平
十
字
（
ひ
ら�

と
う
じ
）
と
名
乗
る
人

に
見
せ
ら
れ
た
巻
物
に
描
か
れ
て
い
た
、

抽
象
文
字
か
ら
成
る
80
個
の
渦
巻
き
を

解
読
し
た
生
命
と
宇
宙
の
物
理
に
つ
い

て
の
サ
ト
リ
を
示
し
ま
す
。

※
ア
マ
ナ
氏
は
長
年
、
カ
タ
カ
ム
ナ
を

研
究
さ
れ
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」

か
ら
導
か
れ
る
い
く
つ
か
の
法
則
の
解

説
を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
本
部
例
会

で
は
初
め
て
の
御
講
演
で
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎�

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル大
阪
市
立
大
学
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
満
期
修
了
、�

統
合
学
博
士
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
統
合
学
研
究
所
）。
現
在

大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
客

員
研
究
員
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
で
衝
撃
を
受
け
、
3
～
4
世
代
先
の

子
供
達
に
遺
せ
る
も
の
を
求
め
る
中
で
、

「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
に
出
合
う
。
そ

の
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
家
族
と
移
り

住
み
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
精

神
性
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
学
び
、
瞑

想
や
多
次
元
エ
ナ
ジ
ー
ワ
ー
ク
を
実
践

し
つ
つ
、
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
研
究

を
行
う
。
現
在
、
日
本
に
活
動
拠
点
を

置
き
つ
つ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
ク

ラ
ス
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

著
書
：『
潜
象
の
サ
イ
エ
ン
ス
で
解
く　

縄
文
･
カ
タ
カ
ム
ナ
･
レ
イ
キ
』
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
、
2
0
1
8
年
。

※�

一
月
と
三
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　

�

佐
々
木
茂
美�

様

金
二
十
五
万
円
也　

�

匿　
　

�

名　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
０
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
29
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
サ
イ
と
引
き
こ
も
り
」
と
い
う
こ
と

で
、
近
年
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
子

供
の
引
き
こ
も
り
だ
け
で
な
く
、
大
人

の
引
き
こ
も
り
に
関
し
ま
し
て
も
、
サ

イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
解
決
策
を
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な
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内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
9
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

科
学
と
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
融
合
さ
せ

る
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ

の
極
意

　
　
　
　

講
師　

平
田　

進
一
郎�

氏

日
時　

令
和
2
年
4
月
19
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

内
容ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、「
全
体
的
な
」

と
い
う
語
源
か
ら
、
医
学
、
栄
養
学
を

は
じ
め
、
人
の
健
康
は
、「
心
、
霊
、
体
」

の
全
て
を
総
括
的
な
観
点
で
、
い
わ
ば

「
物
心
両
面
の
調
和
」
を
目
指
す
こ
と

を
重
要
視
す
る
健
康
概
念
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
は
、
何
か
?�

精
神
と
物
質
は
、
つ
な
が
っ
て
い
る
科

学
的
根
拠
を
解
説
致
し
ま
す
。

治
癒
を
促
す
た
め
の
感
情
状
態
の
決

め
手
や
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
感
情
が
生
体
に

影
響
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
も
解
説
致
し

ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
祈
り
や
瞑
想
を
通
し
て
、

愛
や
感
謝
、
喜
び
の
心
が
、
ど
う
や
っ

て
病
気
の
回
復
に
影
響
す
る
の
か
、「
正

し
い
瞑
想
法
」
に
よ
る
、
そ
の
解
消
法

の
簡
単
な
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

※
平
田
進
一
郎
氏
は
米
国
、
英
国
で
は

公
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
「
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
米
国
で
学
び
、

博
士
号
も
取
ら
れ
て
、
栄
養
学
も
含
め

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
広
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
サ
イ
科
学
と
も
関
係

す
る
貴
重
な
御
講
演
と
な
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
平
田
進
一
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Ph.D
.

（
理
学
博
士
）。
平
田
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
教
育
財
団
理
事
長
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
校
長
。

1
9
6
0
年
、
東
京
都
生
れ
。
米

国
ペ
ッ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学
に
て
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
学
専
攻
。Foundation�of�

International�Spiritual�Center

（
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
施
設
）に
渡
航
し
、
心
霊
体

の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
概

念
と
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ぶ
。
米
国A

IH
T

で
修
士
。
博
士
号
取
得
。
2�

0�

0�

3
年

か
ら
米
国T

ransform
ation

酵
素
栄
養

療
法
ク
リ
ニ
ッ
ク
日
本
支
部
代
表
に
就

任
後
、
2�

0�

1�

0
年
よ
り
現
職
に
従
事

す
る
。

著
書　
『
い
ま
、
栄
養
学
が
変
わ
る　

健
康
に
自
分
ら
し
さ
を
活
か
す
「
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
栄
養
学
」』（
現
代
書
林
）、

『
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ　

～
最
強

の
治
療
法
は　

あ
な
た
の
中
に
あ
る
～
』

（
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
）

H
EA

L　

奇
跡
の
治
癒
力　

2�

0�

1�

7

年
米
国
制
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

他
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
、
２
０
２
０
年
～

ど
う
な
る
日
本
、
世
界

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛�

氏

日
時　

令
和
2
年
1
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
45
分

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

目
に
見
え
な
い『
場
』の
法
則

　

～
未
来
は
ど
う
な
る
～

　
　
　

講
師　

水
口�　

清
一�

氏

　
　
　
（
A
Ⅰ
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
長
）

日
時　

令
和
2
年
2
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
45
分

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
2
年
1
月
13
日（
月
・
祝
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
A
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
後
述
の
★
欄
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご

　

参
加
予
約
願
い
ま
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

2
0
2
0
年
の
個
人
の
運
勢
診

断
と
日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

西
洋
占
星
学
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

に
基
づ
く
当
会
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
っ
て
、

参
加
者
個
人
の
運
勢
診
断
を
セ
ミ
ナ
ー

形
式
で
そ
の
都
度
、
自
由
に
質
問
を
受

け
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
解
説
致
し

ま
す
。
ま
た
昨
年
ご
紹
介
し
ま
し
た「
運

命
創
造
曼
荼
羅
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
版
も
配
付
致
し
ま
す
。

今
回
は
参
加
者
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の

2
0
2
0
年
1
月
か
ら
の
月
運
チ
ャ
ー

ト
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー

ト
S
」
18
カ
月
分
を
お
渡
し
し
て
（
1

人
分
無
料
）、
一
カ
月
ご
と
の
詳
細
な

先
天
運
の
波
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
対
処
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
致
し
ま
す
。

ま
た
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
の
2
0
2
0
年
1
月
～
2
0
2
1

年
6
月
に
か
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星

が
数
十
日
～
一
カ
月
あ
る
い
は
一
、二

年
位
で
通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ
る
、

比
較
的
短
周
期
の
環
境
運
の
見
方
と
対

処
法
も
解
説
致
し
ま
す
。

「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
」
は
英
国
の
占

星
学
者
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ー
氏
の
提
唱

し
た
新
し
い
理
論
で
、
瀬
尾
が
そ
れ
を

土
台
に
し
な
が
ら
、
独
自
の
チ
ャ
ー
ト

解
析
法
を
確
立
し
た
の
が
、「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」で
す
。

今
ま
で
星
と
星
が
形
成
す
る
様
々
な

特
別
な
角
度
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
が
あ
る

か
、
な
い
か
の
二
値
で
診
断
し
て
き
た

旧
来
の
方
法
で
は
、
不
正
確
な
診
断
に

な
り
や
す
い
の
で
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
正

確
度
を
電
気
工
学
の
共
振
性
に
模
し

て
、
2
つ
の
星
同
士
の
関
係
性
を
数
値

化
し
、
す
べ
て
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
つ
い

て
、
総
合
診
断
す
る
こ
と
で
、
様
々
な

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
そ

の
人
の
才
能
診
断
や
運
勢
診
断
に
於
い

て
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
読
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、
2
0
2
0
年
の

日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測
を
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
1
月
の
分
科
会
で
、「
今

年
5
月
に
天
王
星
が
経
済
・
金
融
の
星

座
・
牡
牛
座
に
入
る
の
で
、
今
後
7
年

間
は
経
済
・
金
融
関
連
で
、
大
変
動
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
来
る
」
こ
と
を
予

測
致
し
ま
し
た
が
、
5
月
以
降
米
中
貿

易
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ

脱
退
対
立
、
日
韓
の
貿
易
と
経
済
の
ト

ラ
ブ
ル
、
香
港
の
民
衆
決
起
紛
争
に
よ

る
経
済
の
落
ち
込
み
が
進
行
し
て
お
り

ま
す
。
日
本
の
消
費
税
ア
ッ
プ
の
影
響

も
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

今
回
も
複
数
の
チ
ャ
ー
ト
を
よ
り
深

く
診
断
し
て
、
経
済
面
も
含
め
て
2
�0�

2
0
年
の
日
本
と
世
界
の
情
勢
を
診
断

致
し
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

● ❹●



に
英
国
のJogn�M

.�A
ddey

氏
が
提
唱

し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ
せ

て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診
断

法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
、
P
K
・
E
S
P
能
力
の
養

成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
発
見
育
成
研
究
所
」、「
ア
ス

ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本

サ
イ
科
学
会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
診
断
に
利
用
致
し
ま
す

配
付
資
料
準
備
の
た
め
1
月
10
日
ま

で
にoffice21@

psij.m
ail-box.ne.jp

に

参
加
メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
参
加
F
A
X
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ（
出
生
天
宮
図
）と
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
を
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致

し
ま
す
の
で
、
以
下
の
出
生
デ
ー
タ
を

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

ま
た
は

公
式
サ
イ
ト
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
1
月
10

日
ま
で
に
送
信
い
た
だ
く
か
、
F
A
X

で
送
信
願
い
ま
す
。

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名　

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻（
午
前
・
午
後
○
時
○
分
ま

で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確
に

な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合
は

不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎�
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

出
し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
39
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
2
回
ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
直
観
」

日
時　

令
和
2
年
3
月
28
日
（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

�

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

�

小
田
急
線
下
北
沢
駅
東
口
徒
歩

5
分
・
京
王
井
の
頭
線
下
北
沢

駅
京
王
中
央
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

四
〇
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ

ク
ト
か
ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、

異
星
人
と
意
識

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

眞
人�

氏

特
に
こ
の
近
々
に
な
り
ま
し
て
、
や

っ
ぱ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
増
え
て
き

て
い
ま
す
の
は
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

問
題
の
さ
ら
に
先
を
行
く
も
の
で
、
水

は
物
質
的
な
体
質
を
変
え
て
い
く
わ
け

で
す
け
れ
ど
、
そ
の
次
の
も
の
が
少
し

出
て
き
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
前
に
、
あ
る
韓
国
の
社
会

的
に
巨
大
企
業
な
ん
で
す
が
、
そ
の
総

合
化
学
の
会
社
を
立
ち
上
げ
た
方
と
一

緒
に
、
宇
宙
人
と
交
信
を
し
な
が
ら
セ

ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
宇
宙

人
に
「
時
代
を
変
え
る
よ
う
な
発
明
品

の
何
か
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
え
な
い
か
？�

必
ず
形
に
す
る
か
ら
」
と
い
う
約
束
で

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
会
社
は
い
く
つ
か
の
特
許
を

取
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
出
て

き
た
の
が
「
Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
」
と
い
う
公
式

な
ん
で
す
。「
Ｍ
＝
Ｍ
＝
Ｃ
＝
Ｃ
」と
い

う
公
式
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
出
て
き
た
ん

で
す
。
す
な
わ
ち
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
＝
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｙ
＝
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
＝
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

Ａ
Ｎ
Ｙ
」、
こ
の
4
つ
の
テ
ー
マ
が
同
じ

価
値
観
と
し
て
、
同
じ
く
神
聖
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
、

こ
れ
か
ら
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
清
ら

か
に
す
る
一
つ
の
ス
ケ
ー
ル
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
教
わ
っ
た
ん
で
す
。
非
常

に
あ
る
意
味
、
私
達
の
も
っ
て
い
る
頭

の
中
の
情
報
に
寄
り
添
っ
た
、
宇
宙
人

の
翻
訳
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
は
思
い

●❺ ●



ま
し
た
が
。

私
は
こ
の
単
純
な
公
式
が
非
常
に
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
感
じ
ま
し
た
。
つ

ま
り
我
々
は
ど
う
し
て
も
「
お
金
は
醜

い
も
の
」「
お
金
の
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
は

決
し
て
正
し
く
な
い
」
と
感
じ
て
し
ま

う
ん
で
す
ね
。
で
も
そ
も
そ
も
お
金
と

い
う
も
の
は
、
人
と
人
と
の
約
束
と
し

て
成
り
立
っ
て
き
て
、
そ
の
約
束
を
い

か
に
楽
し
い
も
の
に
す
る
か
、
豊
か
な

も
の
に
す
る
か
、
正
し
い
も
の
に
す
る

か
は
我
々
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
問
題

な
ん
で
す
ね
。

「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
」
は
心
で
す
か
ら
、
こ
れ

は
や
は
り
清
ら
か
に
、
な
る
べ
く
穏
や

か
に
、
な
る
べ
く
面
白
く
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
」
こ
こ
は
も
う
偉
大

で
、
雄
大
で
、
美
し
い
も
の
で
す
よ
ね
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
」
こ
れ
は
企
業
と

か
会
社
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
が
、

や
は
り
そ
こ
を
楽
し
く
み
て
い
く
と
い

う
の
も
大
事
な
ん
だ
な
あ
と
い
う
ふ
う

に
感
じ
ま
す
。

宇
宙
人
が
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
促
す

と
い
う
の
は
、
よ
り
現
実
的
な
我
々
の

社
会
構
造
の
問
題
そ
の
も
の
が
、
や
は

り
宇
宙
的
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
、
将

来
的
に
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
入
っ
て

い
る
と
い
う
流
れ
が
私
は
あ
る
の
で
は

な
い
か
な
あ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
宇
宙
人
、
異
星
人
の
世
界

と
い
う
の
は
、
私
達
の
文
化
と
異
な
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
ま
あ
そ
れ
は
未
来

人
で
も
あ
る
と
い
う
お
話
も
し
ま
し
た

が
、
彼
ら
の
レ
ベ
ル
と
い
う
の
は
、
一

番
最
初
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
私
が
混
乱

し
た
の
は
、
地
球
向
け
の
宇
宙
語
で「
サ

ム
ジ
ー
ラ
」
と
い
う
特
殊
な
立
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
描
け
る
テ
レ
パ
シ
ー
を
も

っ
て
い
る
の
で
す
。

頭
の
中
に
映
像
や
立
体
が
リ
ア
ル
に

映
画
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
く
る
ん
で
す
。

そ
れ
が
我
々
が
勝
手
に
思
い
込
む
妄
想

と
か
勝
手
に
思
い
浮
か
べ
る
も
の
と
の

違
い
が
す
ご
く
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
サ
ム
ジ
ー
ラ
と
い
う
テ
レ

パ
シ
ー
手
段
で
い
ろ
ん
な
シ
ン
ボ
ル
を

送
っ
て
く
る
の
で
す
。
彼
ら
の
言
語
体

系
は
シ
ン
ボ
ル
な
ん
で
す
。
ま
た
は
立

体
的
な
形
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
彼
ら
は

逆
に
言
葉
自
体
は
い
ら
な
く
な
っ
て
い

る
文
明
な
ん
で
す
。
し
か
し
そ
の
言
葉

を
使
わ
な
い
と
地
球
人
は
混
乱
す
る
の

で
、
サ
ム
ジ
ー
ラ
と
い
う
よ
う
な
言
葉

を
使
う
の
で
す
。

振
り
返
っ
て
も
不
思
議
だ
な
あ
と
思

い
ま
す
が
、
私
が
13
～
14
歳
の
と
き
に

最
初
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
す
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
れ
は
巨
大
な
そ
ろ
ば
ん
玉
の
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。
町
場
の
学
校
か
ら

風
光
明
媚
な
静
岡
県
の
藤
枝
市
に
引
っ

越
し
ま
し
た
。
学
校
で
友
達
と
ウ
マ
が

合
わ
ず
に
空
を
ぼ
ん
や
り
何
日
も
眺
め

て
い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
当
時
テ

レ
ビ
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
呼
ぶ
番
組
を
や
っ
て

い
て
、
そ
れ
を
見
て
自
分
も
や
っ
て
見

よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
今
考
え
る
と
、

そ
れ
は
住
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

る
寂
し
さ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

水
か
空
気
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
友
達

と
の
友
情
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
、

そ
れ
は
自
分
に
も
当
然
問
題
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
寂
し
さ
の
中
で
最
初
の
人
間
的

な
き
っ
か
け
だ
っ
た
も
の
が
、
ず
っ
と

夜
空
に
向
か
っ
て
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
来
る
の

か
な
？�

テ
レ
パ
シ
ー
っ
て
感
じ
て
も

ら
え
る
の
か
な
？
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、

ぴ
っ
た
り
30
日
目
に
あ
き
ら
め
か
け
て

い
た
そ
の
夜
空
に
、
ド
ー
ン
と
き
れ
い

な
そ
ろ
ば
ん
型
の
大
型
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
現

れ
ま
し
た
。
上
下
に
透
明
な
カ
プ
セ
ル

を
伏
せ
た
よ
う
な
も
の
が
付
い
て
い
て
、

全
体
的
に
は
乳
白
色
に
光
っ
て
見
え
ま

し
た
。「
あ
っ
」
と
思
っ
た
瞬
間
に
縁
の

エ
ッ
ジ
の
部
分
が
黄
緑
色
に
明
る
く
光

り
始
め
ま
し
た
。

自
分
が
見
て
い
た
一
点
か
ら
光
り
始

め
た
の
で
、「
こ
れ
は
ヤ
バ
イ
ぞ
、
向
こ

う
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
！
」
と
思
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
は
軽
い
驚
き
と

ち
ょ
っ
と
だ
け
怖
い
か
な
と
思
っ
た
ら
、

い
き
な
り
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
ら
強
い
光
が
き
て

お
で
こ
に
あ
た
り
ま
し
た
。
お
で
こ
に

対
す
る
独
特
の
圧
力
感
が
あ
っ
て
、
目

を
つ
ぶ
っ
て
も
頭
の
中
に
十
字
架
型
の

光
が
チ
ク
チ
ク
と
沢
山
見
え
て
、
そ
の

ま
ま
意
識
が
フ
ー
ッ
と
無
く
な
り
ま
し

た
。
目
が
覚
め
た
ら
翌
朝
で
、
窓
が
開

い
た
ま
ま
二
階
の
ベ
ッ
ド
の
横
で
伏
せ

る
よ
う
に
横
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

起
き
た
ら
抜
け
る
よ
う
な
青
空
で
し
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た
が
、
一
旦
体
験
し
た
こ
と
は
消
せ
な

い
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え

ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。「
あ
れ
は
本
当
に
Ｕ

Ｆ
Ｏ
だ
っ
た
の
か
な
？
」
と
か
、
Ｕ
Ｆ

Ｏ
を
最
初
に
目
撃
し
た
人
の
不
安
感
を

そ
の
と
き
強
く
感
じ
た
も
の
で
す
。

「
ど
こ
か
の
国
の
秘
密
兵
器
な
の
か

な
？
」
と
か
考
え
た
り
、
だ
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
方
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
正
体
に
関
し
て

論
説
を
す
る
の
は
、
非
常
に
よ
く
分
か

る
の
で
す
。
目
撃
し
た
そ
の
翌
日
か
ら

い
ろ
い
ろ
考
え
る
。
し
か
し
ま
あ
ど
う

考
え
て
も
、
意
志
を
も
っ
て
た
よ
う
に

感
じ
る
し
、
で
も
一
瞬
光
を
見
せ
る
だ

け
で
出
て
き
て
消
え
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
っ
て
何

な
ん
だ
ろ
う
？�

と
思
い
ま
し
た

と
こ
ろ
が
そ
の
翌
日
か
ら
感
覚
が
お

か
し
く
な
る
の
で
す
。
金
属
製
品
を
持

っ
て
触
っ
て
い
る
と
、
ざ
ら
ざ
ら
し
て

く
る
の
で
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
で
も
な
ん

で
も
そ
う
な
る
の
で
す
が
、
ざ
ら
ざ
ら

が
気
に
な
っ
て
爪
で
ゴ
シ
ゴ
シ
や
っ
て

い
る
と
、
ク
ラ
ッ
ク
が
大
き
く
な
っ
て

強
く
力
を
入
れ
る
と
ポ
リ
ン
と
折
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。

そ
れ
は
金
属
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す

が
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
も
起
き
る
ん

で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
が
よ
く
折
れ
た
り
、

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
が
使
い
古
し
た
歯
ブ
ラ

シ
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
に
開
い
て
し
ま

う
の
で
す
。
一
番
困
っ
た
の
は
靴
の
糸

が
取
れ
て
し
ま
っ
て
、
靴
の
皮
が
花
を

開
い
た
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私
の

母
親
が「
こ
の
子
は
い
じ
め
を
受
け
て
、

何
か
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
、
靴
を
む

し
っ
て
い
る
ん
だ
！
」
と
思
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

電
気
製
品
が
壊
れ
る
、
電
話
が
勝
手

に
鳴
る
、
テ
レ
ビ
が
つ
い
た
り
消
え
た

り
す
る
、
も
う
そ
う
い
う
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
と
に
か
く
食
べ
て
い
る
と
き

に
、
興
奮
し
た
り
す
る
と
ス
プ
ー
ン
や

フ
ォ
ー
ク
が
曲
が
る
こ
と
が
よ
く
起
き

た
ん
で
す
。「
困
っ
ち
ゃ
っ
た
な
」
と
思

っ
て
い
る
と
、
同
時
並
行
し
て
今
度
は

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
よ
く
見
え
て
く
る

の
で
す
。

な
ん
と
な
く
感
じ
る
レ
ベ
ル
で
は
な

か
っ
た
ん
で
す
。
朝
礼
で
立
っ
て
い
る

と
、
前
に
い
る
生
徒
達
の
背
中
か
ら
バ

ン
バ
ン
火
柱
が
立
つ
よ
う
に
オ
ー
ラ
が

よ
く
見
え
る
の
で
す
。
形
が
少
し
ず
つ

違
う
。
本
当
に
火
が
燃
え
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
人
も
い
ま
す
し
、
野
仏
の
よ

う
に
三
角
形
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
し
、
ま
ん
丸
の
ひ
と
も
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
よ
く
見
て
い
る
と
そ
の
一

つ
一
つ
の
火
柱
の
中
に
小
さ
く
渦
を
巻

き
な
が
ら
振
動
し
て
い
る
繊
維
の
束
だ

と
い
う
の
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

を
見
て
い
る
と
小
さ
な
点
が
ポ
ツ
ン
ポ

ツ
ン
と
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
意
識

を
集
中
し
て
何
か
が
ピ
ン
ト
が
合
っ
た

感
じ
に
な
る
と
、
ブ
オ
ー
ン
と
ズ
ー
ム

ア
ッ
プ
し
て
映
像
が
出
て
き
ま
す
。
こ

れ
が
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
だ
っ
た
り
し
ま

す
。
自
分
の
顔
の
周
り
に
見
え
て
、
吹

き
か
け
ら
れ
る
息
が
分
か
る
感
じ
で
す
。

こ
ち
ら
は
調
整
が
効
か
な
い
の
で
、
霊

達
は
表
現
し
た
い
放
題
で
、
こ
ち
ら
が

分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
霊
達
も
分
か
る

の
で
、
次
々
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
突
っ
込

ん
で
き
ま
す
。

あ
と
は
お
墓
が
見
え
て
き
た
り
、
そ

の
人
の
家
の
中
が
見
え
て
き
た
り
、
人

間
っ
て
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
時
空
を
超

え
た
表
現
体
な
ん
だ
な
、
本
当
に
「
人

間
は
表
現
体
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

嫌
と
い
う
ほ
ど
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
報
告

意
識
の
側
面
か
ら
見
る
、
サ
イ

科
学
と
は

　
　
　

講
師　

寺
山　

心
一
翁�

氏

●
感
じ
る
こ
と
の
大
切
さ
～
考
え
て
記

憶
し
て
、
私
は
自
分
を
弱
く
し
た
。

考
え
て
記
憶
す
る
の
は
得
意
な
ほ
う

で
し
た
。
子
供
の
時
か
ら
音
楽
の
勉
強

を
し
て
き
た
の
で
、
音
楽
も
暗
譜
、
暗

譜
で
、
頭
を
使
い
ま
し
た
。
学
校
で
は

比
較
的
、
記
憶
す
る
の
が
上
手
い
ほ
う

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
後
に
、
こ
の
記
憶
す
る
こ
と

が
、
知
恵
を
生
み
出
す
邪
魔
に
な
る
と

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
記
憶
す
る
こ
と

が
、
物
事
を
「
感
じ
る
力
」
を
阻
害
す

る
か
ら
で
す
。
世
の
中
の
問
題
を
見
て

も
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
私
達
は
常
に

頭
が
い
っ
ぱ
い
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
結
果
、
起
き
て
い

る
こ
と
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

半
導
体
素
子
の
開
発
を
し
て
い
た
私

が
R
O
M
に
例
え
る
と
、
以
前
は
消
去

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
最
近
は
、
イ
レ
イ
ザ
ブ
ル
が

開
発
さ
れ
て
、
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
も
デ
ー
タ
を
消

去
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
さ
。

人
の
頭
脳
も
、
メ
モ
リ
を
消
去
し
て
隙

間
を
つ
く
っ
て
い
く
と
、
そ
の
隙
間
で

計
算
、
組
み
合
わ
せ
が
で
き
て
、
頭
を

空
に
す
る
と
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
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の
で
す
。
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
、

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。「

感
じ
る
」
こ
と
は
、
学
校
で
教
え
る

と
よ
い
の
に
、
学
校
で
は
「
教
え
る
」

こ
と
が
義
務
。
子
供
た
ち
が
ど
う
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
す
。
か

つ
て
私
が
ガ
ン
に
な
っ
た
と
き
も
、
ど

う
し
て
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
生
懸
命
治
そ
う
と
し
て
、
医
者
に
自

分
の
こ
と
を
丸
投
げ
し
ま
し
た
。
手
術
、

薬
が
辛
い
と
い
う
と
、
神
経
質
だ
と
言

わ
れ
、
薬
の
名
前
を
聞
い
た
ら
、
医
師

は
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
1
週
間
で

も
し
ん
ど
か
っ
た
。
2
週
間
で
髪
の
毛

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
34
年
前
そ
れ
が

最
高
の
方
法
だ
と
思
い
、
医
師
の
言
う

こ
と
を
一
生
懸
命
き
き
ま
し
た
。
放
射

線
治
療
も
し
ま
し
た
が
、
歩
け
る
状
況

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
、

元
気
に
し
て
い
ま
す
。
あ
と
少
し
で
82

歳
で
す
。

●
不
思
議
な
夢
の
体
験
で
起
き
た
こ
と

人
間
は
、
だ
ん
だ
ん
体
調
が
悪
く
な

る
と
何
が
起
こ
る
か
？�

食
べ
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
食
べ
ら
れ
な
い
の
に
、
入

院
中
は
食
べ
な
い
と
い
け
な
い
。
当
時
、

白
血
球
が
あ
ま
り
に
減
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
家
に
帰
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
入
院
中
に
自
分
が
死
ぬ
夢
を
見

た
ん
で
す
。
明
確
な
夢
で
、
臨
死
体
験

の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
棺
桶
の
中
に

入
っ
て
い
る
私
を
、
気
が
つ
い
た
ら
上

か
ら
自
分
で
見
て
い
ま
し
た
。
皆
が
棺

の
周
り
に
別
れ
に
来
て
、
最
後
に
蓋
を

す
る
時
、「
生
き
て
い
る
ん
だ
～
～
」
と

叫
ぶ
と
、
目
が
覚
め
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
不
思
議
な
こ
と
に
、
匂
い
に
敏
感
に

な
り
ま
し
た
。

匂
い
の
無
い
場
所
を
探
し
て
思
い
つ

い
た
の
は
病
院
の
屋
上
で
し
た
。
屋
上

に
い
た
ら
、
夜
勤
の
看
護
師
さ
ん
に
見

つ
か
っ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
家

に
帰
る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

5
ヶ
月
入
院
し
て
い
た
ら
筋
肉
が
衰
え

て
歩
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
家
に
帰
っ

て
、
そ
の
う
ち
死
ぬ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
か
ら
立
ち
直

っ
た
の
は
、
も
う
こ
れ
で
い
い
ん
だ
と

腹
を
決
め
た
か
ら
で
す
。
腹
を
決
め
た

ら
、
食
べ
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
ま
た
、

結
果
と
し
て
治
る
た
め
に
大
き
な
役
目

を
し
ま
し
た
。

今
や
、
ガ
ン
に
な
る
と
断
食
や
小
食

が
素
晴
ら
し
い
と
、
も
の
の
本
に
も
書

い
て
あ
り
ま
す
。

右
の
腎
臓
を
取
っ
た
た
め
、
右
足
が

丸
太
ん
棒
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
も

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

な
ん
で
も
か
ん
で
も
、
病
院
で
治
療

す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
退
院

に
よ
っ
て
糸
の
切
れ
た
凧
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
、
動
物
も
調
子
が
悪

い
と
食
べ
な
い
で
寝
て
い
ま
す
よ
ね
。

断
食
で
少
し
ず
つ
血
液
が
き
れ
い
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な

る
前
に
習
っ
て
い
た
ヨ
ガ
の
先
生
か
ら
、

オ
ー
ラ
が
汚
れ
て
い
る
、
チ
ャ
ク
ラ
は

閉
ま
っ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
、

後
に
私
の
意
識
が
変
わ
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
、
断

食
し
て
い
た
ら
、
少
し
ず
つ
歩
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
を
出
て
良
か

っ
た
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
が
、
自

信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
太
陽
に
報
告
し
た
～
今
、
生
き
て
い

る
こ
と
。

退
院
し
て
2
週
間
ほ
ど
が
経
過
し
た

頃
、
今
日
ま
だ
生
き
て
い
る
、
と
感
じ

た
時
に
、「
自
分
は
何
を
恐
れ
て
い
る

の
か
」
と
、
心
が
以
前
と
変
わ
り
、
安

ら
い
で
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

今
日
も
生
き
て
い
る
こ
と
を
太
陽
に
報

告
し
よ
う
!��
そ
れ
で
、
日
の
出
だ
、

と
思
っ
た
ん
で
す
。
日
の
出
を
見
た
ら

あ
ま
り
に
素
晴
ら
し
い
の
で
、
太
陽
さ

ん
あ
り
が
と
う
、
と
続
け
て
い
る
う
ち

に
、
あ
の
太
陽
が
、
私
達
を
生
か
し
て

い
る
、
そ
う
思
う
と
、
太
陽
に
手
を
合

わ
せ
て
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、

日
の
出
に
よ
っ
て
、
私
は
祈
る
こ
と
を

知
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

自
分
が
生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
気
づ
い

て
、
太
陽
が
出
て
く
る
前
に
、
何
十
回

も
呼
吸
を
し
ま
し
た
。
こ
の
呼
吸
が
な

い
と
死
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
と
。
そ
う
す
る

と
、
息
を
吐
い
て
吸
う
、
こ
の
中
に
人

生
の
す
べ
て
が
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。

人
は
極
限
の
状
態
に
な
る
と
、
そ
こ

で
色
々
な
こ
と
に
気
が
つ
い
て
く
る
の

で
す
。

●
呼
吸
が
人
生
を
変
え
る
～
チ
ャ
ク
ラ

の
振
動
に
気
づ
く
。

呼
吸
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
が
つ
く
と
、

ま
す
ま
す
体
調
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

呼
吸
を
し
て
い
る
時
に
、
声
を
だ
し
て

み
た
ら
、
体
に
振
動
し
て
い
る
部
分
が

あ
る
。
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て

● ❽●



発
声
を
続
け
て
い
る
と
、
か
つ
て
ヨ
ガ

の
先
生
が
い
っ
て
い
た
チ
ャ
ク
ラ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
1
週
間
く
ら

い
か
け
て
、
と
う
と
う
自
分
の
7
つ
の

チ
ャ
ク
ラ
を
探
し
だ
し
ま
し
た
。
本
に

書
い
て
あ
る
の
と
同
じ
チ
ャ
ク
ラ
を
全

部
見
つ
け
た
ら
、
面
白
く
て
。
音
楽
を

勉
強
し
て
き
た
の
で
、
チ
ャ
ク
ラ
の
位

置
で
音
が
違
い
ま
し
た
。
人
の
体
は
、

チ
ャ
ク
ラ
に
敏
感
だ
と
気
が
つ
き
ま
し

た
。あ

る
朝
、
日
の
出
前
に
、
尾
て
い
骨

か
ら
、
凄
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

太
陽
に
向
か
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
食
べ
る
時
も
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
を
や
っ
て
も
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
い
っ
て
い
る

う
ち
に
、
あ
れ
ほ
ど
恐
れ
て
い
た
死
が
、

今
、
生
き
て
い
る
、
今
、
生
か
さ
れ
て

い
る
と
。
気
が
つ
く
と
死
が
怖
く
な
く

な
っ
て
い
る
自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

単
に
、
そ
れ
ま
で
の
私
の
、
デ
ー
タ

だ
け
を
信
用
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
発
想

で
行
っ
て
い
た
治
療
で
は
、
ガ
ン
は
治

ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
振
り
返
り
ま
す
。

幸
い
に
も
私
は
毎
日
、
そ
の
当
時
の

自
分
に
と
っ
て
は
、
く
だ
ら
な
い
と
思

う
こ
と
も
や
っ
て
い
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
理
解
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
に
、
治

っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
食
べ
れ
ば
力

が
つ
く
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
自
分
が

元
気
だ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
に

も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
体
験
に
よ
っ
て
、
見
え
る
も

の
か
ら
、
見
え
な
い
も
の
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
感
じ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
意
識
が

変
わ
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
と
の
再
会
～
意
識

の
変
容
と
は

手
の
ひ
ら
な
ど
に
マ
イ
ナ
ー
・
チ
ャ

ク
ラ
が
あ
る
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。
チ

ャ
ク
ラ
を
見
つ
け
た
時
、
手
の
位
置
を

移
動
し
て
い
く
と
、
チ
ャ
ク
ラ
の
強
さ

が
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
続
け
て
い
る
う
ち
に
人
間
は
敏
感
に

な
る
の
で
す
。

頭
の
中
で
R
O
M
の
よ
う
に
な
っ
て

い
た
不
安
が
消
去
さ
れ
て
く
る
。
治
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
頭
の
中
を
空
に
す

れ
ば
い
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
穂
高
養
生
園
と
も

縁
が
で
き
ま
し
た
。
磁
力
線
が
あ
る
と

こ
ろ
は
、
健
康
に
よ
い
と
い
う
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。

ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
の
中
に
、・
・
・
野

原
の
松
の
林
の
陰
の
小
さ
な
か
や
ぶ
き

の
小
屋
に
い
て
・
・
・
と
い
う
一
節
が

あ
り
ま
す
。
宮
沢
賢
治
は
本
当
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

磁
力
線
が
通
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ

で
は
、
感
じ
る
力
が
違
っ
て
く
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。

穂
高
養
生
園
で
、
フ
ィ
ン
ド
ホ
ー
ン

に
行
く
機
会
を
く
れ
た
ケ
イ
ト
・
ラ
ビ

ノ
ビ
ッ
ツ
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
彼
女
は
養
生
園
で
ヨ
ガ
を
教
え

て
い
ま
し
た
。
ケ
イ
ト
が
日
本
を
去
っ

て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
フ
ィ
ン
ド
ホ

ー
ン
で
国
際
会
議
が
あ
り
、
講
演
者
と

し
て
あ
な
た
を
推
薦
し
た
、
と
手
紙
を

も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
ガ
ン
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
と
て
も
行
け
る
状
況

で
は
な
い
。
し
か
も
、
お
金
も
な
い
。

し
か
し
、
二
度
、
三
度
と
熱
心
に
手
紙

を
い
た
だ
い
て
、
山
川
絋
矢
さ
ん
、
亜

希
子
さ
ん
に
も
相
談
し
、
結
局
、
行
く

事
に
決
め
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ド
ホ
ー
ン
に
あ
る
瞑
想
室
は
、

座
っ
た
時
に
、
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
瞑
想
室
も
、

磁
力
線
に
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
フ
ィ
ン
ド
ホ
ー
ン

で
ハ
グ
攻
め
に
あ
い
ま
し
た
。
あ
の
ハ

グ
が
効
い
た
ん
で
す
ね
。
無
条
件
の
愛

を
人
か
ら
感
じ
た
体
験
で
し
た
。

意
識
は
非
常
に
大
切
で
す
。
人
間
が

変
わ
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

私
は
意
識
を
段
階
に
し
て
7
つ
の
レ

ベ
ル
に
わ
け
ま
し
た
。
あ
あ
、
ま
だ
生

き
て
い
る
。
ま
だ
生
か
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
、
意
識
が
変
容
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
し
た
。
邪
気
が
な

い
状
態
、
思
考
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
存

在
す
る
と
思
わ
れ
る
サ
イ
（psi

）
と
い

う
概
念
を
見
直
し
、
意
識
の
側
面
で
と

ら
え
て
み
る
と
、
サ
イ
（psi

）
は
じ
つ

に
身
近
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
う
す
る
と
逆
に
、
物
事
を
と
ら
え
る

「
意
識
」
も
変
わ
り
、
相
互
方
向
で
す
。

言
葉
や
思
考
に
の
み
頼
る
こ
と
な
く
、

感
じ
る
こ
と
が
鍵
で
す
。
こ
れ
が
、
私

が
と
ら
え
る
サ
イ
（psi

）
の
入
り
口
で

も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

●❾ ●
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実
体
験
を
ふ
ま
え
た
U
F
O
現
象

～
U
F
O
飛
翔
体
・
遭
遇
と
そ
の

軌
跡
～

　
　
　
　

講
師　

加
藤　

純
一�

氏

　
（
日
本
Ｕ
Ｆ
Ｏ
調
査
・
普
及
機
構

�
［O

U
R-J

］代
表
）

と
き
：
2
0
1
9
年
9
月
21
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

1
9
4
7
年
6
月
24
日
、
米
・
ワ
シ

ン
ト
ン
州
で
9
機
編
隊
の
飛
行
物
体
が

目
撃
さ
れ
、
世
界
中
にFlying�Saucer

（
空
飛
ぶ
円
盤
）と
い
う
名
称
が
共
有
さ

れ
て
か
ら
70
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

そ
の
正
体
は
未
だ
に
謎
の
ま
ま
で
す

が
、
光
学
技
術
が
進
歩
し
た
現
代
な
ら

ば
こ
れ
ま
で
以
上
に
鮮
明
な
飛
翔
体
の

姿
を
写
真
や
映
像
で
撮
影
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
撮
影
の
チ

ャ
ン
ス
は
等
し
く
皆
さ
ん
に
も
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
飛
翔
体
は
誰
に
で

も
見
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
す
。
そ

も
そ
も
飛
翔
体
と
の
遭
遇
に
際
し
て
は

「
信
じ
る
・
信
じ
な
い
」
と
い
う
論
議
は

全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
心
が
綺
麗
な
人
、
超
能
力
者
、

特
定
の
団
体
に
属
し
て
い
る
特
別
な
人

た
ち
だ
け
が
遭
遇
で
き
る
、
な
ど
と
い

う
俗
説
も
誤
り
で
す
。
現
実
に
何
か
が

存
在
し
、
空
を
飛
ん
で
い
る「
現
象
」で

あ
る
以
上
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
可
能

な
の
で
す
。

一
方
で
私
の「
継
続
的
な
遭
遇
」
と

「
数
多
く
の
写
真
」に
関
し
て
は
単
な
る

偶
然
で
は
片
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
飛
翔
体
と
の
相
互
交
流
を
図
る
た

め
に
私
自
身
が
観
測
実
験
を
計
画
し
、

成
果
が
出
る
ま
で
真
摯
に
呼
び
か
け
を

続
け
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
幼
少
期
の
最
初
の
遭
遇
か
ら
、
観
測

実
験
に
至
る
経
緯
、
そ
し
て
現
在
の
自

ら
の
意
思
で
遭
遇
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
自
身
の
不
思
議
な
歩
み
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

後
半
で
は
飛
翔
体
と
の
超
接
近
遭
遇

の
可
能
性
に
触
れ
、
さ
ら
に
自
ら
の
遭

遇
体
験
の
果
て
に
辿
り
着
い
た
飛
翔
体

の
起
源
に
つ
い
て
も
公
開
し
ま
す
。
こ

こ
に
至
る
ま
で
、
空
を
見
上
げ
る
と
、

私
の
頭
上
に
は
い
つ
も
不
思
議
な
飛
行

物
体
「
飛
翔
体
」
が
い
ま
し
た
。
今
日

は
そ
の
旅
の
道
程
で
与
え
ら
れ
た
証
拠

を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る
記
念
す
べ
き

日
で
す
。
さ
あ
、
そ
れ
で
は
一
緒
に
飛

翔
体
の
実
態
と
不
思
議
な
世
界
を
共
に

探
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Chapter-1��

出
現
パ
タ
ー
ン�

様
々
な
事

Case-1��

機
体
が
発
光
す
る

Case-2��

形
状
が
突
然
変
化
す
る

Case-3��

編
隊
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

Case-4��

視
線
を
感
じ
る
と
そ
こ
に
い

　

る

Case-5��

呼
び
か
け
に
応
え
る
飛
翔
体

Chapter-2��

撮
影
に
ま
つ
わ
る
不
思
議

　

な
現
象

Case-1��

見
て
い
な
い
の
に
写
っ
て
い

　

る�　
　
　

Case-2��

撮
影
し
た
は
ず
が
写
っ
て
い

　

な
い

Case-3��

目
視
と
違
う
形
状
が
写
っ
て

　

い
る

Case-4��

目
視
と
違
う
色
彩
で
写
っ
て

　

い
る

Case-5��

撮
影
後
に
判
明
し
た
特
有
の

　

動
き

Chapter-3��

遭
遇
の
歩
み

受
動
期　

～
訓
練
期
間
を
振
り
返
る
～

第
一
段
階　

最
初
の
遭
遇

第
二
段
階　

不
思
議
な
夢
①　

大
群

第
三
段
階　

不
思
議
な
夢
②　

着
陸

第
四
段
階　

予
知
夢
と
遭
遇

能
動
期

　

～
相
互
交
流
を
求
め
て
実
験
開
始
～

第
一
段
階　

様
々
な
変
化

第
二
段
階　

劇
的
な
写
真
撮
影

第�

三
段
階　

誰
と
で
も
一
緒
に
遭
遇
で

き
る
！

Chapter-4��

超
接
近
遭
遇
の
可
能
性

　

�

ビ
デ
オ
に
捉
え
ら
れ
た
降
下
す
る
飛

翔
体

Case-1��

米
・
パ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ス

Case-2��

日
本
・
横
浜
市
某
神
社

Chapter-5��

飛
翔
体
の
起
源

　

運
命
の
遭
遇

◎
加
藤
純
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
　
　

1
9
7
0
年
（
昭
和
45
年
）
秋
田
市

生
ま
れ
。
2
0
0
0
年
に
日
本
で
最
大

の
U
F
O
研
究
団
体
「
日
本
U
F
O
調

査
・
普
及
機
構（O

U
R-J

）」
を
創
設
、

代
表
に
就
任
。
以
来
、
テ
レ
ビ
出
演
、

講
演
活
動
、
雑
誌
、
新
聞
等
の
連
載
を

通
じ
U
F
O
の
実
在
性
を
啓
蒙
し
て
き

た
。
東
京
造
形
大
学
で
は
非
常
勤
講
師

と
し
て
10
年
以
上「
U
F
O
学
講
座
」

を
特
別
講
義
し（
2
0
0
0
年
～
2�

0�

1�

2
年
）、
同
テ
ー
マ
は
ス
カ
パ
ー
!

「
新
モ
ン
ド
研
究
所
」で
も
2
年
間
放
映

さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
出
演
は「
た
け
し
の

テ
レ
ビ
タ
ッ
ク
ル
」を
は
じ
め
、
40
回
以

上
出
演
、
ラ
ジ
オ
の
出
演
も
多
数
。
雑

誌
・
出
版
関
連
で
は「
ム
ー
」
へ
の
寄



●� ●

稿
を
は
じ
め「T

H
E�X

-FILE�D
V
D

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
U
F
O
関
連
を

担
当
。
そ
の
他
雑
誌
等
で
の
連
載
・
寄

稿
も
多
数
。
東
ス
ポ
で
は「
に
っ
ぽ
ん

U
F
O
紀
行
」「
世
界
U
F
O
紀
行
」
を

2
年
間
に
わ
た
り
連
載
。
ウ
ェ
ブ
で
は

「
パ
ラ
レ
ル
わ
ぁ
る
ど
」に
て
U
F
O
見

聞
録
を
連
載
中
。O

U
R-J

で
は
U�

F�

O

専
門
機
関
紙「U

FO
�Report�Japan

」

を
創
刊（
20
号
ま
で
発
行
、
今
後
は
電

子
書
籍
を
発
行
予
定
）、
海
外
で
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。
2
0
0
2
年
に

は
初
と
な
る
著
書「
U
F
O
ヨ
モ
ヤ
マ

話
」を
上
梓
、
2�

0�

1�

6
年
にA

m
azon

よ
り「
U
F
O
―
飛
翔
体　

遭
遇
と
そ

の
軌
跡
」
を
上
梓
し
た
。
現
在
、
神
奈

川
県
相
模
原
市
在
住
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
の
顔
を

持
つ
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
二
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ス
ト
レ
ス
解
消
の
テ
ク
ニ
ッ
ク　

　

～
お
笑
い
の
効
用
～

　　
　
　
　

講
師　

若
井　

ぼ
ん�

氏

�

（
元
漫
才
師
、
レ
ゲ
エ
歌
手
）

と
き
：
2
0
1
9
年
10
月
19
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

む
か
し
か
ら
「
お
笑
い
」
は
健
康
づ

く
り
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

笑
っ
て
、
あ
る
い
は
笑
わ
さ
れ
て
息
を

吐
き
出
す
と
、
胸
も
頭
も
空
っ
ぽ
に
な

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
頭
の
中
の
も
や

も
や
も
、
そ
し
て
胸
に
た
ま
っ
た
人
間

関
係
の
「
ス
ト
レ
ス
」
も
、
吐
息
と
と

も
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
よ
う
で
す
ね
。

笑
う
こ
と
で
日
頃
の
緊
張
感
が
緩
み
、

思
わ
ず
筋
肉
が
痙
攣
を
起
こ
し
ま
す
と
、

全
身
の
細
胞
が
震
え
て
、
あ
ち
こ
ち
の

組
織
が
浄
化
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
神
社
で
行
わ
れ
る「
お
祓
い
」
も
、

き
っ
と
同
じ
よ
う
な
は
た
ら
き
を
も
つ

の
で
し
ょ
う
。
語
呂
合
わ
せ
で
す
が
、

「
お
祓
い
」は「
お
笑
い
」に
通
じ
ま
す
も

の
ね
。

最
近
、
病
気
の
原
因
と
し
て
た
び
た

び「
ス
ト
レ
ス
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
逆
説
的
に
い
え

ば
、「
ス
ト
レ
ス
」
を
う
ま
く
取
り
去
れ

ば
病
気
に
罹
り
に
く
い
、
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
で
あ
れ
ば
、
健
康
を
保
つ

た
め
に
は
、
大
い
に
笑
っ
て
ス
ト
レ
ス

を
解
消
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
わ
け

で
す
。

「
ス
ト
レ
ス
解
消
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
と

タ
イ
ト
ル
は
か
た
い
で
す
が
、
元
漫
才

師
は
喋
り
が
身
上
、
脱
線
し
た
ら
、
思

い
切
り
笑
っ
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
時

効
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
お
笑
い

芸
人
た
ち
の
裏
話
が
出
て
も
、
こ
の
場

に
免
じ
て
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」―
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

海
の
神
さ
ま
住
吉
大
社�

―
物
語
と

神
異
に
み
る
神
徳
―

　
　
　
　

講
師　

小
出　

英
詞�

氏

�

（
住
吉
大
社�

権
禰
宜
）

と
き
：
2
0
1
9
年
11
月
16
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

大
阪
人
に「
住
吉
っ
さ
ん
」と
親
し
ま

れ
る
住
吉
大
社
は
、
海
の
神
、
航
海
の

神
と
し
て
仰
が
れ
て
い
ま
す
。
四
つ
の

御
本
殿
は
古
代
神
殿
の
形
式
を
よ
く
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
西
向
き

で
全
国
神
社
で
は
希
な
存
在
で
す
。
そ

し
て
、
独
特
の
配
列
は
海
原
を
ゆ
く
船

団
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。

御
祭
神
で
あ
る
住
吉
三
神
は
、
神
話

の
中
で
海
中
よ
り
出
現
し
た
海
神
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
ま
す
が
、
一
説
に
は
星

神
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
り
、
独
特
な

社
殿
配
列
は
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
と
指

摘
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
和
歌
の
神
、

託
宣
の
神
と
し
て
の
信
仰
も
あ
り
ま
す
。

王
朝
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
歌
道

の
守
護
神
と
し
て
秘
伝
化
さ
れ
、
物
語

に
も
様
々
に
登
場
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

実
際
の
海
難
、
戦
災
、
自
然
災
害
に
お

け
る
神
異
の
例
が
数
々
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
以
上
を
神
職
の
視
点
か
ら
住
吉
大

社
の
概
要
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。航

海
の
神
と
し
て
仰
が
れ
る
住
吉
大

社
の
社
殿
配
列
は
、
星
座（
オ
リ
オ
ン

座
）
を
模
し
た
と
い
う
見
解
が
あ
り
ま

す
。
現
代
人
に
と
っ
て
は
陸
地
を
走
る

列
車
や
自
動
車
が
交
通
機
関
の
中
心
で

す
が
、
昔
は
船
で
し
た
。
天
の
赤
道
上

に
位
置
し
、
真
東
か
ら
昇
り
真
西
へ
沈

む
オ
リ
オ
ン
座
の
三
つ
星
は
、
航
海
上
、

東
西
方
向
を
知
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

星
座
で
す
。
東
の
海
か
ら
水
平
面
を
垂

直
に
等
間
隔
で
上
っ
て
く
る
オ
リ
オ
ン

の
三
ツ
星
。
こ
れ
が
住
吉
大
社
の
ご
祭

神
、
底
筒（
海
の
底
の
星
）・
中
筒
・
上

筒
之
男
命（
う
わ
つ
つ
の
を
の
み
こ
と
）
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と
い
う
三
柱
の
神
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
洋
と
西
洋
、
海
と
星
、
和
歌
と
託

宣
・
・
・
身
近
に
あ
っ
て
も
知
ら
な
い
こ

と
は
星
の
数
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
・
・
・
。

◎�

小
出
英
詞
（
こ
い
で
・
え
い
じ
）
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

住
吉
大
社
権
禰
宜
。
同
教
化
課
長
。

奉
仕
す
る
住
吉
大
社
を
中
心
に
郷
土
史

や
伝
統
文
化
に
関
す
る
講
座
や
講
演
、

執
筆
活
動
の
か
た
わ
ら
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
復
活
、
ま
ち
お
こ
し
等
の
仕
掛
け
人

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

1
9
7
5
年
生
。
皇
學
館
大
學
文
学

部
神
道
学
科
卒
業
。
冊
子『
住
吉
っ
さ

ん
』
編
集
者
、
皇
学
館
大
学
階
位
検
定

講
習
会
講
師
、
一
般
財
団
法
人
住
吉
村

常
磐
会
評
議
員
、
帝
塚
山
派
文
学
学
会

運
営
委
員
、
住
吉
公
園
「
歴
史
探
訪
」

編
集
委
員
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
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ル
ラ
ン
ド
）」

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

末
武�
信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

講
師　

佐
藤�

禎
花�

氏

講
師　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�
Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙

人（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

池
川�

明�

氏

「�

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976 : USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091



方向の左螺旋拡大方向の（−）グリーンエネル
ギー（−GE）が作用しており、（+GE）は生命の
成長阻害作用（ミイラ化､ 乾燥作用など）を示
し、（−GE）は生命の成長促進作用（ネガエント
ロピー）を示している、と主張しました。

筆者らも、これと同一のピラミットの小型模
型を造り、室内でテストしたところ、結果とし
て、ヒルズの説をほぼ支持する結果を得ました。
さらに山田孝男師らはこれらの結果を参考にし
て、瞑想の深度の促進用の器具として、クリス
タル・セブン（CR7）を発明・製作致しました

（1989）。水の電気伝導率変化や、植物の生長
を用いて、筆者らが、共同研究として、CR7の
効果を測定したところ、気（サイ）は、陰（−）と
陽（+）のサイ（気）・エネルギーの作用を保持し
ながら、空気、水、水晶、電磁場、メタル内を、
横波又は縦波として移動している。サイ（気）

は、水晶や､ 金メッキ渦巻形状銅板、鏡、凸レ
ンズなどによって集められ、絶縁コイルや磁石

（N極からS極に）等によって、導かれて移動し
てゆく。サイ（気）は電子（素粒子）、陰･陽の大
気イオン、大気プラズマ、サイ−spin対等から、
構成されている等と推定されました。

再記すると、検討と考察の結果として、サイ
（気）のスピン運動と生命力の関係が推定されま
した。右旋回で上方向に拡大するスピン運動は

（+）サイ（気）で、成長阻害作用である。これは、
たとえば、左指で拳を造り､ 親指を立てる。つ
まり、西から東方向にスピンして、指先方向に
電流が流れ、親指はベクトル方向（上）で、北
を示す。他方、（2）左旋回で下方向に拡大する
スピンは（−）サイ（気）で、成長促進作用となる
ことがわかりました。

※�論文集「サイ科学�2019」資料4に小坂武司氏の御著書「日本の霊性の真価」の内容がまとめられて
おりますが、著者ご本人がその本を書いた動機について、以下述べられました。

平成15（2003）年10月、友人の気功師、藤谷康光さんを誘って、熊本県蘇陽町の幣立神宮に参拝
したことがありました。たまたま藤谷さんは、前日東京で気功治療を施していたメッセンジャーの中
山良子さんから不思議な指示を受けました。

中山良子さんからの指示とは、
幣立神宮に行かれたら、神宮の神殿の左横にそびえる1万5000年の樹齢の檜の根深く封印されて

いる宇宙神三大竜王を天に放ってください、とのことでした。

そして、当日、藤谷さんが幣立神宮で祈りにより開放した三大竜王は、東京のホテル・ニューオー
タニの日本庭園に飛来したのです。中山さん、藤谷氏、私たちは、その日本庭園に行き、三大竜王
だけではなく、多くの宇宙人がそこにおられることを告げられます。特に私には、アクエリアス星人
のダウザーさん、ラリガーさんたちがついており、さらに空海や平安初期の先祖の紀夏井の方々が、
その後の私たちの色々な祈りの巡礼をともにされるのです。

幣立神宮、ニューオータニの日本庭園、上智大学のザビエル聖堂、名古屋近郊の貴麗宮、立山山
麓の穴の谷の霊水、高野山奥の院、熊本宇土の五色山釈迦涅槃像、バンコク・エラワン廟、箱根神
社、秩父の尾須澤鍾乳洞、鞍馬山、最後に富士山五合目の小御嵩神社、での巡礼の旅は終わります。

その巡礼の旅の過程で、さまざまの不思議な超常現象を経験します。最後にそれらの経験を日英
文で書物にしなさい、との指示を受けます。そして、書き上げたのが「日本の霊性の真価」の日本版
のこの書物です。

●� ●
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1）変性意識状態の重要性
人の心は意識と無意識から構成されておりま

す。意識的と思われる行動もその基には無意識
層の作用があると云われております。意識は動
的で変化しがちであり、無意識は静的で変化し
難いといえます。日常生活として様々に活躍し
ている時の心（意識）と、変化し難い無意識層
の間には、変性意識状態（ASC）と呼ばれる状
態があります。呼吸のコントロールや意識の集
中等の手法を用いて心の自由度を制限して変性
意識状態（ASC）に入る（心を物に近づける）と、
意識は静的な状況になります。脳波でいいます
と、ベーター波からシーター波付近（7Hz）に迄
周波数を下げる事を意味しており、意識が物に
近い状態に変化した事になります。

超常現象の原因と言われる「サイ（気）」は、
変性意識の状態（ASC）で、意念（意識し念ず
る）する事によって、皮膚（チャクラ､ 経穴）か
ら体外に放出されると判断しております。肉体
は、いわゆる「物（質）」でありますが、これとは
別に、「意識」がある事が解ります。形而上学な
らびに形而下学と言われる様に両者は異質であ
ります。昔からの言い伝えで、「シャーマン（特
異超能力者）」がトランス（意識の変化した状態）
に入り、「自らが神に変身する」といわれる様
に、人格変換を生じさせる領域が変性意識状
態（ASC）であります。

筆者らの実験によれば、心が関係する「サイ
（気）」の左旋回で下方向に拡大するスピン（ラセ
ン）は、成長促進作用を意味しているので、ラ
セン運動は生命力や生命エネルギーの流れに関

係の深い事がわかります。これらを拡大して、
一般化すると、いま見えている「物」だけがこの
世の総てでは無く、見えない世界があり、そこ
では、想像を超えた働きと現象が､ 変性意識状
態（ASC）を介して、生起していると判断・推
定することができます。

私達は、生活空間としての4次元時空（3次
元プラス時間）に住んでおります。つまり、この
4次元世界に適合するように心身は出来ており
ますが、将来、新たに、変性意識状態（ASC）
域が科学的に解明されて、これに適合するよう
に、心身も次第に変化･上昇して、5次元世界
に適合し、変化することになるのかも知れない。
いまは、物と心は異質でありますが、サイ（気）
を介して、人工知能（AI）に質の異なる（動的な）
心の作用が導入されて、心身が変化して5次元
世界に次元上昇する様になるかも知れないと考
えております。

2）サイ（気）のスピン運動
超常現象の原因となるエネルギー・情報をサ

イ（気）と云います。または、体外の空間に有
る「オーブ･たまゆら」（物質）と、撮影者の意念

（心）を結び付ける（仲介する）エネルギーや情
報が、サイ（気）であります。このサイ（気）は、
素粒子類似で、いつもスピン（螺旋）しておりま
す。米国のクリストファー・ヒルズ（1975）は、
永年の瞑想･体感の結果として、エジプト・ギ
ザのクフ王の墓と言われるピラミットの模型に
は、その頂上から上方向に右方向に拡大する
螺旋状の（+）グリーンエネルギー（+GE）、下

サイ（気）の運動と生命体サイ（気）の運動と生命体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木�茂美
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告
Ⅰ

◎
第
５
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
四
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎�

サ
イ
（
気
）
は
巴
型
の
陰･

陽spin

対（
光
子
）で
あ
る

◎
一
〇
〇
年
後
の
ニ
ッ
ポ
ン

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
今
後
縮
小
し
な
い
場
合
は
、
3
月

以
降
の
分
科
会
、
本
部
例
会
、
関
西

と
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
集
会

は
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

遅
く
と
も
開
催
一
週
間
前
に
は
、
公

式
サ
イ
ト
、
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト（
登
録
者
の
み
）で
、
開
催
の
可
否

を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
願
い
ま
す
。
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※
平
田
進
一
郎
氏
は
米
国
、
英
国
で
は

公
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る「
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
」を
米
国
で
学
び
、
博

士
号
も
取
ら
れ
て
、
栄
養
学
も
含
め
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
広
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
サ
イ
科
学
と
も
関
係
す

る
貴
重
な
御
講
演
と
な
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
平
田
進
一
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Ph.D
.

（
理
学
博
士
）。
平
田
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
教
育
財
団
理
事
長
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
校
長
。

1
9
6
0
年
、
東
京
都
生
れ
。
米

国
ペ
ッ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学
に
て
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
学
専
攻
。Foundation�of�

International�Spiritual�Center

（
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
施
設
）に
渡
航
し
、
心
霊
体

の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
概
念

と
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ぶ
。
米
国
A�

I�

H�

T

で
修
士
。
博
士
号
取
得
。
2�

0�

0�

3
年

か
ら
米
国T

ransform
ation

酵
素
栄
養

療
法
ク
リ
ニ
ッ
ク
日
本
支
部
代
表
に
就

任
後
、
2�

0�

1�

0
年
よ
り
現
職
に
従
事

す
る
。

著
書　
『
い
ま
、
栄
養
学
が
変
わ
る　

健
康
に
自
分
ら
し
さ
を
活
か
す
「
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
栄
養
学
」』（
現
代
書
林
）、

『
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ　

～
最
強

の
治
療
法
は　

あ
な
た
の
中
に
あ
る
～
』

（
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
）、『
H
E
A
L　

奇
跡

の
治
癒
力
』
2�

0�

1�

7
年
米
国
制
作
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
他
多
数
。

※ 

三
月
と
五
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※ 

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
2
年
6
月
14
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
i
P
T
意
識
）

　
　
　
　

講
師　

山
崎　

正
男 

氏

超
能
力
の
真
意
を
問
う
不
毛
の
論
争

は
、
古
今
東
西
続
い
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
結
論
は
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
科
学
的
根
拠
に

基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
の
欠
如
で
あ
り
、

そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
30
年
間
に

わ
た
り
超
能
力
の
解
明
と
い
う
命
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
超
能
力
は
六

番
目
の
知
覚
機
能
で
あ
る
こ
と
を
発
見

し
、「
i
P
T
意
識
」
の
タ
イ
ト
ル
で
学

術
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
、
2
5
0
0
年

前
に
瞑
想
に
よ
り
不
可
思
議
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
体
験
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を「
悟

り
」と
し
て
仏
教
の
開
祖
に
な
っ
た
、
ブ

ッ
タ
は
超
能
力
の
第
一
人
者
だ
っ
た
の

で
す
。

透
視
、
予
知
、
過
去
知
、
体
外
離
脱
、

臨
死
体
験
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
テ
レ
ポ
ー

テ
イ
シ
ョ
ン
、
遠
隔
気
功
、
念
力
、
霊

能
力
、
霊
視
、
心
霊
手
術
、
特
異
効
能
、

透
聴
、
直
観
、
物
質
化
現
象
、
ア
ブ
ダ

ク
シ
ョ
ン
、
知
的
生
命
と
の
交
信
、
オ

ー
ブ
現
象
、
仏
教
の
悟
り
、
こ
の
よ
う

な
超
常
現
象
、
超
能
力
は
、
変
性
意
識

状
態
で
覚
醒
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
超
能
力
を
覚
醒
す
れ
ば
、

政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
芸
術
、

科
学
、
医
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
農

林
水
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
人

類
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
益
で
き

ま
す
。
講
演
で
は
超
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
覚
醒
の
メ
ソ
ッ
ド
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

※
山
崎
正
男
氏
は
長
年
、「
サ
イ
」
を
多

方
面
か
ら
科
学
的
研
究
を
続
け
、
そ
の

成
果
に
よ
り
一
般
人
で
も
超
能
力
を
発

揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
山
崎
正
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

M
SU

�M
indanao�State�U

niversity�
D
r.�M

asao�Y
am

azaki,�Ph.D
.�

医
学

博
士
、
名
誉
教
授
。

欧
米
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪

し
東
西
医
学
の
研
鑽
を
積
む
傍
ら
、
脳

生
理
学
と
脳
波
の
観
点
か
ら
、「
気
の
医

学
」
の
有
効
性
を
実
証
し
、
代
替
・
補

完
医
療
の
E
B
M
を
確
立
す
る
。
30
年
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間
の
研
究
、
臨
床
試
験
か
ら
、『
超
感
覚

外
知
覚
』（
E
S
P
）
と
い
う
六
番
目
の

知
覚
機
能
を
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
て
学
術
論
文
を
執
筆
す
る
。

日
本
i
P
T
意
識
研
究
所
所
長
、
上

海
国
際
医
学
気
功
学
会
組
織
委
員
、
日

本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

院
長
、
国
際
気
功
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
学

院
長
等
歴
任
、
国
内
外
に
多
く
の
門
下

生
を
輩
出
し
て
い
る
。
新
聞
、
週
刊
誌
、

書
籍
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
出
演
多
数
、

著
書
、
人
類
革
命
、
気
功
の
鉄
人
他
、

ア
ピ
ナ
出
版
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
０
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
29
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
サ
イ
と
引
き
こ
も
り
」
と
い
う
こ
と

で
、
近
年
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
子

供
の
引
き
こ
も
り
だ
け
で
な
く
、
大
人

の
引
き
こ
も
り
に
関
し
ま
し
て
も
、
サ

イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
解
決
策
を
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
9
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

前
世
療
法
の
現
場
か
ら
～
宇
宙
人
、

霊
界
、
天
界
、
未
来
世
、
胎
内
記

憶
…
見
え
な
い
世
界
の
リ
ア
ル

　
　
　

講
師　

根
本　

恵
理
子 

氏

�

（
前
世
療
法
家
、
催
眠
療
法
家
）

日
時　

令
和
2
年
3
月
21
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
45
分

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

現
役
医
師
が
体
験
し
た
未
知
の
サ

イ
現
象
に
つ
い
て
～
U
F
O
の

目
撃
を
巡
る
異
常
体
験
と
身
体
的

影
響
な
ど
～

　
　
　
　

講
師　

高
木　

伴
幸 

氏

�

（
内
科
医
師
、
医
学
博
士
）

日
時　

令
和
2
年
4
月
18
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
45
分

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

※
大
阪
市
立
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ

　

ー
は
工
事
の
た
め
休
館

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
り
換
え「
松

虫
」下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

令
和
2
年
3
月
14
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3�

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所

駅
」
下
車　

徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
・
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
39
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
2
回
ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
直
観
」

日
時　

令
和
2
年
3
月
28
日
（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

�

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

�

小
田
急
線
下
北
沢
駅
東
口
徒
歩

5
分
・
京
王
井
の
頭
線
下
北
沢

駅
京
王
中
央
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

人
生
に
奇
跡
を
起
こ
す
サ
レ
ン

ダ
ー
の
法
則

　
　
　
　
　

講
師　

刀
根　

健 
氏

日
時　

令
和
2
年
5
月
3
日（
日
・
祝
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

内
容本

講
演
で
は
、
私
が
肺
癌
ス
テ
ー
ジ

4
B
状
態
か
ら
の
生
還
に
よ
っ
て
体
験

し
た
、
サ
レ
ン
ダ
ー
の
法
則
を
お
伝
え

し
ま
す
。

私
は
2
0
1
6
年
9
月
に
肺
癌
ス
テ

ー
ジ
4
の
宣
告
を
受
け
、
様
々
な
経
緯

か
ら
標
準
医
療
で
は
な
く
代
替
医
療
を

選
択
、
約
9
か
月
間
に
わ
た
る
必
死
の

努
力
も
む
な
し
く
癌
は
全
身（
脳
・
両

目
・
リ
ン
パ
・
両
肺
・
肝
臓
・
左
右
の

腎
臓
・
脾
臓
・
全
身
の
骨
）
に
転
移
し

ま
し
た
。

や
っ
て
や
っ
て
や
り
尽
く
し
て
、
そ

れ
で
も
ダ
メ
だ
っ
た
と
い
う
状
況
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
自
我
（
エ
ゴ
）
が

崩
壊
し
、
不
思
議
な
境
地
を
経
験
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
絶
望
で
は
な
く
、
解
放

で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
「
す
べ
て
を
ゆ
だ
ね

る
（
サ
レ
ン
ダ
ー
）」
状
態
に
な
る
と
、

不
思
議
な
出
来
事
が
次
々
と
起
こ
り
、

そ
の
約
二
か
月
後
に
は
全
身
に
転
移
し

て
い
た
癌
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
い
ま

し
た
。

当
日
は
、
癌
に
な
っ
た
原
因
も
含
め
、

サ
レ
ン
ダ
ー
状
態
の
と
き
い
っ
た
い
何

が
起
こ
り
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
未
来
を

引
き
寄
せ
た
の
か
、
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が

奇
跡
を
呼
ぶ
、
と
い
う
こ
と
を
体
験
談

の
中
で
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
自
我
（
エ
ゴ
）
や
思
考

を
弛
め
る
方
法
な
ど
奇
跡
を
呼
ぶ
「
サ

レ
ン
ダ
ー
の
法
則
」
を
皆
さ
ん
に
体
得

し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
刀
根
健
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

O
FFICE�LEELA

（
オ
フ
ィ
ス　

リ
ー

ラ
）代
表
。

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
大

手
商
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
系
企
業
に
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
取
得
コ

ー
ス
の
開
発
や
人
事
部
門
で
の
教
育
・

研
修
・
制
度
開
発
を
担
当
。

研
修
会
社
へ
講
師
と
し
て
転
職
し
、

防
衛
省
や
国
土
交
通
省
な
ど
官
公
庁
を

始
め
、
N
T
T
な
ど
の
企
業
や
病
院
を

中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
通
じ
二
万
人
以
上

の
指
導
を
行
う
。
ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ

ジ
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
プ
ロ
ボ

ク
サ
ー
の
指
導
・
育
成
を
行
い
、
3
名

の
日
本
ラ
ン
カ
ー
を
育
て
る
。

癌
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
2
0
1
8
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年
に
独
立
し
、O

FFICE　

LEELA
を
設
立
、
現
在
に
至
る
。

著
作
「
僕
は
、
死
な
な
い
」（
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
2
0
1
9
）、

「
ス
ト
ロ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」

（
フ
ォ
ー
メ
ン
ズ
出
版　

2
0
0
8
）。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
31
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

栄
養
と
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
、
E
M
の

研
究

　
　
　
　

講
師　

東
中
川　

徹 

氏

2
0
0
3
年
の
科
学
誌「
n

�

a

�
t
�u�

r
e（
ネ
イ
チ
ャ
ー
）」に「
人
の
遺
伝
子

の
構
造
が
す
べ
て
判
っ
た
」
と
い
う
レ

ポ
ー
ト
が
載
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
し

た
こ
と
で
あ
っ
て
思
い
出
を
お
話
し
し

ま
す
と
、
約
50
年
前
に
私
が
大
学
院
の

学
生
の
頃
、
ガ
ン
研
究
所
に
お
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
当
時
、
ロ
バ
ー
ト
・
W
・

ホ
リ
ー
が
R
N
A
の
70
個
の
配
列
を

決
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
の
を

知
っ
て
、「
ホ
リ
ー
は
す
ご
い
!�

で
も

D
N
A
30
億
個
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス（
文
字

配
列
を
決
め
る
）
は
膨
大
で
無
理
だ
ろ

う
。
も
し
判
っ
た
ら
す
ご
い
ぞ
!�

何
で

も
分
か
る
こ
と
に
な
る
。」
と
言
っ
て
い

た
の
が
、
1
9
6
7
年
頃
で
す
。
そ
れ

か
ら
10
年
も
し
な
い
う
ち
に
、
D
N
A

の
配
列
を
決
め
る
方
法
が
開
発
さ
れ
て
、

そ
の
10
年
後
に
は
7
0
0
0
個
位
の
文

字
が
決
め
ら
れ
て
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に

載
り
ま
し
た
。
私
の
と
こ
ろ
の
学
生
は

D
N
A
の
2
万
個
の
配
列
を
決
め
て
、

学
位
を
取
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
頃
か
ら「
D
N
A
シ
ー

ク
エ
ン
シ
ン
グ
で
何
が
分
か
る
ん
だ
?
」

と
い
う
声
も
出
て
い
ま
し
て
、
1

�
9
�8�

0
年
頃
の
学
会
で
は
、
既
に「
D
N
A

シ
ー
ク
エ
ン
シ
ン
グ
は
最
終
目
的
で
は

な
い
。
我
々
は
そ
の
次
に
あ
る
も
の
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

D
N
A
シ
ー
ク
エ
ン
シ
ン
グ
と
い
う

の
は
、
D
N
A
の
30
億
個
の
塩
基（
A
：

ア
デ
ニ
ン
、
G
：
グ
ア
ニ
ン
、
C
：
シ
ト

シ
ン
、
T
：
チ
ミ
ン
）配
列
を
読
み
取
る

こ
と
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
意
味
の
あ

る
部
分
は
、
わ
ず
か
2
%
に
過
ぎ
な
い

の
で
す
。
98
%
の
塩
基
配
列
は
今
日
の

時
点
で
は
意
味
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
意
味
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
遺
伝
子
の

産
物
と
し
て
、
我
々
が
得
て
い
る
も
の

は
、
2
%
な
の
で
す
。

D
N
A
は
3
個
の
塩
基
配
列（
コ
ド

ン
：
遺
伝
暗
号
）で
タ
ン
パ
ク
質
が
決
ま

り
、
例
え
ば［
U
U
U
］
は「
フ
ェ
ニ
ル

ア
ラ
ニ
ン
」、［
U
U
A
］は「
ロ
イ
シ
ン
」

と
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
膨
大
な
塩
基

配
列
の
文
字
を
ど
の
よ
う
に
し
て
読
む

の
か
。

例
え
ば
、
下
図
の
上
の
1
文
を
見
て

も
意
味
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
こ

こ
か
ら
意
味
の
あ
る
単
語
を
選
ぶ
と
、

「T
his�is�a�pen.

」
と
な
り
ま
す
。
ピ

リ
オ
ッ
ド
に
対
応
す
る
配
列
も
決
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
ど
う

や
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
？�

こ
れ
が
遺

伝
背
景
の
も
っ
と
も
重
要
な
点
で
、
配

列
は
分
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ

て
読
む
の
か
、
読
ま
な
い
の
か
、
ど
こ

に
点
を
打
つ
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残

っ
た
の
で
す
。

D
N
A
の
二
重
螺
旋
構
造
を
発
見
し

て
1
9
6
2
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
授
与

さ
れ
た
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ト
ソ
ン
も

「
D
N
A
の
立
体
構
造
は
分
か
っ
た
が
そ

の
働
き
に
つ
い
て
は
何
も
分
か
っ
て
い

な
い
、
こ
れ
か
ら
の
問
題
で
あ
る
」
と

●❺ ●



言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
私
は
こ
う
い
う
こ
と
を
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
私
の
仕

事
を
一
つ
お
話
し
し
て
も
お
そ
ら
く
面

白
い
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
今
日
は

や
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
そ
う
い
う「
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
の
話
題
の
中
で
、

2
、
3
年
前
に
書
い
た
本
の
中
か
ら
、

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
面
白
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
を
取
り
あ
げ

て
お
話
し
し
て
、「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク

ス
と
は
何
も
の
か
?�

我
々
の
生
活
と
関

係
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
?
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
有
り
難
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
話
題
は
、「
三
毛
ネ
コ
は
な
ぜ

メ
ス
だ
け
な
の
か
?
」
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
み
ま
す
。

私
の
本
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
す
と
、

「
三
毛
ネ
コ
は
メ
ス
し
か
い
な
い
」

三
毛
ネ
コ
の
毛
色
は
ど
う
し
て
決
ま

る
の
だ
ろ
う
。
三
毛
ネ
コ
の
毛
色
を
決

定
す
る
遺
伝
子
の
基
本
的
組
合
せ
は
次

の
3
つ
で
あ
る
。

　
　

W
w
,��O

o,��S-

W
は
毛
色
を
白
に
す
る
遺
伝
子
で
、

W
（
優
性
）
で
全
身
が
白
く
な
る
。
三

毛
に
な
る
に
は
w
（
劣
性
）
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
O
は
O
（
優
性
）
で
茶

色
、
o
（
劣
性
）
で
黒
く
な
る
。
S
は

毛
の
白
い
部
分
の
程
度
を
左
右
す
る
。

S

－
は
S
S
、
ま
た
は
S
s
を
意
味
し
、

S
S
だ
と
白
斑
が
広
く
、
S
s
だ
と
中

程
度
、
s
s
で
あ
る
と
白
斑
が
ま
っ
た

く
出
な
い
」

O
o
は
X
染
色
体
上
に
あ
り
、
哺
乳

動
物
は
性
染
色
体
の「
X
X
」
が
メ
ス
、

「
X
Y
」
が
オ
ス
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
メ
ス
で
は
細
胞
分
裂
の
過
程
で
X

染
色
体
の
一
方
が
ラ
ン
ダ
ム
に
不
活
性

化
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
o
」
の

載
っ
て
い
る
X
染
色
体
が
不
活
性
化
さ

れ
れ
ば
毛
色
が
茶
色
に
な
り
ま
す
し
、

「
O
」
の
載
っ
て
い
る
X
染
色
体
が
不

活
性
化
さ
れ
れ
ば
毛
色
は
黒
と
な
り
ま

す
。

三
毛
ネ
コ
は
そ
の
部
分
部
分
で「
O
」

が
発
現
す
れ
ば
茶
色
に
な
り
ま
す
し
、

「
o
」が
発
現
す
れ
ば
黒
色
に
な
り
ま

す
。
二
毛
ネ
コ
は
白
が
な
い
の
で
そ
の

遺
伝
子
は「O

o,�ss

」、
茶
色
の
ネ
コ
は

「O
O
,�ss

」、
黒
猫
は「oo,�ss

」
と
な
り

ま
す
。

オ
ス
の
三
毛
ネ
コ
は
極
め
て
希
な
出

現
で
す
。
三
千
匹
に
一
匹
と
か
、
二
万

匹
に
一
匹
と
か
言
わ
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
オ
ス
の
三
毛
ネ
コ
が
で
き

る
の
か
?�
生
殖
細
胞
の
通
常
の
減
数
分

裂
で
は
メ
ス
側
の
X
X
が
X
卵
子
+
X

卵
子
、
オ
ス
側
の
X
Y
が
X
精
子
、
Y

精
子
に
な
り
ま
す
が
、
染
色
体
不
分
離

が
起
き
る
と
、
メ
ス
側
は
X
X
卵
子
、

オ
ス
側
は
X
Y
精
子
に
な
る
こ
と
が
希

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
X
X
卵
子

と
Y
精
子
が
受
精
す
る
と
、
X
X
Y
、

X
Y
精
子
と
X
卵
子
が
受
精
す
る
と

X
X
Y
と
な
り
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
Y

染
色
体
が
あ
る
の
で
、
性
別
は
オ
ス
と

な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
X
X
が
あ
る

の
で「w

w
,��O

o,��S-

」の
遺
伝
子
が
あ

る
と
オ
ス
の
三
毛
ネ
コ
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
オ
ス
の
三
毛
ネ
コ
の
核
型

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。（C.M

oran

ら1984

）

ま
と
め
ま
す
と
、「
X
染
色
体
不
活

性
化
」と
い
う
の
は
、
X
染
色
体
の
一
つ

が
ラ
ン
ダ
ム
に
不
活
性
化
さ
れ
る
。
不

活
性
化
さ
れ
た
X
染
色
体
は
遺
伝
子
は

存
在
す
る
が
発
現
さ
れ
な
い
。
こ
れ
が

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
の
一
つ
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。「
X
染
色
体
不

活
性
化
」
と
い
う
現
象
は
、
存
在
す
る

D
N
A
配
列
か
ら
の
情
報
を
大
幅
に
抑

え
る
、
つ
ま
り
、
発
現
さ
れ
な
く
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
で
す
。

次
に
「
男
性
不
要
論
?
」
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と

申
し
ま
す
と
、
単
為
生
殖
と
い
う
現
象

が
あ
り
ま
す
。
メ
ス
が
精
子
な
し
で
発

生
を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。

● ❻●



こ
れ
は
、
有
性
生
殖
す
る
生
物
で
雌

が
単
独
で
子
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ミ
ツ
バ
チ
は
女
王
バ
チ
が
卵
を
産
む

と
き
に
、
貯
精
囊
か
ら
の
精
子
を
使
わ

な
い
で
産
ん
で
し
ま
う
と
、
一
倍
体
と

な
り
、
そ
れ
は
雄
バ
チ
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
正
常
な
ミ
ツ
バ
チ
で
の
単
為
生

殖
と
な
り
ま
す
。
有
性
生
殖
で
生
ま
れ

る
の
が
、
働
き
バ
チ
と
な
り
ま
す
。

他
に
ミ
ジ
ン
コ
や
ワ
ム
シ
と
か
も
単

為
生
殖
は
あ
り
ま
す
し
、
カ
エ
ル
と
か

ウ
ニ
も
電
気
刺
激
を
与
え
た
り
す
る
と
、

単
為
生
殖
を
し
ま
す
。

　

人
で
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？
そ

こ
で
ホ
ッ
ペ（H

oppe

）
と
イ
ル
メ
ン
ゼ

（Illm
ensee

）（1977,1982

）
は
、
受
精

卵
か
ら
X
と
Y
の
う
ち
、
Y
を
取
り
除

い
て
、
も
う
一
つ
の
受
精
卵
か
ら
取
っ

た
X
を
入
れ
る
こ
と
で
、
雌
性
発
生
胚

を
作
り
、
マ
ウ
ス
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
で
人
間
で
も
操
作
を
す
れ
ば
雄

不
要
が
で
き
る
か
と
大
論
争
に
な
り
ま

し
た
。

他
の
グ
ル
ー
プ（M
cGrath�&

�Solter

）

（1984

）が
実
験
を
し
て
、
人
の
場
合
は

男
性
の
精
子
と
女
性
の
卵
子
で
し
か
発

生
で
き
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
先
の
実
験
が
可
能
だ
っ
た
か
を
調

べ
ま
し
た
ら
、
実
験
上
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス

が
あ
っ
た
と
分
か
り
ま
し
た
。

で
は
な
ぜ
、
男
性
の
精
子
と
女
性
の

卵
子
で
し
か
発
生
で
き
な
い
の
か
と
い

い
ま
す
と
、
左
図
の
真
ん
中
辺
り
の
遺

伝
子
は
母
親
由
来
の
ゲ
ノ
ム
と
父
親
由

来
の
ゲ
ノ
ム
の
双
方
が
発
現
す
る
の
で

す
が
、
図
の
上
方
の
遺
伝
子
は
母
親
由

来
の
遺
伝
子
か
ら
し
か
発
現
せ
ず
、
ま

た
図
の
下
方
の
遺
伝
子
は
父
親
由
来
の

遺
伝
子
か
ら
し
か
発
現
し
な
い
か
ら
で

す
。こ

れ
が
あ
る
た
め
に
、
両
方
の
ゲ
ノ

ム
が
な
い
と
発
生
し
な
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
、
こ
れ
は
大
発
見
だ
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
を「
ゲ
ノ
ム
・
イ
ン
プ
リ
ン

テ
ィ
ン
グ
」
と
呼
び
ま
す
。
発
生
の
ど

こ
か
の
過
程
で
、
同
じ
遺
伝
子
が
お
母

さ
ん
を
通
っ
て
卵
子
か
ら
来
た
場
合
と
、

お
父
さ
ん
を
通
っ
て
精
子
か
ら
来
た
場

合
と
で
は
、
発
現
の
パ
タ
ー
ン
が
違
う

も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
X
染
色
体
不
活
性
化

に
つ
い
で
、
D
N
A
の
か
な
り
大
き
な

と
こ
ろ
を
失
活
さ
せ
た
り
、
発
現
さ
せ

た
り
、
調
節
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
実
験
結
果
に
な
り
、
な
ぜ
こ
こ
で
発

現
す
る
の
か
、
な
ぜ
こ
こ
で
発
現
し
な

い
の
か
の
研
究
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま

し
た
。

皆
さ
ん
こ
れ
は
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
ね
?�

2
0
0
9
年
頃
、「
男

不
要
の
時
代
が
来
る
?�

雌
の
卵
子
だ
け

で
マ
ウ
ス
誕
生
」と
い
う
内
容
の
レ
ポ
ー

ト
が
、
河
野
友
宏
東
京
農
業
大
教
授
と

川
原
学
佐
賀
大
准
教
授
に
よ
っ
て「
ネ

イ
チ
ャ
ー
」
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
先

ほ
ど
の
ホ
ッ
ペ
と
イ
ル
メ
ン
ゼ
の
実
験

の
よ
う
に
、
卵
子
2
つ
だ
け
で
マ
ウ
ス

が
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
は
男
性
不

要
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
ね
。
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こ
の
マ
ウ
ス
を
「
か
ぐ
や
」
と
呼
び

ま
し
た
が
、
左
図
の
右
側
の
単
為
発
生

系
に
お
い
て
、
メ
ス
の
ゲ
ノ
ム
だ
け
持

っ
て
き
た
の
で
す
が
、
片
方
が
精
子
の

パ
タ
ー
ン
に
な
る
よ
う
に
遺
伝
子
操
作

を
行
っ
て
、
発
生
さ
せ
た
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
は
男
性
不
要
論
を
主

張
し
た
も
の
で
は
な
く
、
精
子
の
ゲ
ノ

ム
の
ど
の
部
分
が
必
要
か
を
真
面
目
に

問
う
実
験
系
と
し
て
、
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

後
日「『
か
ぐ
や
シ
ス
タ
ー
ズ
』の
誕

生
か
ら
み
え
て
き
た
父
母
ゲ
ノ
ム
の
役

割
」
と
い
う
記
事
を
、
河
野
友
宏
教
授

が
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
化
学
的
反
応

（
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
で
遺
伝
子
の
発
現
を

調
節
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
?

・
X
染
色
体
不
活
性
化

・
ゲ
ノ
ム
・
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

↓

　

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

1
9
4
2
年
イ
ギ
リ
ス
の
発
生
学
者

C.H
.W

addington

が
、「
次
第
に
複
雑

に
な
っ
て
い
く
状
況
を
研
究
し
、
記
述

す
る
の
に
、［Epigenetics

］
と
い
う
言

葉
で
表
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
お
り
ま
す
。

［Epi

］
の
語
源
は「beyond

：
向
こ
う

側
」、「upon
：
そ
の
上
」
と
い
う
意
味

で
、
実
は「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
と

い
う
言
葉
の
説
明
と
し
て［genetics

］

（D
N
A

の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
が
判
っ
て

き
た
）
次
に
や
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、

［Epi

］が
つ
い
た
と
い
う
説
明
を
す
る
人

が
い
ま
す
。
こ
れ
は
確
か
に
う
ま
い
具

合
に
符
合
し
ま
す
。
で
す
け
ど
語
源
と

し
て
は
1
9
4
2
年
に
既
に
あ
っ
て
、

た
ま
た
ま
そ
れ
が
D
N
A
シ
ー
ク
エ
ン

シ
ン
グ
後
に
符
合
し
た
の
で
す
。

具
体
的
に
ど
う
い
う
化
学
反
応
が
あ

る
か
と
い
う
と
、
D
N
A
に
メ
チ
ル
基

が
酵
素
的
に
く
っ
つ
い
た
り
し
ま
す
。

細
胞
の
核
膜
の
中
に
入
っ
て
い
る
D
N

A
を
広
げ
て
描
く
と
図
の
よ
う
に
な

り
、
タ
ン
パ
ク
の
球
状
と
結
び
つ
い
て
、

パ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
り
ま

す
と
、
化
学
反
応
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

D
N
A
に
メ
チ
ル
基
が
付
い
た
り
、
取

れ
た
り
し
ま
す
し
、
同
時
に
タ
ン
パ
ク

の
末
端
に
も
メ
チ
ル
基
が
付
い
た
り
、

取
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
ア
セ
チ
ル
基

も
タ
ン
パ
ク
に
付
い
た
り
、
取
れ
た
り

し
ま
す
。
そ
う
い
う
形
で
D
N
A
が
読

ま
れ
た
り
、
読
ま
れ
な
か
っ
た
り
す
る

の
で
、
こ
れ
ら
が「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク

ス
」の
化
学
的
本
体
の
姿
で
す
。

「
ゲ
ノ
ム
」
が
D
N
A
だ
け
に
対
し

て
、
ゲ
ノ
ム
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
く

っ
つ
い
た
も
の
を
総
称
し
て
「
エ
ピ
ゲ

ノ
ム
」
と
呼
び
、
遺
伝
子
に
制
御
を
か

け
て
い
ま
す
。

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
は
、
メ
チ
ル
化
さ
れ
た

「
遺
伝
子
発
現
状
態
な
し
」
の
状
態
か

ら
、
脱
メ
チ
ル
化
酵
素
、
ヒ
ス
ト
ン
ア

セ
チ
ル
化
酵
素
+
R
N
A
に
よ
り
、
ア

セ
チ
ル
化
し
て「
遺
伝
子
発
現
あ
り
」か

ら「
タ
ン
パ
ク
質
」
を
形
成
し
た
り
、
ヒ

ス
ト
ン
脱
ア
セ
チ
ル
化
酵
素
、
D
N
A

メ
チ
ル
化
酵
素
、
ヒ
ス
ト
ン
メ
チ
ル
化

酵
素
+
R
N
A
に
よ
り
、
ま
た
メ
チ
ル

化
し
て「
遺
伝
子
発
現
状
態
な
し
」の
状

態
に
戻
っ
た
り
し
ま
す
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
5
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会
報
告
Ⅰ

2
0
2
0
年
の
個
人
の
運
勢
診

断
と
日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

最
初
に
、
私
が
な
ぜ
西
洋
占
星
学
の

研
究
を
始
め
た
か
に
つ
い
て
、
簡
単
に

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

23
歳
の
と
き
に
東
京
に
出
て
き
ま
し

て
、
そ
の
と
き
に
パ
ラ
マ
ハ
ン
サ
・
ヨ

ガ
ナ
ン
ダ
著
「
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
」

の
本
が
、
霞
ヶ
関
書
房
（
現
在
は
森
北

出
版
）
か
ら
出
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
を

読
ん
で
非
常
に
感
動
し
た
と
い
う
か
、

私
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
本

な
の
で
す
ね
。
ア
ッ
プ
ル
創
始
者
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
も
こ
の
本
か
ら

大
き
な
影
響
を
受
け
た
そ
う
で
す
。　

そ
の
本
の
中
で
、
パ
ラ
マ
ハ
ン
サ
・

ヨ
ガ
ナ
ン
ダ
が
修
業
時
代
に
、
グ
ル

（
師
匠
）
の
ス
リ
・
ユ
ク
テ
ス
ワ
か
ら
、

イ
ン
ド
占
星
学
を
使
っ
て
指
導
を
受
け

る
の
で
す
ね
。
ス
リ
・
ユ
ク
テ
ス
ワ
は

「
一
カ
月
ほ
ど
す
る
と
、
お
前
は
肝
臓

病
の
た
め
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
病
気
は
普
通
な
ら
ば
半
年
は

続
く
予
定
だ
。
だ
が
、
星
学
の
腕
輪
を

着
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
二
十
四
日
に

短
縮
さ
れ
る
だ
ろ
う
」と
伝
え
ま
す
。

私
は「
ん
?�

ヨ
ガ
の
聖
者
が
占
星
学

を
使
う
の
か
!
」
と
思
い
ま
し
た
。
後

で
考
え
れ
ば
、
イ
ン
ド
で
イ
ン
ド
占
星

学
が
使
わ
れ
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と

な
の
で
す
が
、「
ヨ
ガ
の
聖
者
が
使
う
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
、

何
か
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
、

理
工
系
出
身
で
そ
れ
ま
で
西
洋
占
星

術（
星
占
い
）は
信
用
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
当
時
出
版
さ
れ
た
ル
ル
・

ラ
ブ
ア
氏
著
の「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
入
門
」

（
青
春
出
版
社
）を
購
入
し
て
勉
強
し
ま

し
た
。

電
卓
を
使
っ
て
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出

生
天
宮
図
）の
チ
ャ
ー
ト
を
描
い
て
み
た

ら
、
自
分
の
こ
と
が
非
常
に
よ
く
分
か

っ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
心
理
学
の

本
な
ど
で
自
分
の
分
析
を
し
て
も
、
内

面
に
矛
盾
が
多
い
タ
イ
プ
な
の
で
よ
く

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ
を
見
た
ら
、「
な
る
ほ
ど
こ
れ
は

自
分
だ
な
」
と
い
う
手
応
え
が
あ
っ
た

の
で
す
ね
。
そ
れ
で「
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と

研
究
す
る
こ
と
が
必
要
だ
な
」
と
思
い

ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
か
な
り
の
め
り
込

み
ま
し
た
。
二
十
代
後
半
に
は
、
街
の

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
西
洋
占
星
学
の
セ

ミ
ナ
ー
み
た
い
な
も
の
も
や
っ
て
お
り

ま
し
た
。

70
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
占
星
学
者
、

ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ー
氏
が「
ハ
ー
モ
ニ
ク

ス
理
論
」
を
提
唱
し
、
私
は
当
時
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
か
ら
占
星
学
者
に
な
ら
れ
た

石
川
源
晃
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

て
い
ま
し
て
、
そ
こ
で
そ
の
理
論
を
知

り
ま
し
た
。
脳
波
を
α
波
、
β
波
、
θ

波
の
よ
う
に
周
波
数
分
析
す
る
の
と
同

様
に
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
周
波
数
分
析

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
理
工
系

の
人
間
と
し
て
は
、
大
い
な
る
興
味
を

も
ち
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
の
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
2
つ
の
星
同
士
の
形
成

す
る
ア
ス
ペ
ク
ト（
地
球
か
ら
見
た
特

定
の
角
度
）
も
周
波
数
分
析
の
一
側
面

だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
以
来

従
来
の
占
星
学
+
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

を
土
台
と
し
て
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
先
に
、
二
年
前
に
も
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、「
運
命
学
の
基
本
原
理
」
と

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た「
運
命
創
造
曼

荼
羅
」を
説
明
致
し
ま
す
。

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ（
性
格
、
才
能
、

習
慣
）が
運
命
を
つ
く
る
」こ
れ
は
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
。
自
分
が
ど
う
い
う

性
格
を
も
ち
、
ど
う
い
う
才
能
を
持
っ

て
い
る
か
は
生
ま
れ
つ
き
の
要
素
が
大

き
い
の
で
す
が
、
重
要
な
の
は
習
慣
は

生
ま
れ
つ
き
で
は
な
い
の
で
、
あ
と
で

自
分
の
意
志
で
良
い
習
慣
が
沢
山
身
に

つ
け
ら
れ
れ
ば
、
よ
り
良
い
運
命
に
な

る
で
し
ょ
う
。

「
人
間
は
潜
在
意
識
に
お
い
て
、
自

分
が
い
つ
も
思
っ
て
い
る
よ
う
な
人
間

に
な
る
」
こ
れ
は
自
分
の
自
己
イ
メ
ー

ジ
が
重
要
で
、
表
面
的
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
見
え
て
い
て
も
、
内
面
が
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
だ
と
、
運
命
は
そ
ち
ら
に
引
っ
張
ら

れ
ま
す
。
や
は
り
心
の
一
番
奥
の
と
こ

ろ
で
自
分
が
ど
う
い
う
人
間
で
あ
る
か

の
想
い
に
よ
っ
て
、
運
命
の
方
向
性
が

決
ま
り
ま
す
。

「
内
面
（
心
の
世
界
）
が
外
面
（
現
実

社
会
）
に
反
映
す
る
」
こ
れ
は
前
の
法

則
か
ら
言
え
る
こ
と
で
、
内
面
の
自
己

イ
メ
ー
ジ
が
、
そ
の
ま
ま
外
の
世
界
に

映
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
「
い
つ
も
未
来
を

強
く
楽
し
く
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
生

き
る
人
間
は
そ
の
通
り
に
な
り
、
そ
う

で
な
い
人
間
は
周
囲
の
人
々
や
環
境
に

振
り
回
さ
れ
る
」
こ
こ
が
大
事
で
、
未

来
を
こ
う
し
た
い
と
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
生
き
る
人
と
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た

り
で
生
き
る
人
、
す
な
わ
ち
自
主
的
に

動
け
る
人
と
、
周
り
に
合
わ
せ
て
動
い

て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
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よ
く
「
自
分
の
夢
を
も
て
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
強
く

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
生
き
る
方
が
そ
の

状
況
を
引
っ
張
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う

で
な
い
と
周
り
の
環
境
に
振
り
回
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
、
周
り
が
い
い
環
境
で

あ
れ
ば
ま
だ
い
い
の
で
す
が
、
周
り
が

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
環
境
だ
と
そ
ち
ら
に
行

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き
も
、
単
に
イ
メ

ー
ジ
す
る
の
で
は
な
く
、
心
と
感
情
が

動
か
な
い
と
外
に
発
信
し
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
こ
う
し
た
い
と
か
、
こ
う
な

り
た
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
な
が

ら
、
そ
の
と
き
の
喜
び
や
ワ
ク
ワ
ク
感

等
の
感
情
が
動
か
な
い
と
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
だ
け

で
は
ダ
メ
で
、
こ
こ
が
非
常
に
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
心
が
動
く
と
い
う
か
、

熱
い
情
熱
が
物
事
を
動
か
す
の
で
す
。

「
運
命
創
造
曼
荼
羅
」
は
今
回
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
の
で
す
が
、
曼
荼

羅
と
い
う
の
は
密
教
の
金
剛
界
、
胎
蔵

界
の
曼
荼
羅
か
ら
来
て
い
ま
す
。
金
剛

界
の
曼
荼
羅
は
9
個
の
枠
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
お
り
ま
す
。

「
運
命
創
造
曼
荼
羅
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
縦
の
3
列
の
内
、
真
ん
中
の
列
が

行
動
面
、
左
の
列
が
発
信
側
、
す
な
わ

ち
P
K
（
念
動
力
）
面
、
右
の
列
が
受

信
側
、
す
な
わ
ち
E
S
P
（
超
感
覚
的

知
覚
）面
と
な
り
ま
す
。

サ
イ
科
学
的
に
言
い
ま
す
と
、
人
間

は
誰
で
も
発
信
能
力
（
P
K
能
力
）
と

受
信
能
力
（
E
S
P
能
力
）
の
両
方
を

も
っ
て
い
ま
す
。
脳
で
言
え
ば
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
左
脳
が
発
信
側
、
右

脳
が
受
信
側
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
右
の
列
の
受
信
側
、
イ
ン
プ
ッ

ト
側
か
ら
見
ま
す
と
、「
観
察
す
る
」の

は
女
性
の
方
が
観
察
力
が
あ
る
の
で
す

が
、
人
間
観
察
や
周
囲
の
状
況
を
観
察

し
な
が
ら
、
自
分
が
ど
う
動
い
た
ら
い

い
か
を
考
え
て
い
く
。
も
っ
と
い
え
ば
、

社
会
や
世
界
の
観
察
、
こ
れ
は
ニ
ュ
ー

ス
や
世
の
中
の
大
き
な
動
き
や
深
い
動

き
を
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

書
物
で
知
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
ら
の

観
察
を
土
台
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
チ

ャ
ン
ス
を
知
っ
て
、
波
に
乗
る
。
占
星

学
を
学
ぶ
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
自

分
の
運
勢
の
波
を
知
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「

E
S
P
（
超
感
覚
的
知
覚
）」
は
誰

で
も
持
っ
て
い
て
、
常
に
テ
レ
パ
シ
ッ

ク
で
あ
っ
た
り
、
未
来
予
測
で
あ
っ
た

り
、
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
潜
在
意

識
と
顕
在
意
識
の
間
に
、
雑
念
の
層
が

あ
る
の
で
、
な
か
な
か
そ
の
情
報
が
上

が
っ
て
来
な
い
の
で
す
。
瞑
想
と
い
う

の
は
そ
の
雑
念
の
層
を
薄
く
す
る
と
い

う
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何
か
閃

い
た
ら
メ
モ
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
自
分
の
守
護
霊
、

守
護
神
に
意
識
を
向
け
、
感
謝
す
る
こ

と
で
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

や
す
く
な
り
ま
す
。

「
学
び
」で
す
が
、
本
は
大
事
で
、
本

を
沢
山
読
ん
で
い
る
人
ほ
ど
物
事
を
深

く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現

在
皆
さ
ん
は
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人

に
会
っ
て
、
話
を
聞
く
こ
と
、
ま
た
旅

行
や
美
術
館
、
博
物
館
を
訪
ね
た
り
、

映
画
、
観
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む

の
も
す
べ
て
自
分
の
学
び
で
あ
り
、
イ

ン
プ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
自
分
の
内
面
や
想
像
力
と
創
造
力

を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
左
の
列
の
発
信
側
か
ら
見
ま
す

と
、「
発
信
力
と
共
鳴
力
」
は
、
今
現
在

私
も
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
別
に
相
手

が
一
人
で
も
二
人
で
も
い
い
の
で
、
自

分
の
考
え
を
発
表
す
る
機
会
を
作
り
、

理
解
者
を
作
る
。
ま
た
人
の
意
見
に
共

鳴
し
、
仲
間
や
人
脈
作
り
を
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

「
P
K（
念
動
力
）」は
、
毎
日
朝
で
も

夜
で
も
い
い
で
す
し
、
1
～
2
分
で
も

い
い
の
で
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を
伴
っ
た
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
発
信
し
ま

す
。
情
熱
と
執
念
が
な
い
と
人
は
動
き

ま
せ
ん
し
、
未
来
も
動
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
何
事
も
す
ぐ
成
功
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
達
成
す
る
ま
で
粘
り
強
く
諦

め
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
徳
性
」
は
「
品
位
」
に
つ
な
が
り
ま

す
。
人
に
優
し
く
す
る
こ
と
、
そ
し
て

ペ
ッ
ト
に
優
し
く
す
る
こ
と
。
人
に
優

し
く
す
る
こ
と
は
自
分
も
優
し
く
さ
れ

ま
す
し
、
徳
性
を
高
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
た
ら
大

事
に
し
、
可
愛
が
る
と
ペ
ッ
ト
が
パ
ワ

ー
を
く
れ
ま
す
し
、
い
じ
め
た
ら
逆
に

な
る
の
で
怖
い
で
す
。
ま
た
周
囲
の
環

境
や
地
球
の
環
境
に
優
し
く
し
て
、
で

き
る
範
囲
で
喜
捨
を
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

真
ん
中
の
列
の
行
動
面
を
見
ま
す

と
、「
行
動
指
針
」
と
し
て
は
、
常
に
楽

天
的
か
つ
情
熱
的
で
あ
る
こ
と
。
前
に

述
べ
た
よ
う
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
想
い
で

動
け
ば
、
そ
ち
ら
に
行
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
情
熱
・
熱
意
・
執
念
が
未
来
を
動

か
し
ま
す
。
常
に
挑
戦
と
工
夫
改
善
す

る
こ
と
。
現
状
に
満
足
し
て
い
る
と
日

運命学の基本原理

パーソナリティ(性格、才能、習慣)が運命をつくる。

、 。人間は潜在意識において 自分がいつも思っているような人間になる

内面（心の世界）が外面（現実社会）に反映する。

いつも未来を強く楽しくイメージしながら、生きる人間はその通りに

なり、そうでない人間は周囲の人々や環境に振り回される。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

運命創造曼荼羅

観察する発信力と共鳴力 行動指針

・人間観察、周囲の観察・自分の考えを発表する機 ・常に楽天的かつ情熱的

・社会や世界の観察会を作り、理解者を作る ・常に挑戦と工夫改善

・チャンスを知る・人の意見に共鳴し、仲間 ・常に笑顔と感謝

・波に乗る作りをする⇒人脈が重要 ・常に謙虚かつストイック

ＥＳＰ（超感覚的知覚）ＰＫ（念動力） 目標を設定する

・毎日の瞑想・毎日の、ワクワク感を ・具体的な最終イメージ

・閃いたらメモする伴ったイメージング ・実現までの行程を考える

・見えない存在の指導を・情熱と執念 ・実現までに必要なものを

意識する・達成するまで諦めない 考え、準備する

学び徳性 ⇒ 品位 健康と体力を保つ

・書籍を読む・人に優しく ・食事 ・運動

・人に会って、話を聞く・ペットに優しく ・睡眠 ・呼吸

・旅行、美術館、博物館・環境に優しく ・自然に親しむ

・映画、観劇、コンサート・喜捨をする ・悩まない⇒決断は早く

大いなる祈り ⇒ 人を喜ばせたい
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常
生
活
の
中
で
、
な
か
な
か
挑
戦
す
る

機
会
が
無
く
な
り
ま
す
し
、
年
齢
が
上

が
っ
て
く
る
と
、
挑
戦
す
る
意
欲
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
い
つ
で

も
工
夫
改
善
し
、
挑
戦
す
る
意
識
を
も

つ
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
挑

戦
し
て
い
な
い
と
現
状
維
持
で
は
な
く
、

全
体
的
に
減
衰
し
て
い
き
ま
す
。
人
に

対
し
て
は
常
に
笑
顔
と
感
謝
が
大
切
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
常

に
謙
虚
か
つ
ス
ト
イ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と

が
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

9
枠
の
真
ん
中
に
あ
る「
目
標
を
設

定
す
る
」
は
最
も
重
要
で
す
。
こ
う
し

た
い
と
い
う
具
体
的
な
最
終
イ
メ
ー
ジ

を
喜
び
を
も
っ
て
描
き
、
実
現
ま
で
の

行
程
を
考
え
る
。
実
現
ま
で
に
必
要
な

も
の（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
含
む
）
を
考

え
、準
備
す
る
。
そ
し
て
あ
と
は
行
動
・

行
動
・
行
動
の
み
で
す
。

「
健
康
と
体
力
を
保
つ
」
は
皆
さ
ん
も

気
を
つ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
が
、
年
齢
が
進
ん
だ
ら
食
事
の
量
は

減
ら
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
一
説

に
は
、
二
十
代
で
腹
十
分
と
す
る
と
、

三
十
代
で
腹
九
分
、
四
十
代
で
腹
八
分
、

五
十
代
で
腹
七
分
、
六
十
代
で
腹
六
分
、

七
十
代
で
腹
五
分
、
八
十
代
で
腹
四
分

が
内
臓
に
負
担
を
か
け
ず
に
熟
睡
で
き

る
と
い
い
ま
す
。
毎
日
の
適
度
な
運
動

（
ス
ク
ワ
ッ
ト
50
回
で
も
よ
い
）、
7
～

8
時
間
の
睡
眠
、
深
く
ゆ
っ
く
り
し
た

呼
吸
を
心
掛
け
る
。
都
会
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
努
め
て
自
然
に
親
し
む
。
ま

た
悩
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
の
時
間
を

縮
め
て
、
解
決
策
を
考
え
、
決
断
を
早

く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
後
に
下
段
に
あ
る
「
大
い
な
る
祈

り
」
で
す
が
、
人
は
何
か
問
題
が
起
こ

っ
た
と
き
、
自
分
の
こ
と
で
祈
り
を
捧

げ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ

で
は
パ
ワ
ー
は
弱
く
な
り
ま
す
。
祈
る

な
ら
毎
日
、
よ
り
大
い
な
る
祈
り
、
す

な
わ
ち
世
界
人
類
の
平
和
、
母
国
の
平

和
、
そ
し
て
自
分
の
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
感
謝
と
幸
せ
の
順
で
祈
る
の

が
、
パ
ワ
ー
の
還
流
と
な
り
ま
す
。

人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
、
何

が
人
に
幸
福
感
を
も
た
ら
す
の
か
と
い

う
と
、
人
を
喜
ば
せ
た
と
き
で
あ
り
、

世
の
中
に
一
つ
で
も
役
に
立
っ
た
と
き

な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
常
に
「
人
を
喜
ば
せ
た
い
」

と
い
う
想
い
を
も
っ
て
、
人
生
を
生
き

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
被
災
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
尾
畠
春
夫
さ

ん
は
そ
れ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。（
続
）
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第
四
四
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

令
和
2
年
、
2
0
2
0
年

～
ど
う
な
る
日
本
、
世
界

　

講
師　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛 

氏

　
　

�

（
西
洋
占
星
術
師
）

と
き
：
令
和
2
年
1
月
18
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

講
演
内
容

米
中
貿
易
摩
擦
、
英
国
の
E
U
離

脱
、
激
化
す
る
香
港
の
デ
モ
、
南
北
朝

鮮
の
接
近
、
非
核
化
問
題
、
気
象
異

変
・
・
・
激
動
す
る
世
界
。
政
治
、
経

済
ば
か
り
か
気
象
に
も
異
変
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
令
和
の
新
天
皇
に
御
代
替

わ
り
し
て
2
年
目
、
西
暦
2
0
2
0
年

の
日
本
と
世
界
を
、
こ
の
年
の
天
文
図

（
星
座
配
置
）を
も
と
に
読
み
解
い
て
い

き
ま
す
。
世
の
中
が
乱
れ
て
も
、
わ
た

し
た
ち
は
生
き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
い
か
に
生
き
れ
ば
よ
い
の
か
、
答

え
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
を
代
表
す
る
西
洋
占
星
術
師
。

占
星
学
界
の
一
線
で
40
年
に
わ
た
っ
て

活
躍
。
日
本
で
初
の
日
本
版
天
文
歴
を

監
修
出
版（
エ
フ
ェ
メ
リ
ス
オ
ブ
ジ
ャ
パ

ン
）。
日
本
で
占
星
術
を
学
ぶ
方
の
ほ
と

ん
ど
は
こ
の
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
監
修

の
天
文
歴
を
使
用
。
多
方
面
に
お
け
る

活
動
も
多
く
、
和
歌
を
歌
う
披
講
の
研

究
と
実
践
。
民
間
で
唯
一
の
披
講
の
研

究
会
を
主
宰（
星
と
森
披
講
学
習
会
）。

披
講
の
道
か
ら
さ
ら
に
日
本
語
の
特

殊
性
に
研
究
は
進
み
、
母
音
発
生
の
特

徴
と
そ
の
意
味
、
さ
ら
に
倍
音
、
高
周

波
、
共
振
現
象
の
本
質
的
研
究
。
そ
の

結
果
と
し
て
色
々
な
周
波
数
の
チ
ュ
ー

ナ
ー（
音
叉
）を
作
成
発
売
、
ま
た
フ
リ

ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
理
の
研
究
と
そ
の
応

用
に
よ
る
各
種
製
品
の
開
発
も
。

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
ト
ッ
プ
人
気
番
組

で
あ
る
テ
レ
フ
ォ
ン
人
生
相
談
の
回
答

者
と
し
て
20
年
の
実
績
。
著
書
多
数
。

現
在
は
東
京
尾
山
台
で
開
発
し
た
チ
ュ

ー
ナ
ー
な
ど
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
マ

ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
を
経
営
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

当
日
は
会
員
7
名
、
既
参
加
者
14
名
、

初
参
加
者
1
0
0
名
、
計
1
2
1
名
が

参
加
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976 : USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091
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宣お告げにより、病を治したり、憑依した魔物
を退治したりする。あの世とこの世の交流可能。

これらの6つの辺に囲まれた正四面体を「テ
トラヘドロン・スピリトゥス」と呼ぶとすると、
このテトラヘドロンを内側から放射的に眺める
場合にニッポンジンは〈カミ〉と呼び、〈PSI〉は

外側から覗いた場合の表象なのではないだろ
うか?�PSIが一神教（汎神論）の延長線上にあ
る科学でなかなか解明できないのはそういう
構造上の理由からではないかというのが本稿
の主旨である。

（作図協力：磯部弘二）

超常現象の原因はサイ（気）であると云われ
ている。しかし、多数の努力にも関わらず、実
体は不明であった。筆者らは、幸いにも体外
の空間に存在する「オーブ・たまゆら」に加算
して、動的に念写像を形成する過程を、ビデ
オ撮影する事に成功した。「オーブ・たまゆら」
は写真に写るので、巨視的な物質である。し
かし出現状況を見ると、5秒毎の間隔で撮影し
ても、空間的に、ランダムに、広く拡散して出
現する。また同じパターンは無い等、素粒子
類似の性質が出ている。

画像分析した結果によると、オーブ・たま
ゆらの構成要素は、イオン、プラズマ化した
陰と陽のサイ（気）スピン対、エアゾール等で
あり、自己発光性の光子（色）として表示され
ている。なお、「オーブ・たまゆら」の表面模
様のカオス解析によると、念写時の撮影者の
皮膚（チャクラ）の1.9～2.3個所から陰・陽の
サイ（気）が放出されている。つまり、サイ（気）
の実体は陰陽の光子スピン対（巴型状、複合
体）であり、マクロPKを介して、体外の物質

（オーブ）と撮影者の心（ASC、無意識）を結び
つける役割を果しているのであろう。
　クリストファーヒルズ（1975）は、25年余に
渉る瞑想体験の結果として、エジプトのギザ
の大ピラミットの尖端からは、上に向けて右旋
回で拡大する方向に（+）グリーンエネルギー。
下に向けて右旋回で縮小する方向に、（−）グ

リーンエネルギーが作用している、と主張し
た。つまり、サイ（気）には（陽）と（陰）の2種
類があるらしい。

日本では、非可視のサイ（気）が、山田孝
男師の瞑想指導の下に、見えるように成った
門下生が数名もいた。この人達の助言により、
瞑想促進器具として、クリスタル−7（CR−7）
が開発された（山田孝男、1989）。著者ら（1989）
は、共同研究として、同時に、CR−7の内容・
機能の測定を実施した。試行錯誤の実験結果
から、サイ（気）が陰と陽の2種類に分けられ
る事、並びに水と植物に与える機能等も測定
する事が出来た。実験結果として「サイ（気）」
には陰・陽の2種類あり、それぞれの果たす役
割などを知る事ができた。また、サイ（気）に
は、機能として、植物などの成長に関係する
機能の有る（促進または停留）事を確かめた。

例えば、対象物としての生命体（回転可能
体）を右又は左方向に回転させると、動体の中
にある陰・陽spin対としての巴型のサイ（気）
は、その回転方向のスピンのみが作用して（つ
られて働き出して）、片方は停留して、植物な
どの成長が促進または停留させられる様子で
ある。サイ（気）も電子の一種（類電子）なので、
塊（雲状）としての自己保存性や永久運動性を
もっていると思う。これが作用したのであろ
う、と考えられる。

サイ（気）は巴型の陰･陽spin対（光子）であるサイ（気）は巴型の陰･陽spin対（光子）である

栗田　慶祐



い。ここに登場するのが宇宙情報自由主義！�
貨幣はもとより私有財産などない。そもそも宇
宙は分割して売買する対象ではないのだ！�サ
イボット社会（サイボーグ・ロボットと人間が
共生する社会）において相互扶助、多様なる個
性、芸術文化が開花するのだ！

（6）宇宙生態学の理解：やれ地震、台風、津
波だといっても所詮地球にパラサイト（寄生）
しているのはわれわれ地球人。地球には地球
の代謝があり、太陽には太陽のエネルギー活
動があり、銀河系、銀河団、超銀河団、宇宙
には特有のサイクルや周波数があるのだ。宇
宙生態学（Cosmecology）の理解が重要なのだ。
ホモサピエンスはファベル（工作人）・ルーデン
ス（遊戯人）・エコノミクス（経済人）・エコロギ
ウス（生態人）を経て、デウス（神人）・コスメコ
ロギウス（宇宙生態人〈宇宙人〉）に至るのだ！

阿久津・竹本の宇宙劇場は如何だったで
しょうか?�宇宙建築家バッキーことバックミ
ンスター＝フラーの宇宙原子・正四面体（テト
ラヘドロン）に「100年後のニッポン」を書きな
ぞってみました。

（参考文献）
阿久津淳著「マージナルサイエンティスト」（本
の研究社、2019）
阿久津淳著「医聖」（本の研究社、2019）
竹本�良・森脇十九男著「コズミックウォーター
ゲイト事件の全貌」（本の研究社、2019）
帯津良一・阿久津淳共著「虚空」（仮題）（本の
研究社、2020　近刊）

（追記）PSIとカミの考察
日本サイ科学会、サトルエネルギー学会、

覚醒意識ネットワークなどいわゆるスピリチュ
アル系の講演会シンポジウム等で司会進行役
をしていると、面白いことに気が付く。それは
演者により宇宙・世界観が一元論・二元論更
に三・四・五元論あるいは多元論等に分類で
きるということだ。お化け煙突!?�各人の学識
経験に基づき、多様な哲学を展開されること

は、古代ギリシャの哲学者の「万物は～だ！」
を想起することができ、とても貴重な体験では
ある。だが待てよ、「群盲象を撫でる」の諺が
示すように、同じ対象を異なる言語と文化様
式で呼んでいるだけなのかもしれないのだ。

そこで正四面
体に凡ておさまる
ようにまとめてみ
た。すると意外な
発見！� つまりこ
の正四面体内中
央から眺めるとカ
ミになり、外側か
ら覗くとPSIにな
るのだ。すこし解
説をしよう。

（1）一神教（汎神論）：ユダヤ・キリスト教に
代表される一神教はまた科学の起源でもあり、
科学は〈神の数式〉を探し求めている！�エネル
ギー一元論、「神の方程式は愛である」とか提
唱しているのはこのグループ。

（2）陰陽：道教や老荘思想あるいは光と影
（闇）を二元的にみるマニ教や拝火教もニュア
ンスは多少異なるがこのタイプ。神と悪魔の
二対立もどちらかを優勢と見ないならば、二
元論といえると思うのだ。

（3）多神教：古代ギリシャのオリンポスの神々
やニッポンの八百万の神々はこれにあたる。
多元論なのだろう。

（4）アニミズム：物活論で原始社会では当たり
前だが、現代社会ではこの考え方が失われて
しまった感があるが、ニッポンにはまだ残って
いると思うのだ。ストーンサークル・ストーン
ヘンジなど巨石・磐座信仰はこれだろう。

（5）トーテミズム：動物霊を信仰する、ニッポ
ンでいえばこっくりさんとか狼や狐、お稲荷
さんとか。シュバイツアー博士によればアフリ
カには豹人信仰というのがあり、豹人に噛ま
れた者は豹人になるといった狐憑きの豹バー
ジョンがあるそうだ。

（6）シャマニズム：先祖霊や神々と交流し、託

●� ●

サイ（気）は巴型の陰･陽spin対（光子）であるサイ（気）は巴型の陰･陽spin対（光子）である

［テトラヘドロン・スピリトゥス］
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100年前の1920年（大正9年）にジャーナリ
スト三宅雪嶺が主催の雑誌「日本及日本人」の
臨時増刊号で「百年後の日本」を特集し一世を
風靡した。執筆陣は島崎藤村、菊池寛、室生
犀星ら有名人に混じり肩書不明の著者もいる。
そこで私も短期視野に埋没する日常から100年
後のニッポンに思考ワープすることに挑戦！�
30年先は見当がついても100年先は極めて困
難。独断と妄想の阿久津／竹本劇場を御笑覧
ください！

（1）第2コペルニクス革命：天動説から地動説
へとパラダイムシフトしたコペルニクス革命
のように、1947年のロズウェル事件以降、宇
宙人との交流は一段と増加。1947年を起点と
し、それ以前をBeforeRoswell、それ以降を
AfterRoswellとし、2020年はAR74年と表記、
従い2120年はAR174年となる。「地球人一人
ぼっち」説から「宇宙人てんこ盛り」説にパラ
ダイムシフトするのだ。

（2）開星ルネッサンス：ニッポンにとっては開
国（文明開化）とルネッサンス（文芸復興）が同
時にやってくるイメージ。宇宙人との交流は科
学技術、学問芸術に多大なる影響を与え、ニッ
ポン人特有の客人（まれびと）思考とニッポン
風融合特化能力が宇宙人の文明を見事に吸収
咀嚼加工してゆくのだ。

（3）虚数宇宙論：インド人の「ゼロの発見」の
ようにニッポン人は、西欧人がジャンクと扱っ
てきた虚数を見直すことに成功。いわば「虚数

の発見」だ。ギリシャ哲学の質料と形相はデ
モクリトスのアトム（原子）とケノン（虚質）を
経由して、実数と虚数の複素多様体の世界へ。
相対論と量子論は虚数宇宙論から包含される
形で、粒子波動の二重性の克服、ダークエネ
ルギー・ダークマターの解明に成功。宇宙（森
羅万象）はマーヤーであるという仏教が再評価
されるのだ！

（4）クンダリーニ
開放：万物は閉鎖
系ではなく、開放
系である。人体も
小宇宙（ミクロコ
スム）であり、大
宇宙（マクロコス
ム）と交流可能な
ことは、サーンキ
ア哲学のアートマ
ンとブラフマンの

梵我一如で理解できるはずだ。時空意識連続
体の空きの緊張感がないと、どっと流れてこ
ないが、いわば宇宙温泉銀河湯につかる気分
で十分かもしれない。

（5）宇宙情報自由主義：1本の鉛筆を売るより
か、1個のミサイルを売るほうが資本主義に
とっては経済効率がいい。つまり社会主義、
共産主義が社会・国家資本主義に堕落した状
況下にあっては、地球経済は軍産学環境複合
体という妖怪の餌付け役におさまるほかはな

100年後のニッポン100年後のニッポン
阿久津淳（科学問題研究家）／竹本　良（UFO 研究家）

［テトラヘドロン・ニッポニア］


